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１．調査目的 

当社福島第二原子力発電所において、ストームドレン（非放射性の液体廃棄物、

以下、「ＳＤ」という）ファンネルに対し、放射性廃棄物を処理する配管が接続さ

れていたことにより、誤って放射性物質であるトリチウムが放出される不適合が

確認されたこと、および柏崎刈羽においても誤接続事象が確認されたことをふま

え、当社原子力発電所において、非放射性廃棄物を処理するファンネルに対する、

放射性廃棄物を処理する配管の誤接続の有無について調査を実施した。 

 

２．調査期間 

  ・福島第一原子力発電所：平成 21 年 11 月 9 日～平成 22 年 1 月 5 日 

  ・福島第二原子力発電所：平成 21 年 11 月 16 日～平成 22 年 1 月 14 日 

  ・柏崎刈羽原子力発電所：平成 21 年 11 月 2 日～平成 21 年 12 月 6 日 

   

３．調査範囲 

液体廃棄物処理系は、処理する液体に応じて放出管理を実施している。放射性

液体廃棄物処理系の処理水は、放射性物質を含む可能性があるため、ガンマ線核

種の放射能を測定し、トリチウムの放射能については管理された状態で放出して

おり、原則として非放射性の液体廃棄物を扱うＳＤ系などは、ガンマ線核種を測

定した上で、放出している。 

また、非管理区域に設置されている液体廃棄物処理系は、放射性物質が混入す

る可能性がないため、放射能の測定を実施せずに放出している。 

このように適切に放出管理を実施しているが、非放射性液体廃棄物を処理する

ファンネルに対し、放射性液体廃棄物を処理する配管が誤接続されている場合は、

適切な管理がなされず、計画外にトリチウムが放出される可能性がある。 

したがって、発電所内の全てのファンネルのうち、トリチウムが含まれる液体

廃棄物が流入する可能性がある管理区域内のファンネルで、当該ファンネルへ流

入した液体廃棄物を収集タンク等から放出するにあたり、放出されるトリチウム

について管理が行われていないファンネルと、そこに流入する配管を調査範囲と

した。 

（添付資料－１，２） 

 

４．調査内容および調査対象 

（１）ＳＤ系の誤接続の調査 

【調査内容】福島第二および柏崎刈羽の事例と同様、管理区域内に設置されてい

るＳＤファンネルに対し、放射性廃棄物を処理する配管との誤接続

の有無について調査を行う。 

【調査対象】ストームドレン系     （ＳＤ：管理区域） 
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※柏崎刈羽３、４、６、７号機については、管理区域内に設置されているＳ

Ｄファンネルの接続先が放射性液体廃棄物処理施設であるシャワードレン

系（ＨＳＤ）収集タンクであるため、放出に際しトリチウムの放出量を評

価していることから、計画外にトリチウムが放出されることはないため、

調査の対象外。 

 

（２）類似系統の誤接続の調査 

【調査内容】管理区域内に設置されているＳＤ以外のファンネルに対し、トリチ

ウムの放出量の評価がなされずにトリチウムを含む水が放出される

ような誤接続の有無について調査を行う。 

【調査対象】ストームドレン海水系   （ＳＷＳＤ：管理区域） 

       オイルドレン系      （ＯＤ：管理区域） 

※過去に当該系統から水の放出を実施していない場合も、念のため調査。 

※放出に際し、トリチウムの放出量を評価している号機は、調査の対象外。 

 

（３）更なる水平展開調査 

【調査内容】非管理区域に設置されており、トリチウム混入の可能性はないが、

今回の不適合事象に鑑みて、念のため誤接続の有無について調査を

行う。 

【調査対象】ストームドレン海水系   （ＳＷＳＤ：非管理区域） 

ストームドレン系     （ＳＤ：非管理区域） 

オイルドレン系      （ＯＤ：非管理区域） 

非放射性ストームドレン系 （ＮＳＤ：非管理区域） 

※放出に際し、トリチウムの放出量を評価している号機は、調査の対象外。 

（添付資料－１，２） 

 

５．調査方法 

ＳＤ系については、以下の通り調査を行った。 

① ライザー線図をもとに、ＳＤ系に導かれるファンネルを確認する。 

② ①で確認されたＳＤファンネルに接続する配管を現場で追跡調査し、当該

配管に接続される機器等を確認することにより当該ファンネルに導かれる

排水が非放射性であることを確認し、その調査結果を点検表に記録する。 

③ 現場での追跡調査を実施する際に、ファンネル番号ならびに流入配管の配

管番号等を点検表に記録する。 

④ 現場で記録したファンネル番号ならびに流入配管の配管番号等が、配管計

装線図上の記載と相違ないことを確認し、その確認結果を点検表に記録す

る。 
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②が確認された時点で当該ファンネルへの放射性物質の流入は無いものと判断

し、誤接続の有無の判断にあたっては、③、④の調査とあわせて確認した。 

なお、類似系統の誤接続の調査にあたっては、上記「ＳＤ」の記載を類似系統

に読み替えた。 

 

６．調査体制 

本調査は、各発電所の運転管理部および保全部が現場調査、書類調査および調

査結果の取り纏めを実施し、品質安全部が調査の品質の管理を行った。 

 

７．調査結果 

７－１．誤接続が確認された箇所数 

「４．調査内容および調査対象」に示す調査範囲について調査を行った結果、

各発電所における誤接続が確認された箇所数は以下のとおりであった。 

（添付資料－３，４） 

（１）ＳＤ系の誤接続の調査 

・福島第一原子力発電所  ：  全７２３箇所中、 ５箇所 

・福島第二原子力発電所  ： 全１３６４箇所中、２１箇所 

・柏崎刈羽原子力発電所  ：  全８５６箇所中、 ４箇所 

（２）類似系統の誤接続の調査 

・福島第一原子力発電所  ：  全２５６箇所中、 ０箇所 

・福島第二原子力発電所  ：   全３１箇所中、 ０箇所 

・柏崎刈羽原子力発電所  ：    全５箇所中、 ０箇所 

（３）更なる水平展開調査 

・福島第一原子力発電所  ：  全４２８箇所中、 ０箇所 

・福島第二原子力発電所  ： 全１６４０箇所中、 ０箇所 

・柏崎刈羽原子力発電所  ： 全３４２４箇所中、 ０箇所 

＜注＞福島第二原子力発電所において、ＳＤ系の誤接続の調査対象箇所が多い理由は、福島

第二原子力発電所１号機の設計以降、海水熱交換器のチューブリークによる放射性物

質漏出のリスクを低減する観点から、海水熱交換器建屋ならびに補機冷却系統の中間

ループ※1が新たに採用されたため、これらのドレン、ベント等の配管の増加に伴い、

ＳＤファンネルが増加しているため。 

   また、福島第二原子力発電所および柏崎刈羽原子力発電所において、更なる水平展開

調査対象箇所が多い理由は、合理的な放射線管理の観点から非管理区域の設定を拡大

するような建屋設計が採用されるようになり、福島第一原子力発電所において管理区

域内に設置していたＳＤファンネルや類似系統のファンネルの一部が、非管理区域に
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設置されているため。なお、柏崎刈羽原子力発電所は、福島第二原子力発電所に比べ、

プラント数が多いため、調査対象箇所が多くなる。 

※1：「中間ループ」とは、非常用機器の冷却方式を海水で直接的に冷却する方式か

ら間接的に冷却する等のために採用した補機冷却系統 

 

７－２．放出された放射能評価 

誤接続が確認された全３０箇所について、過去に当該ファンネルへ排水した可

能性の有無を調査するとともに、その際に海洋へ放出されたトリチウムの放出量

を評価した結果、以下に示す２箇所について、計画外に放水口より海洋へトリチ

ウムを含む水が放出されたと判断されたが、いずれも、保安規定に定める年間の

放出管理基準値と比較し、十分に低い値であった。 

なお、その他の２８箇所については、排水実績がない（１３箇所）、もしくは放

出されたとしてもトリチウム濃度が検出限界値未満（１５箇所）であると評価さ

れた。 

（添付資料－４） 

（１）福島第二原子力発電所１号機 タービン建屋 再生水補給水系ドレン配管

における接続 

第 15 回および第 17 回定期検査で実施した給水加熱器の取替工事に伴い、

再生水補給水系の配管を切断した際、系統水をドレン配管からＳＤファンネ

ルに計２回排水していたが、その際のトリチウム放出量は、最大で約 3.6×108

ベクレルと計算され、保安規定に定める年間の放出管理基準値（1.4×1013ベク

レル）の約 38,000 分の 1 であり、年間の平均放出量※2（7.6×1011ベクレル）

に加算した場合でも、年間放出量に影響しない程度のものであった。 

（２）福島第二原子力発電所１号機 タービン建屋 復水浄化系復水ろ過設備 

補給水ドレン配管における接続 

第 20 回定期検査で実施した復水浄化系復水ろ過設備の点検の際、系統水を

ドレン配管からＳＤファンネルに排水していたが、その際のトリチウム放出

量は、最大で約 1.1×107ベクレルと計算され、保安規定に定める年間の放出管

理基準値（1.4×1013ベクレル）の約 1,300,000 分の 1 であり、年間の平均放出

量※2（7.6×1011ベクレル）に加算した場合でも、年間放出量に影響しない程

度のものであった。 

※2：「年間の平均放出量」とは、福島第二原子力発電所の４基が営業運転開始した（昭和

62 年）翌年度以降の年間のトリチウム放出量の平均値 
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８．原因調査 

８－１．原因調査結果 

誤接続が発生した原因について、要因分析表に基づき、以下のとおり調査を行

った。 

（添付資料－５，６） 

（１）トリチウムの放出管理について 

昭和 51 年に「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に対する評価指針」

が国（原子力委員会）により制定される以前は、平常運転時の原子炉施設周辺

の線量評価に関する統一的な手法がなかった。 

放射性気体廃棄物の放出に際しては線量評価を行い、年間 0.5 レム（5 ミリシ

ーベルト）を十分下回っていることを確認する一方、放射性液体廃棄物の放出

に際しては線量評価を行っておらず、放出前に放射能濃度を測定し、復水器冷

却水路中における濃度が、「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する

法律」に定められた水中許容濃度以下になることを確認した上で、復水器冷却

水でまぜて放出することのみを定めていた。 

これは、放射能レベルが高い液体廃棄物は、再使用され、放射能レベルが極

低い液体廃棄物のみが環境に放出されることを前提としていたためである。 

なお、昭和 50 年頃までは、放射性液体廃棄物の放出に際して、ガンマ線の放

射能濃度は測定していたが、トリチウムについては測定していなかった。 

その後、「発電用軽水型原子炉施設における放出放射性物質の測定に関する指

針」が国（原子力委員会）により策定される見込みとなったことを受け、昭和

50 年頃から放射性液体廃棄物の放出に際して、トリチウム濃度を自主的に測定

するようになった。また、昭和 51 年に「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目

標値に対する評価指針」が国（原子力委員会）により制定された以降の設置（変

更）許可申請では、平常運転時の原子炉施設周辺の線量評価に関して、現在と

同様の手法で放射性液体廃棄物としてのトリチウムについても評価に含めるよ

うになった。 

さらに、昭和 62 年に資源エネルギー庁より「実用発電用原子炉施設保安規定

の策定指針及び解説」が発出されたことに伴い、トリチウムについても年間の

放出管理基準値を保安規定に定めて放出量（総量）管理を実施することとなっ

た。 

なお、非放射性液体廃棄物であるＳＤ系に関しては、昭和 56 年の敦賀発電所

における一般排水への放射能流出事故に鑑み、確認することが容易で、強いエ

ネルギーを放出し、被ばく評価上寄与の大きなガンマ線核種について、放出の

都度、自主的に測定することとしている。 

以上から、国（原子力委員会）により放射性物質の測定指針や評価指針が策



 

6

定される前は、トリチウムの放出管理に対する認識はなく、さらにそれらの指

針が策定されて以降も、プラントの運転管理に大きく関与する指針ではなかっ

たことから、同様に認識はなかったものと推定される。 

さらにトリチウムについても放出管理基準値を保安規定に定めて放出量（総

量）管理するようになった以降も、それまでトリチウムが管理されない時代が

長期にわたったこと、トリチウムは分離等の処理により除去できないため、処

理を行わずに毎年ほぼ一定量を排出しているものであること、それ以前の測定

実績から放出量が放出管理基準値を超えることはないと考えられていたことか

らトリチウムの放出管理に対する認識は低かったものと思われる。 

したがって、この認識の低さにより、設計時や施工時において接続先のファ

ンネルを誤った可能性がある。 

（２）廃液収集区分の考え方について 

廃液を放射性と非放射性に区分して収集し、処理するとの基本的な考え方は、

福島第一原子力発電所の設計当時から考慮されていたものと推定されるが、福

島第二原子力発電所の基本設計が行われていた当時には、各系統からの廃液を、

その性状に応じて適切な液体廃棄物処理系に排水する（廃液収集区分）との考

え方が整理された。 

この考え方は、例えば、福島第二原子力発電所 3,4 号機の建設当時から、「放

射性の系統と非放射性の系統の境界近傍より廃液を排出する場合には、境界弁

の開閉操作や不具合を考慮し、当該排出位置が非放射性の系統に属する場合で

あっても放射性液体廃棄物処理系のファンネルに廃液を導く」、柏崎刈羽原子力

発電所 2,5 号機の建設当時から、「計測対象が放射性流体の場合には、計器から

の排水を放射性液体廃棄物として処理する」というように、適宜見直され、か

つ文書化されてきた。 

以上のように廃液収集区分が明確化されてきているものの、トリチウムの放

出管理に対する認識が低かった当時は、廃液収集区分を見直す必要があるとの

考えに至らなかったため、当時の廃液収集区分に基づいた設計時や施工時にお

いて接続先のファンネルを誤った可能性がある。 

（３）補給水系の設計について 

発電所の円滑な運転および保守を行うために、各建屋内および付帯設備等に

設置される機器、配管および弁類等に必要な容量および圧力を有する水を供給

する系統として補給水系を設置しており、福島第一原子力発電所の設計では、

放射性核種を含まない補給水系として純水補給水系（ＭＵＷＰ）と、低いレベ

ルであるが放射性核種が含まれる補給水系として復水補給水系（ＭＵＷＣ）の

２系統が設けられた。 

その後、福島第二原子力発電所の設計からは、ＭＵＷＰの使用量低減等の観
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点から、低いレベルであるが放射性核種が含まれる補給水系として、さらに燃

料プール補給水系（ＦＰＭＵＷ）、再生水補給水系（ＭＵＷＴ）が採用された。 

なお、設計合理化の観点から、柏崎刈羽原子力発電所 3,4 号機以降、ＭＵＷ

Ｔが、柏崎刈羽 6,7 号機以降、ＦＰＭＵＷが廃止されている。 

放射性核種が含まれるＦＰＭＵＷやＭＵＷＴには、トリチウムが含まれてい

るが、これらの系統が新たに採用された場合、トリチウムの放出管理に対する

認識不足と相まって、設計時において接続先のファンネルを誤った可能性があ

る。 

（４）ドレン、ベント配管等の施工について 

配管の施工は、プラントメーカ等が機器・配管の配置等の設計検討を行い、

その検討結果を基に施工図書（配管施工図等）を作成し、その図書に基づき工

事施工会社が配管を敷設することとなっている。 

各系統から液体廃棄物を排水するドレン、ベント配管等についても、基本的

には、この手順に従い設計されているが、機器の性能や系統の機能といった運

転に直接関係する主要な配管ではないため、機器や主要な配管の配置が、詳細

設計で確定した後に行われている。その際に決定されたファンネルの配置情報

を建屋設計に反映することとなる。 

しかしながら、ドレン、ベント配管等は、主要な配管やファンネルの実際の

設置状況を踏まえて施工図書を見直し、施工する場合もある。 

福島第二原子力発電所の建設当時は、ドレン、ベント配管等の詳細設計に先

立ち、建屋が着工されたことから、建屋設計に接続先のファンネルの配置情報

を正確に反映することができず、その結果、現場におけるファンネルの設置状

況を確認しながら、ドレン、ベント配管等の接続先のファンネルを決定し、施

工されたものが多数あった。 

なお、柏崎刈羽原子力発電所 2,5 号機以降は、機器配置の標準化や機器配管

のユニット化が進められたため、建屋の着工時には、設計に基づきドレン、ベ

ント配管等の設置位置が決定され、詳細設計が確定しており、これに基づき施

工図書が作成され、施工がなされるようになってきたことから、現場における

ファンネルの設置状況を確認しながら、ドレン、ベント配管等の接続先のファ

ンネルを決定し、施工されたものは減少しているものと推定される。 

以上から、現場において、多数のドレン、ベント配管等の接続先のファンネ

ルを決定する際に、トリチウムの放出管理に対する認識不足と相まって、接続

先のファンネルを誤った可能性がある。 

（５）当社における品質管理について 

設計に係る当社の品質管理としては、平成 15 年に当社において設計管理基本

マニュアルが制定され、設計に係る品質管理が強化される以前の福島第一原子
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力発電所、福島第二原子力発電所および柏崎刈羽原子力発電所の建設当時は、

プラントメーカによる基本設計を設備図書として当社が受領し承認するよう進

められていた。 

なお、設計管理基本マニュアルの制定により、取り扱う流体の種類、放射能

濃度等に応じてシステムの構成を検討することが定められ、それまでの建設経

験の中で整備された廃液管理に関する当社からの要求事項が明確になり、プラ

ントメーカにおける設計基準と合わせて、設計管理に係る品質管理が強化され

た。 

また、施工に係る当社の品質管理としては、平成 15 年に当社において工事監

理マニュアルが制定され、施工に係る品質管理が強化される以前の福島第一原

子力発電所、福島第二原子力発電所、および柏崎刈羽原子力発電所 1 号機の建

設当時は、溶接検査対象配管、工事計画認可対象配管、消防等諸官庁に届出等

が必要となる配管について工事施工会社の品質保証担当により施工状況の確認

が行われていたのみであり、ドレン、ベント配管等の施工状況については、そ

の据付状態について当社および工事施工会社により確認が行われていたが、そ

の接続先のファンネルについては、確認（現場確認や記録確認）が行われてい

なかった。 

さらに柏崎刈羽原子力発電所 2,5 号機の建設当時は、品質向上の観点から、

工事施工会社により、工事計画、配管計装線図、施工図書の照合確認が実施さ

れるとともに、ドレン、ベント配管等のファンネルへの接続状況も含めて、基

本設計（配管計装線図）と現場の施工状況との整合性が確認されるようになっ

たが、当社による確認（現場確認や記録確認）は行われていなかった。 

なお、工事監理マニュアルの制定により、工事が当社からの要求事項通りに

的確に実施されていることを確認することが定められ、当社においても施工管

理に係る品質管理が強化された。 

以上から、当社において設計管理基本マニュアルおよび工事監理マニュアル

が制定される以前は、設計段階において、当社は、系統からの排水に関する要

求事項を明確にしておらず、ファンネルに接続される配管の排水先が設計上正

しく、さらに設計通りに施工されていることを当社が確認していなかったため、

設計時や施工時において接続先のファンネルを誤った可能性がある。 

（６）トリチウムに関する教育について 

当社において、これまで放射線管理に関する教育はなされていたが、その中

で、トリチウムの性質や管理の状況に着目した教育がなかった。 

したがって、トリチウムの放出管理の重要性についての意識醸成が、当社、

プラントメーカならびに工事施工会社において根付かなかったため、トリチウ

ムの放出管理に対する認識不足となり、設計時や施工時において接続先のファ

ンネルを誤った可能性がある。 
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８－２ 調査結果の整理 

確認された誤接続を、その要因によって分類した結果、「設計段階において発生

したもの」および「施工段階において発生したもの」に整理することができる。 

（添付資料－４，７） 

（１）設計段階において発生したもの 

①計装配管のドレン配管の接続先が不明確 

放射性流体を内包する系統の計器のドレン配管における誤接続が６箇所確

認された。 

これらは、基本設計（廃液収集区分）の考え方に基づき詳細設計をすべき

であったが、計測対象の放射性流体と同様に計器の排水を放射性液体廃棄物

として処理するとの考え方が明確ではなかったこと、放射性流体の計測用に

設置された計装配管は純水で満たされていることから、誤ってＳＤファンネ

ルに接続してもよいと判断したものと推定される。 

■昭和 62 年以前（プラント建設時） 
福島第一 1 号機低圧タービン入口圧力検出器ドレン配管 
福島第一 3 号機タービングランドシール蒸気系ヘッダー圧力計装ラックドレン配管 
福島第一 5 号機タービングランドシール蒸気系ヘッダー圧力計装ラックドレン配管 
福島第二 1 号機復水浄化系ろ過器圧力指示計ドレン配管 
柏崎刈羽 1 号機原子炉隔離時冷却系蒸気管差圧検出配管ドレン配管 
柏崎刈羽 1 号機燃料プール浄化系スキマーサージタンク水位計装配管ドレン配管 

②トリチウムの放出管理に係る認識不足 

ファンネルに接続される配管の詳細設計および施工にあたり、ファンネル

の実際の設置状況を踏まえて、現地において計画され、実施された際に誤接

続となったものが１５箇所確認された。 

これらは、基本設計（廃液収集区分）の考え方に基づき詳細設計をすべき

であったが、排水される系統水は、ＦＰＭＵＷ、ＭＵＷＴ、ＭＵＷＣ等であ

り、基本的にトリチウム以外の放射性核種がほとんど含まれないこと、近傍

に放射性液体廃棄物処理系のファンネルが設置されていなかったこと等によ

り、トリチウムの放出管理に対する認識が低かったことと相まって、ＳＤフ

ァンネルに接続してもよいと判断したものと推定される。 

■昭和 62 年以前（プラント建設時） 
福島第二 1号機再生水補給水ドレン配管 

福島第二 3 号機復水ろ過装置流量及び圧力検出器ドレン配管 
福島第二 4 号機非常用ディーゼル発電設備冷却系サージタンク(A)廻りドレン配管 
福島第二 4 号機残留熱除去冷却系調圧タンク（A）非常用補給水配管ベント配管 
福島第二 4 号機残留熱除去冷却系調圧タンク（B）非常用補給水配管ベント配管 
福島第二 1,2 号機廃棄物処理建屋再生水補給水系ドレン配管① 
福島第二 1,2 号機廃棄物処理建屋再生水補給水系ドレン配管② 
福島第二 1,2 号機廃棄物処理建屋再生水補給水系ドレン配管③ 
福島第二 1,2 号機廃棄物処理建屋再生水補給水系ドレン配管④ 
福島第二 1 号機トレンチ内再生水補給水系ドレン配管 
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福島第二１号機トレンチ内復水補給水系ドレン配管 
柏崎刈羽 1 号機格納容器酸素分析計ドレン配管 

 
■昭和 62 年～平成 15 年（改造工事時） 

福島第一 5 号機復水補給水系-消火系連絡配管におけるドレン・ベント配管 
福島第二 3 号機復水補給水系 RPV/PCV 注水流量検出器ドレン配管 
柏崎刈羽 5 号機再生水補給水系ドレン配管 

さらに、建設当時の基本設計（廃液収集区分）の考え方に基づけば、適切

に接続されていたが、その後、廃液収集区分が見直され、現在の廃液収集区

分に基づくと誤接続と扱われるものが７箇所確認された。 

これらは、建設当時の廃液収集区分に基づきＳＤファンネルに接続されて

いたものであるものの、福島第二原子力発電所 3,4 号機の建設以降は、廃液収

集区分が見直され、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに廃液を導くこと

となった、放射性の系統と非放射性の系統の境界近傍より廃液を排出する配

管であるが、排水される可能性のある系統水が、ＦＰＭＵＷ、ＭＵＷＣ等で

あること、トリチウムの放出管理に対する認識が低かったことから、廃液収

集区分を見直す必要があるとの考えに至らなかったため、ＳＤファンネルに

接続したものと推定される。 

■昭和 62 年以前（プラント建設時） 
福島第一 3 号機残留熱除去系-残留熱除去海水系連絡配管ドレン配管 
福島第二 1 号機残留熱除去冷却系調圧タンク(A)廻りドレン配管 
福島第二 1 号機残留熱除去冷却系調圧タンク(B)廻りドレン配管 
福島第二 1号機復水浄化系復水ろ過設備補給水ドレン配管 
福島第二 2 号機残留熱除去冷却系調圧タンク(A)廻りドレン配管 
福島第二 2 号機残留熱除去冷却系調圧タンク(B)廻りドレン配管 
福島第二 2 号機高圧炉心スプレイ補機冷却系サージタンク廻りドレン配管 

（２）施工段階において発生したもの 

③作業員の確認誤り 

施工段階において作業員の確認誤りにより誤接続となったものが２箇所確

認された。 

これらのうち、福島第二原子力発電所 1 号機における原子炉建屋燃料プー

ル補給水ポンプ出口流量検出器ドレン配管は、詳細設計において放射性液体

廃棄物処理系のファンネルに接続されることになっていたが、本来接続すべ

きファンネルの手前にＳＤファンネルがあったことから、誤ってこのファン

ネルに接続されたものと推定される。 

また、福島第二原子力発電所 4 号機における放射性ドレン移送系Ｒ/Ｂ付属

棟低電導度廃液サンプＡ出口流量検出器ドレン配管は、本来接続しようとし

ていた放射性液体廃棄物処理系ファンネル（WL-0253）と、番号が酷似した

ＳＤファンネル（WS-0253）とが隣接しており、ファンネル番号の確認誤り

によりＳＤファンネルに接続したものと推定される。 
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■昭和 62 年以前（プラント建設時） 
福島第二 1号機燃料プール補給水ポンプ出口流量検出器ドレン配管 

福島第二 4 号機放射性ドレン移送系 R/B 付属棟低電導度廃液サンプ A 出口流量検出器ドレン配管 

以上の調査結果をまとめると、下表の通り。 

 

表－１  誤接続の発生段階と発生時期 

分類 昭和 62 年以前 
昭和 62 年～ 
平成 15 年 

平成 15 年以降

①計装配管のドレン
配管の接続先の考え
方が明確に文書化さ
れていなかったため、
設計段階で発生した
もの 

6 箇所 
 

福島第一：3 箇所
福島第二：1 箇所
柏崎刈羽：2 箇所

なし なし 

設
計
段
階 

28 箇所 
②新設計（FPMUW、
MUWT）の採用や教
育不足によるトリチ
ウムに対する認識不
足により発生したも
の 

19 箇所 
 

福島第一：1 箇所
福島第二：17 箇所
柏崎刈羽： 1 箇所

3 箇所 
 

福島第一：1 箇所 
福島第二：1 箇所 
柏崎刈羽：1 箇所 

なし 

施
工
段
階

2 箇所 
③作業員の確認誤り
により発生したもの 

2 箇所 
 

福島第二：2 箇所
なし なし 

計 27 箇所 3 箇所 なし 

 

 

９．推定原因 

（１）基本設計の考え方が徹底されなかったことについて 

基本設計（廃液収集区分）の考え方が文書等により明確化されていなかっ

たため、詳細設計の際に、計測対象の放射性流体と同様に、計器の排水を放

射性液体廃棄物として処理するとの考え方が徹底されず、施工図書に反映さ

れなかったことが原因と推定される。 

なお、柏崎刈羽原子力発電所 2,5 号機の設計以降は、放射性流体の計測用に

設置された計装配管のドレン、ベント配管の接続先は、「計測対象の流体と同

様に放射性廃棄物として処理する」という考え方が、プラントメーカにおい

て明確に文書化されたことにより、現時点においては同様の事象は発生しな

いものと考えられる。 

（２）トリチウムの放出管理に係る認識不足について 

昭和 62 年以前に誤接続となった箇所は、昭和 51 年以前のプラントの建設

当時は、国（原子力委員会）により放射性物質の測定指針や評価指針が策定
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される前であるため、トリチウムの放出管理に対する認識がなく、また、昭

和 51 年以降、それらの指針が策定されて以降も、プラントの運転管理に大き

く関与する指針ではなかったことから、トリチウムの放出管理に対する認識

がなく、現場のファンネル設置状況を踏まえてファンネル接続先を決定する

際に、当社ならびに工事施工会社がＳＤファンネルへ接続を行うよう誤って

判断したことが原因と推定される。 

また、昭和 62 年に資源エネルギー庁より「実用発電用原子炉施設保安規定

の策定指針及び解説」が発出されて以降、ガンマ線核種に加えてトリチウム

についても放出管理基準値を保安規定に定めて放出量（総量）管理して放出

するようになり、それまでガンマ線の放出管理を行ってきた放射性液体廃棄

物処理系に対して、トリチウムの放出管理に関する運用が開始されることと

なったが、それまでトリチウムが管理されない時代が長期にわたったこと、

トリチウムの性質や管理の状況に着目した教育がなかったこと、そのためト

リチウムの放出管理に対する認識が低かったこと等から、トリチウムの放出

管理の重要性についての意識醸成が、当社、プラントメーカならびに工事施

工会社において根付かなかった。そのため、平成 11 年から 13 年に実施され

た改造工事等においても、同様の誤接続が発生したものと推定される。 

なお、トリチウムの放出管理に対する認識不足により発生した誤接続が、

福島第二原子力発電所で多い原因は、燃料プール補給水系（ＦＰＭＵＷ）、再

生水補給水系（ＭＵＷＴ）といった新たな系統が採用され、さらにそれらの

系統のドレン、ベント配管の接続先を現場におけるファンネルの設置状況を

確認しながら施工図書を作成し、施工されたためと推定される。 

（３）施工状況の確認不足について 

プラントの建設当時、ドレン、ベント配管の据付状態は配管施工図に基づ

き適切に確認していたが、接続先のファンネルについては、当社や工事施工

会社による確認（現場確認や記録確認）が行われていなかった。 

作業員により誤って接続された箇所は、当社や施工会社による施工状況の

確認のうち、ドレン配管の据付状態は確認したものと推定されるが、接続先

のファンネルの確認が確実に行われていなかったため、トリチウムの放出管

理に対する認識不足と相まって、本来接続すべき放射性液体廃棄物処理系フ

ァンネルではなく近傍のＳＤファンネルに接続されたことに気付かず、現在

に至ったと推定される。 

なお、平成 15 年に当社において工事監理マニュアルが制定され、施工に係

る品質管理が強化されて以降、工事計画、配管計装線図、施工図書の照査な

らびに系統構成確認により基本設計（配管計装線図）と現場の施工状況との

整合性を確認していることから、現時点においては同様の事象は発生しない

ものと考えられる。 
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（４）品質管理システムの整備不十分について 

プラントの建設当時、プラント運転に係る主要な系統、設備、機器の基本

設計と詳細設計や施工図書との照査、基本設計と現場の施工状況との照査に

ついては、これまでの建設経験やプラントメーカ等で作成する品質保証計画

書等に基づき当社及びプラントメーカ等において確実に実施されていた一方

で、設計管理、工事監理に係るルールが明確ではなかった等、当社の品質管

理システムの整備が十分ではなかった。 

そのため、ドレン、ベント配管等のようなプラントの運転に直接関わらな

い系統、設備、機器の基本設計と詳細設計や施工図書との照査、基本設計と

現場の施工状況との照査を当社が適切に実施するとの観点が不足していたと

推定される。 

なお、平成 15 年に工事監理マニュアルの他、設計管理基本マニュアルが制

定され、設計に係る品質管理が強化されて以降、取り扱う流体の種類、放射

能濃度等に応じてシステムの構成を検討することが定められ、廃液管理に関

する当社からの要求事項も明確になったことから、プラントメーカにおける

設計基準と合わせて、現時点においては同様の事象は発生しないものと考え

られる。 

 

１０．配管の誤接続がこれまで発見できなかった理由 

配管の接続については、基本的に建設時や試運転の段階で通水試験や各種パラ

メータの測定などを通じて問題がないことを確認している。また、万一、この段

階での確認が不十分だった場合があったとしても、一般設備であれば供用期間の

段階で、設計で想定していないパラメータの変化などの不適合が発生するので、

正規の接続に是正される。 

しかしながら、今回の誤接続については、ドレン、ベント配管からファンネル

までの確認が、当該設備の設置以降これまでの間、以下の理由により積極的に行

われなかったものと考えている。 

・発電所の運転部門および保全部門は、運転実績を有する現場の状態を基準に

劣化の観点で管理を行っており、ドレン、ベントを処理する現場のファンネ

ルの接続が誤っているという視線で業務を行っていない。（通常業務の中では、

発見することが困難な不適合である。） 

・放射性液体廃棄物処理系で処理すべき流体が大量にＳＤファンネルに流入し

たり、ＳＤ系の放出時に、原因がわからずにガンマ線核種が検出されたりす

るような事象が発生しなかったことから、ＳＤ系の配管の接続が誤っていた

ことを発見することがなかった。 

・過去に実施した発電設備の点検調査では、その目的と調査範囲を明確にして

実施（例えば、中越沖地震後の点検調査は、地震を受けた設備の健全性を確

認するために実施しており配管の誤接続は対象外であった。）しており、今回
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のＳＤファンネルの配管誤接続は、調査の中で誤接続に関する情報は得られ

なかったため、調査対象外であった。 

 

１１．対策 

（１）設備に対する対策 

今回、誤接続と判断されたドレン、ベント配管等の接続先については、使用

することができないように措置を講ずるとともに、今後、当該配管を改造し、

放射性液体廃棄物処理系のファンネルへ接続先を変更する、または、今後使用

する可能性がない当該配管については、当該配管を閉止する。 

（２）トリチウムに対する意識向上に係る対策 

トリチウムの放出管理の重要性に係る注意喚起及び意識醸成に係る管理が十

分でなかったこと、また、当社の品質管理システムについても、トリチウムの

放出管理の重要性に対する意識の醸成により一層の効果を発揮することから、

放射線業務従事者に対する教育項目にトリチウムの性質、管理の状況と経緯、

廃液収集区分に基づく「ＳＤ系に排水してはいけない系統水」に係る教育を追

加し、継続的かつ反復的に実施する。 

 

なお、設計および施工に係る品質管理については、当社における設計管理基

本マニュアルおよび工事監理マニュアルに従った運用を確実に継続することと

する。 

 

１２．今回の調査で確認された誤接続箇所以外で改造する箇所 

誤接続ではないものの、今回の調査の期間において確認された以下の箇所につ

いて今後改造を行うこととする。 

（添付資料－８，９） 

（１）福島第二原子力発電所 1～4 号機において、ＨＳＤ（シャワードレン系）収

集槽から放水口へ放出するラインのドレン、ベント配管、ならびに当該ライ

ンの流量検出器ドレン配管がＳＤファンネルに接続されている箇所が確認

された。 

このように接続されているため、放出されるガンマ線核種とトリチウムの放

射能量が確認されているＨＳＤ収集槽からの放水が、ＳＤ受タンクに回り込

んで放出されることになるが、放射性液体廃棄物の放射能を測定せずに放出

している状態ではないこと、さらにＨＳＤは極低濃度の放射性液体廃棄物を

処理する系統であり、かつ、ガンマ線核種が検出されないことを確認した上

で放出しているため、当該配管を通じてＳＤ受タンクに放射性物質が混入す
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る可能性はほとんどないことから、誤接続ではないと判断したものである。 

（２）福島第二原子力発電所 3 号機において、ＳＤ受タンクから放水口へ放出する

ラインのドレン配管を、放射性液体廃棄物処理系のファンネルへ接続すべき

ところ、誤ってＳＤファンネルに接続されている箇所が確認された。 

このように接続されているため、放出された非放射性液体廃棄物であるＳＤ

が、再度、ＳＤ受タンクに回り込むことになることから、誤接続ではないと

判断したものである。 

（３）福島第二原子力発電所 3 号機において、廃棄物処理補機冷却系のサージタン

クのオーバーフロー配管を介してトリチウムを含む空気が逆流し、当該タン

ク内で結露したことで、廃棄物処理補機冷却系の系統水にトリチウムが混入

し、その系統水のドレン配管の接続先がＳＷＳＤ貯水槽であったことから、

当該貯水槽においてトリチウムが検出された。トリチウム放出量は、最大で

年間あたり約 2.3×107ベクレルと計算され、保安規定に定める年間の放出管理

基準値（1.4×1013ベクレル）の約 600,000 分の 1 であり、年間の平均放出量（7.6

×1011ベクレル）に加算した場合でも、年間放出量に影響しない程度のもの

であった。 

さらに、当社における全ての原子力発電所において類似箇所を調査した結果、

福島第二原子力発電所 3,4 号機の廃棄物処理建屋にある加熱蒸気戻り系のタ

ンクに類似構造が確認された。 

これらは、非放射性の系統のオーバーフロー配管が、適切に放射性液体廃棄

物処理系のサンプに接続されていたものであることから、誤接続ではないと

判断したものである。 

 

１３．添付資料 

（１）調査対象系統一覧表 

（２）放射性液体廃棄物処理系 系統概略図 

（３）調査結果一覧表 

（４）放射性廃棄物処理配管における接続調査結果 

（５）要因分析表 

（６）時代的背景を踏まえた整理 

（７）調査結果整理一覧表 

（８）福島第二原子力発電所におけるその他調査結果（その１） 

（９）福島第二原子力発電所におけるその他調査結果（その２） 
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る
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
対

し
、

放
射

性
廃

棄
物

を
処

理
す

る
配

管
と

の
誤

接
続

の
有

無
に

つ
い

て
調

査
を

行
う

。

「
分

析
の

有
無

」
の

欄
　

凡
例

②
：
類

似
系

統
の

誤
接

続
の

調
査

管
理

区
域

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
Ｓ

Ｄ
以

外
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

対
し

、
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
量

の
評

価
が

な
さ

れ
ず

に
ト

リ
チ

ウ
ム

を
含

む
水

が
放

出
さ

れ
る

よ
う

な
誤

接
続

の
有

無
に

つ
い

て
調

査
を

行
う

。

「
設

備
設

置
号

機
」
の

欄
　

凡
例

　
●

：
当

該
設

備
あ

り
（
調

査
対

象
外

）

　
－

：
当

該
設

備
な

し

③
：
更

な
る

水
平

展
開

調
査

非
管

理
区

域
に

設
置

さ
れ

て
お

り
、

ト
リ

チ
ウ

ム
混

入
の

可
能

性
は

な
い

が
、

今
回

の
不

適
合

事
象

に
鑑

み
て

、
念

の
た

め
誤

接
続

の
有

無
に

つ
い

て
調

査
を

行
う

。

　
　

　
○

：
α

線
、

β
線

（
ト

リ
チ

ウ
ム

含
む

）
、

γ
線

測
定

　
　

　
△

：
γ

線
測

定

　
　

　
×

：
測

定
な

し

　
　

　
－

：
下

流
側

系
統

で
分

析
有

り

系
統

名
称

放
出

ラ
イ

ン
の

有
無

設
備

設
置

号
機

分
析

の
有

無
設

置
場

所
放

出
実

績
の

有
無

調
査

対
象

添付資料－１－２
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調
査

対
象

系
統

一
覧

表

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

1
2

3
4

5
6

7

Ｈ
Ｃ

Ｗ
（
高

電
導

度
廃

液
系

）
管

理
区

域
有

有
○

対
象

外
●

●
●

●
●

●
●

Ｌ
Ｃ

Ｗ
（
低

電
導

度
廃

液
系

）
管

理
区

域
無

無
－

対
象

外
●

●
●

●
●

●
●

Ｈ
Ｓ

Ｄ
（
シ

ャ
ワ

ー
ド

レ
ン

系
）

管
理

区
域

有
有

○
対

象
外

●
-

●
-

●
●

-

Ｎ
Ｓ

Ｄ
（
非

放
射

性
ス

ト
ー

ム
ド

レ
ン

系
）

非
管

理
区

域
有

有
×

／
△

※
１

対
象

③
③

③
③

③
③

※
１

③
※

１
※

１
　

放
水

前
に

N
Ｓ

Ｄ
収

集
タ

ン
ク

へ
貯

め
、

分
析

後
排

水
を

行
う

Ｓ
Ｄ

（
ス

ト
ー

ム
ド

レ
ン

系
）

管
理

区
域

有
有

△
／

○
※

２
対

象
①

①
●

※
２

●
※

２
①

●
※

２
●

※
２

※
２

　
H

S
D

に
移

送
し

処
理

Ｓ
Ｄ

（
ス

ト
ー

ム
ド

レ
ン

系
）

非
管

理
区

域
有

有
△

対
象

③
③

●
※

２
●

※
２

③
●

※
２

●
※

２
※

２
　

H
S
D

に
移

送
し

処
理

Ｏ
Ｄ

（
オ

イ
ル

ド
レ

ン
系

）
管

理
区

域
有

無
○

対
象

外
●

-
-

-
-

-
-

Ｎ
Ｏ

Ｄ
（
非

放
射

性
オ

イ
ル

ド
レ

ン
系

）
非

管
理

区
域

無
無

－
対

象
外

※
３

●
※

３
-

-
-

-
-

-

Ｏ
Ｄ

系
へ

移
送

し
処

理
※

３
　

調
査

計
画

書
で

は
「
調

査
対

象
、

③
」

と
記

載
し

た
が

、
Ｏ

Ｄ
系

へ
移

送
し

処
理

・
分

析
し

て
い

る
た

め
訂

正

Ｌ
Ｄ

（
洗

濯
廃

液
系

）
管

理
区

域
有

有
○

対
象

外
●

-
-

-
●

-
-

Ｓ
Ｗ

Ｓ
Ｄ

（
海

水
ス

ト
ー

ム
ド

レ
ン

系
）

管
理

区
域

有
有

△
対

象
②

②
②

－
※

４
－

※
４

－
※

４
②

※
４

　
調

査
計

画
書

で
は

「
調

査
対

象
、

②
」

と
記

載
し

た
が

、
調

査
の

結
果

フ
ァ

ン
ネ

ル
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

「
－

」
と

し
た

Ｓ
Ｗ

Ｓ
Ｄ

（
海

水
ス

ト
ー

ム
ド

レ
ン

系
）

非
管

理
区

域
有

有
×

対
象

③
③

③
③

③
③

③

Ｄ
Ｄ

（
除

染
廃

液
系

）
管

理
区

域
無

無
－

対
象

外
●

-
-

-
-

-
-

Ｈ
Ｃ

Ｗ
系

へ
移

送
し

処
理

Ｃ
Ｈ

Ｄ
（
化

学
廃

液
系

）
管

理
区

域
無

無
－

対
象

外
●

-
-

-
-

-
-

Ｈ
Ｃ

Ｗ
系

へ
移

送
し

処
理

備
考

系
統

名
称

放
出

ラ
イ

ン
の

有
無

設
備

設
置

号
機

分
析

の
有

無
設

置
場

所
放

出
実

績
の

有
無

調
査

対
象

（
２

）
：
類

似
系

統
の

誤
接

続
の

調
査

管
理

区
域

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
Ｓ

Ｄ
以

外
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

対
し

、
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
量

の
評

価
が

な
さ

れ
ず

に
ト

リ
チ

ウ
ム

を
含

む
水

が
放

出
さ

れ
る

よ
う

な
誤

接
続

の
有

無
に

つ
い

て
調

査
を

行
う

。

（
３

）
：
更

な
る

水
平

展
開

調
査

非
管

理
区

域
に

設
置

さ
れ

て
お

り
、

ト
リ

チ
ウ

ム
混

入
の

可
能

性
は

な
い

が
、

今
回

の
不

適
合

事
象

に
鑑

み
て

、
念

の
た

め
誤

接
続

の
有

無
に

つ
い

て
調

査
を

行
う

。

　
　

　
○

：
α

線
、

β
線

（
ト

リ
チ

ウ
ム

含
む

）
、

γ
線

測
定

　
　

　
△

：
γ

線
測

定

　
　

　
×

：
測

定
な

し

　
　

　
－

：
下

流
側

系
統

で
分

析
有

り

「
設

備
設

置
号

機
」
の

欄
　

凡
例

　
●

：
当

該
設

備
あ

り
（
調

査
対

象
外

）

　
－

：
当

該
設

備
な

し

（
１

）
：
Ｓ

Ｄ
系

の
誤

接
続

調
査

管
理

区
域

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
対

し
、

放
射

性
廃

棄
物

を
処

理
す

る
配

管
と

の
誤

接
続

の
有

無
に

つ
い

て
調

査
を

行
う

。

「
分

析
の

有
無

」
の

欄
　

凡
例
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管
理
区
域

 
                                                    

Ｓ
Ｄ
サ
ン

プ
 

H
S

D
受

タ
ン
ク

H
C

W
サ
ン
プ

 
L

C
W

サ
ン

プ
 

Ｓ
Ｄ

 
サ
ン
プ
ル

タ
ン
ク

H
S

D
 

サ
ン
プ
ル

タ
ン
ク

 

H
C

W
収
集
タ

ン
ク

L
C

W
 

収
集

タ
ン

ク
 

放
水
口

 

①
 

機
器
・
配
管

 
機
器
・
配
管

 

L
C

W
H

C
W

H
S

D

S
D

S
D

H
S

D

H
S

D

H
C

W

H
C

W
L

C
W

 

L
C

W

O
D

 
サ
ン
プ

 O
D

 

O
D

 

O
D

②
 

S
D

集
中
環
境
施
設

 
（

L
C

W
系

or
H

C
W

系
）

 

油
 

分
離
槽

 

ド
ラ
ム
缶

詰
め

 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

 

集
中
環
境
施
設
竣
工
後

 
使
用
せ
ず

 

廃
液

 
サ

ン
プ

ル
タ

ン
ク

 
処
理
装
置

 

Ｌ
Ｄ

 
収
集
タ
ン

ク
 

１
号
機
の

み
 

現
在
使
用
せ
ず

 

集
中
環
境
施
設
竣
工
後

 
使
用
せ
ず

 

処
理
装
置

 

集
中
環
境
施
設
竣
工
後

 
使
用
せ
ず

 

除
染
エ
リ
ア

 

１９ 

Ｄ
Ｄ
タ
ン

ク
 

２
号
機
の

み
 

添付資料－２－１ 

使
用
せ
ず

 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 
放
射
性
液
体

廃
棄
物
処
理
系
 
系
統
概
略
図
（
１
号
機
お
よ
び
２
号
機
）
 

：
フ
ァ
ン
ネ

ル
 

：
ト
リ
チ
ウ

ム
と

ガ
ン
マ
線

を
測
定

し
放
出

 

Ｈ
Ｃ
Ｗ
 
：
高
電
導
度
廃
液
系

 
Ｌ
Ｃ
Ｗ
 
：
低
電
導
度
廃
液
系

 
Ｈ
Ｓ
Ｄ
 
：
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

 
Ｓ
Ｄ
 
 
：
ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系

 
Ｏ
Ｄ
 
 
：
オ
イ
ル
ド
レ
ン
系

 
Ｌ
Ｄ
 
 
：
洗
濯
廃
液
系

 
Ｄ
Ｄ
 
 
：
除
染
廃
液
系

 

：
ガ
ン
マ

線
を

測
定
し
放

出

：
遊
休
及
び

遊
休

扱
い

 



                                                         

２０ 

集
中
環
境
施
設
濃
縮
廃
液
器

 
の
凝
縮
水
タ
ン
ク

 

廃
棄
物
処
理
建
屋

 
凝
縮
水
受
け
タ
ン
ク

 

床
ド
レ
ン

 
サ
ン
プ
ル

タ
ン
ク

 

【
３
号
の
み
】

管
理
区
域

 

Ｓ
Ｄ
サ
ン

プ
 

H
S

D
受

タ
ン
ク

H
C

W
サ
ン
プ

 
L

C
W

サ
ン
プ

 

Ｓ
Ｄ

 
サ
ン
プ
ル

タ
ン
ク

 

H
S

D
 

サ
ン
プ
ル

タ
ン
ク

 

H
C

W
収
集
タ

ン
ク

L
C

W
 

収
集
タ
ン

ク

放
水
口

L
C

W
H

C
W

H
S

D

S
D

 

S
D

H
S

D

H
S

D

H
C

W

H
C

W
L

C
W

L
C

W

O
D

 

O
D

 

O
D

 

S
D

 

①
 

機
器
・
配
管

 
機
器
・
配
管

 

集
中
環
境
施
設

 
（

L
C

W
系

or
H

C
W

系
）

 

油
 

分
離
槽

 ド
ラ
ム
缶

詰
め

 

処
理
装
置

 

【
２
０
年
以
上
前
に
放
出
実
績
あ
り
。
現
状
は
使
用
せ
ず
】

 

②
 

Ｏ
Ｄ
サ
ン

プ
 

Ｌ
Ｄ

 
収
集
タ
ン

ク
 

３
号
機
の

み
 

集
中
環
境
施
設
竣
工
後

 
使
用
せ
ず

 

集
中
環
境
施
設
竣
工
後

 
使
用
せ
ず

 

処
理
装
置

 

Ｈ
Ｃ
Ｗ
 
：
高
電
導
度
廃
液
系

 
Ｌ
Ｃ
Ｗ
 
：
低
電
導
度
廃
液
系

 
Ｈ
Ｓ
Ｄ
 
：
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

 
Ｓ
Ｄ
 
 
：
ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系

 
Ｏ
Ｄ
 
 
：
オ
イ
ル
ド
レ
ン
系

 
Ｌ
Ｄ
 
 
：
洗
濯
廃
液
系

 
Ｄ
Ｄ
 
 
：
除
染
廃
液
系

 

処
理
装
置

 

Ｄ
Ｄ

 
タ
ン
ク

 

使
用
せ
ず

 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
 
系
統
概
略
図
（
３
号
機
お
よ
び
４
号
機
）
 

：
遊
休
及
び

遊
休

扱
い

 

：
ガ
ン
マ

線
を
測

定
し
放

出

処
理
装
置

 

廃
液

 
サ
ン

プ
ル

タ
ン

ク
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

 

除
染
エ
リ
ア
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：
フ
ァ
ン
ネ

ル
 

：
ト
リ
チ
ウ

ム
と

ガ
ン
マ
線

を
測
定

し
放
出

 



                                                          

２１ 

管
理
区
域

 
非
管
理
区
域

 

【
５
号
機

の
み
】

除
染
エ
リ
ア

 

D
D

 
タ
ン
ク

 

Ｓ
Ｄ
サ
ン

プ
 

H
C

W
サ
ン
プ

 

S
D

 
サ
ン
プ
ル

タ
ン
ク

H
C

W
収
集
タ

ン
ク

放
水
口

 

N
S

D
 

サ
ン

プ
 N

S
D

 
H

C
W

S
D

H
S

D

S
D

H
S

D

H
S

D

H
C

W

H
C

W
L

C
W

 

N
S

D
 

N
S

D
 

S
D

 
サ
ン
プ

 

 

 

 

O
D

 
サ

ン
プ

 

O
D

 

O
D

 

O
D

 

O
D

 
サ

ン
プ

 O
D

 

O
D

O
D

 

プ
ラ
ン
ト
余
剰
水
の
排
出

 

S
D

③
 

①
 

②
 

機
器
・
配
管

 
機
器
・
配
管

 

【
６

号
機

の
み
】

 

③
 

③
 機
器
・
配
管

 

S
D

 

S
D

 

S
D

 

L
C

W
サ
ン
プ

 

L
C

W
 

収
集
タ
ン

ク
 

L
C

W
 

L
C

W
 

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク

 

油
分

離
槽

 

水 分 の み

▲
 

▲
 

H
S

D
サ

ン
プ

 

H
S

D
収

集
タ
ン

ク
 

ド
ラ

ム
缶

詰
め

 

油
分

 

【
６
号
機

の
場
合

】

Ｈ
／
Ｂ
室
（
５
ｕ
） 

O
D

 

O
D

 
サ

ン
プ

 

【
５

号
機

の
場

合
】

 

■
 

■
 

床
ド
レ
ン

 
サ
ン
プ
ル

タ
ン
ク

 

処
理
装
置

 

L
D

 
収
集
タ
ン

ク
 

５
号
機
の

み
 

集
中
環
境
施
設
竣
工
後

 
使
用
せ
ず

 

使
用
せ
ず

 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 
放
射
性
液
体

廃
棄
物
処
理
系
 
系
統
概
略
図
（
５
号
機
お
よ
び
６
号
機
）
 

：
フ
ァ
ン
ネ

ル
 

：
遊
休
及
び

遊
休

扱
い

 

：
ガ
ン
マ

線
を
測

定
し
放

出

：
ト
リ
チ
ウ

ム
と

ガ
ン
マ
線

を
測
定

し
放
出

 

Ｈ
Ｃ
Ｗ
 
：
高
電
導
度
廃
液
系

 
Ｌ
Ｃ
Ｗ
 
：
低
電
導
度
廃
液
系

 
Ｈ
Ｓ
Ｄ
 
：
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

 
Ｎ
Ｓ
Ｄ
 
：
非
放
射
性
ス
ト
ー
ム

ド
レ
ン
系

 
Ｓ
Ｄ
 
 
：
ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系

 
Ｏ
Ｄ
 
 
：
オ
イ
ル
ド
レ
ン
系

 
Ｌ
Ｄ
 
 
：
洗
濯
廃
液
系

 
Ｄ
Ｄ
 
 
：
除
染
廃
液
系

 

一
般
排
水
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非
管
理
区
域

 
管
理
区
域

 
 

S
D
サ
ン

プ
ル

タ
ン
ク

 
H

S
D

サ
ン
プ

 
H

C
W

サ
ン
プ

 
L

C
W

サ
ン
プ

 

H
S

D
収

集
タ
ン

ク
 

L
C

W
 

収
集
タ
ン

ク

放
水
口

既
設
再
生

廃
液

 
凝
縮
水
受

タ
ン
ク

N
S

D
 

サ
ン
プ

 N
S

D
 

L
C

W
 

H
C

W
 

H
S

D
 

S
D

 

S
D

 

H
S

D
 

H
S

D
 

H
C

W
 

H
C

W
 

L
C

W
 

L
C

W
 

N
S

D
 

N
S

D
 

L
D

 
サ
ン
プ
ル

タ
ン
ク

 

ラ
ン

ド
リ
ー

セ
ン

タ
ー

 

 

 

機
器
・
配
管

 
機
器
・
配
管

 

S
D

 

 
③

 
③

 
①

 
除

染
エ

リ
ア

S
D

 

S
D

 

管
理
区
域
内

Ｓ
Ｄ
サ
ン
プ
ル
タ
ン
ク
へ

 

管
理

区
域
内

H
S

D
収
集
タ
ン
ク

へ
 

２
号

、
４
号

増
設

Ｄ
Ｇ

か
ら

 

L
D

 
D

D
 

＊
１

よ
り

 

＊
１

 
D

D
 

タ
ン
ク

 

２２ 

＊
２

よ
り

 

＊
２

 
H

C
W

収
集
タ

ン
ク

 

各
号
機

C
S

T
へ

 

一
般

排
水

 

処
理
装
置

 
処 理 装 置

Ｈ
Ｃ
Ｗ
 
：
高
電
導
度
廃
液
系

 
Ｌ
Ｃ
Ｗ
 

：
低
電
導
度
廃
液
系

 
Ｈ
Ｓ
Ｄ
 
：

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

 
Ｎ
Ｓ
Ｄ
 
：

非
放
射
性
ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系

 
Ｓ
Ｄ
 
 
：

ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系

 
Ｏ
Ｄ
 
 
：

オ
イ
ル
ド
レ
ン
系

 
Ｌ
Ｄ
 
 
：

洗
濯
廃
液
系

 
Ｄ
Ｄ
 
 
：

除
染
廃
液
系

 

各
号
機

L
C

W
収
集
タ
ン
ク
へ
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：
フ
ァ
ン
ネ

ル
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
 
系
統
概
略
図
（
集
中
環
境
施
設
）
 

：
ガ
ン
マ

線
を
測

定
し
放

出

：
遊
休
及
び

遊
休

扱
い

：
ト
リ
チ
ウ

ム
と

ガ
ン
マ
線

を
測
定

し
放
出

 



H
S

D
サ
ン
プ

S
D

サ
ン
プ

H
C

W
サ
ン
プ

L
C

W
サ
ン
プ

S
D
受
タ
ン
ク

H
S

D
収
集
槽

H
C

W
収
集

タ
ン
ク

放
水
口

L
C

W
H

C
W

H
S

D

・
フ

ァ
ン

ネ
ル

か
ら

下
流

側
は

、
埋

設
配

管
で

あ
り

、
施

工
完

了
時
に

通
水

確
認

を
実

施
済

み
・

サ
ン

プ
か

ら
収

集
タ

ン
ク

ま
で

の
間

は
、

移
送

時
に

お
け

る
サ

ン
プ

の
水

位
レ

ベ
ル

の
低

下
 
 
お

よ
び

収
集

タ
ン

ク
水

位
レ

ベ
ル

の
上

昇
の

確
認

を
実

施

プ
ラ
ン
ト
余
剰
水
の
排
出

プ
ラ
ン
ト
余
剰
水
の
排
出

S
D

①

機
器
・
配
管

機
器

・
配

管

③
S

W
S

D

S
W

S
D

サ
ン

プ

③

機
器

・
配

管

S
D

サ
ン

プ

＊
１

へ

O
D

サ
ン

プ

O
D

＊
２

へ

D
D

D
D

サ
ン

プ

S
W

S
D

サ
ン
プ

S
W

S
D

②

O
D

サ
ン
プ

＊
２
よ
り

L
D

サ
ン
プ

D
D

サ
ン
プ

＊
４
へ

＊
３

よ
り

＊
４

よ
り

＊
５

よ
り

非
管
理
区
域

管
理
区
域

処
理
装
置

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

処
理
装
置

処
理
装
置

L
D
再
使

用
水
槽

処
理
装
置

＊
５
へ

＊
１

よ
り

処
理
装
置

油
は

ド
ラ
ム
缶
詰
め

：
フ

ァ
ン

ネ
ル

：
ト

リ
チ

ウ
ム

と
ガ

ン
マ

線
を

　
測

定
し

放
出

：
ガ

ン
マ

線
を

測
定

し
放

出

S
D

O
D
サ
ン
プ
ル

タ
ン
ク

C
H

D
サ
ン
プ

C
H

D

＊
３
へ

C
H

D

H
C

W
サ
ン
プ
ル
槽

L
C

W
サ
ン
プ
ル

槽

N
S

D

海
へ

③
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２３

福
島

第
二

原
子

力
発

電
所

 放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
　

系
統

概
略

図
（
例

：
管

理
区

域
の

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
を

直
接

排
出

）

Ｈ
Ｃ
Ｗ
　
：
高
電

導
度

廃
液

系
Ｌ
Ｃ
Ｗ
　
：
低
電

導
度

廃
液

系
Ｈ
Ｓ
Ｄ
　
：
シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

Ｎ
Ｓ
Ｄ
　
：
非
放

射
性

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
系

Ｓ
Ｄ
　
　
：
ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
系

Ｏ
Ｄ
　
　
：
オ
イ

ル
ド

レ
ン

系
Ｌ
Ｄ
　
　
：
洗
濯

廃
液

系
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｄ
：
海
水

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
系

Ｄ
Ｄ
　
　
：
除
染

廃
液

系
Ｃ
Ｈ
Ｄ
　
：
化
学

廃
液

系

S
D

S
D

O
D

O
D

S
W

S
D

S
W

S
D

C
H

D

L
D

O
D

O
D

O
D

S
W

S
D

S
W

S
D

S
D

S
D

H
S

D

H
S

D

H
C

W

H
C

W

L
C

W
L

D

L
C

W
L

D

D
D

D
D



S
D

サ
ン
プ

H
S

D
サ
ン
プ

H
C

W
サ

ン
プ

L
C

W
サ

ン
プ

L
C

W
収

集
槽

放
水

口

L
C

W
H

C
W

H
S

D

S
D

S
D

H
S

D

H
S

D

H
C

W

H
C

W
L

C
W

L
C

W

・
フ

ァ
ン

ネ
ル

か
ら
下
流
側
は
、
埋
設
配
管
で
あ
り
、
施
工
完
了
時
に
通
水
確
認
を
実
施
済
み

・
サ

ン
プ

か
ら

収
集
タ
ン
ク
ま
で
の
間
は
、
移
送
時
に
お
け
る
サ
ン
プ
の
水
位
レ
ベ
ル
の
低
下

　
お

よ
び

収
集

タ
ン
ク
水
位
レ
ベ
ル
の
上
昇
の
確
認
を
実
施

プ
ラ

ン
ト

余
剰

水
の

排
出

S
D

機
器

・
配

管
機
器
・
配
管

S
W

S
D

S
W

S
D

サ
ン

プS
W

S
D

S
W

S
D

機
器

・
配

管

S
D

S
D

S
W

S
D

サ
ン
プ

S
W

S
D

非
管

理
区

域
管

理
区

域

処
理

装
置

処
理

装
置

処
理

装
置

H
S

D
収
集
槽

N
S

D

N
S

D

N
S

D
サ
ン
プ

N
S

D
S

D

：
フ
ァ
ン
ネ
ル

：
ト
リ
チ
ウ
ム
と
ガ
ン
マ
線
を
測
定
し
放
出

：
ガ
ン
マ
線
を
測
定
し
放
出

H
S

D
受
タ
ン
ク

H
C

W
収

集

タ
ン

ク

H
C

W
サ

ン
プ

ル
槽

L
C

W
サ

ン
プ

ル
槽

＊
１

＊
１
よ
り

N
S

D
収
集

タ
ン
ク

Ｓ
Ｄ
　
　
：
ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系

Ｎ
Ｓ
Ｄ
　
：
非
放
射
性
ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｄ
：
海
水
ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系

Ｌ
Ｃ
Ｗ
　
：
低
電
導
度
廃
液
系

Ｈ
Ｃ
Ｗ
　
：
高
電
導
度
廃
液
系

Ｈ
Ｓ
Ｄ
　
：
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｄ

S
W

S
D

２４
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③
③

②

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

 放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
　

系
統

概
略

図
（
例

：
管

理
区

域
の

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
を

Ｈ
Ｓ

Ｄ
よ

り
排

出
　

K
３

、
K
４

、
Ｋ

６
、

Ｋ
７

）

復
水

貯
蔵

槽
へ

ガ
ン
マ
線
測
定
は

K
6、

K
7の

み



S
D

サ
ン
プ

H
S

D
サ
ン
プ

H
C

W
サ

ン
プ

L
C

W
サ

ン
プ

S
D
収

集
タ

ン
ク

H
C

W
収
集

タ
ン
ク

L
C

W
収

集
槽

放
水
口

L
C

W
H

C
W

H
S

D

S
D

S
D

H
S

D

H
S

D

H
C

W

H
C

W
L

C
W

L
C

W

・
フ

ァ
ン

ネ
ル

か
ら

下
流

側
は

、
埋

設
配

管
で

あ
り

、
施

工
完

了
時

に
通
水
確
認
を
実
施
済
み

・
サ

ン
プ

か
ら

収
集

タ
ン

ク
ま

で
の

間
は

、
移

送
時

に
お

け
る

サ
ン

プ
の
水
位
レ
ベ
ル
の
低
下

　
お

よ
び

収
集

タ
ン

ク
水

位
レ

ベ
ル

の
上

昇
の

確
認

を
実

施

プ
ラ
ン
ト
余
剰
水
の
排
出

S
D

①

機
器
・
配
管

機
器
・
配
管

N
O

D
サ
ン
プ

N
O

D

N
O

D

N
O

D

③
S

W
S

D

S
W

S
D

サ
ン

プ

S
W

S
D

S
W

S
D

③

機
器

・
配

管

S
D

S
D

S
W

S
D

S
D

サ
ン
プ

＊
４

＊
１

D
D

D
D

サ
ン

プD
D

D
D

S
W

S
D

サ
ン
プ

S
W

S
D

②

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｄ

O
D

サ
ン
プ

Ｏ
Ｄ Ｏ
Ｄ

Ｏ
Ｄ O

D
収
集
タ
ン
ク

＊
１
よ
り

Ｌ
Ｄ Ｌ
Ｄ

Ｌ
Ｄ

＊
２

＊
２
よ
り

非
管

理
区

域
管

理
区

域

L
D
収

集

タ
ン

ク

処
理

装
置

復
水
貯
蔵
槽
へ

処
理

装
置

処
理
装
置

処
理

装
置

＊
２

N
S

D
サ
ン
プ

N
S

D

N
S

D

N
S

D

③

＊
４
よ
り

S
D

C
H

D

＊
２

C
H

D
サ
ン
プ

C
H

D

C
H

D

K
1の

み
K

1お
よ
び

K
5

K
1の

み

：
フ
ァ
ン
ネ
ル

：
ト
リ
チ
ウ
ム
及
び
ガ
ン
マ
線
を
測
定
し
放
出

：
ガ
ン
マ
線
を
測
定
し
放
出

＊
３
へ

（
K

5の
み
）

H
S

D
収

集
タ
ン
ク

H
S

D
受
タ
ン
ク

＊
３
よ
り

（
K

5の
み
）

L
C

W
サ

ン
プ

ル
槽

H
C

W
サ

ン
プ

ル
槽

H
C

W
貯
留
槽

M
U

W
T(K

5の
み

)

処
理
装
置

O
D

サ
ン
プ
ル
タ
ン
ク

K
1お

よ
び

K
5
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２５

柏
崎

刈
原

子
力

発
電

所
 放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

　
系

統
概

略
図

（
例

：
管

理
区

域
の

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
を

直
接

排
出

　
Ｋ

１
、

Ｋ
２

、
Ｋ

５
）

Ｓ
Ｄ

　
　

：
ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
系

Ｎ
Ｓ

Ｄ
　

：
非
放

射
性

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
系

Ｓ
Ｗ

Ｓ
Ｄ

：
海
水

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
系

Ｌ
Ｃ

Ｗ
　

：
低
電

導
度

廃
液

系
Ｈ

Ｃ
Ｗ

　
：

高
電

導
度

廃
液

系
Ｈ

Ｓ
Ｄ

　
：

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

Ｏ
Ｄ

　
　

：
オ
イ

ル
ド

レ
ン

系
Ｎ

Ｏ
Ｄ

　
：

非
放

射
性

オ
イ

ル
ド

レ
ン

系
Ｌ

Ｄ
　

　
：

洗
濯

廃
液

系
Ｄ

Ｄ
　

　
：

除
染

廃
液

系
Ｃ

Ｈ
Ｄ

　
：

化
学

廃
液

系



調
査
結
果
一
覧
表

（
誤
接
続
箇
所
数
／
調
査
箇
所
数
）

１
号

機
２

号
機

３
号

機
４

号
機

５
号

機
６
号
機

７
号
機

集
中
R
W

計

福
島
第
一

Ｓ
Ｄ

1
/
4
6

0
/
7
5

2
/
9
1

0
/
9
6

2
/
1
6
8

0
/
1
5
7

0
/
9
0

5
/
7
2
3

福
島
第
二

Ｓ
Ｄ

6
/
4
4
5

3
/
2
7
0

2
/
2
9
3

4
/
2
2
4

6
/
1
3
2

2
1
/
1
3
6
4

柏
崎
刈
羽

Ｓ
Ｄ

3
/
3
2
9

0
/
3
0
4

対
象

外
対

象
外

1
/
2
2
3

対
象
外

対
象
外

4
/
8
5
6

福
島
第
一

Ｏ
Ｄ

0
/
2
4

0
/
3
7

0
/
4
2

0
/
3
0

0
/
5
8

0
/
6
5

－
0
/
2
5
6

福
島
第
二

Ｓ
Ｗ
Ｓ

Ｄ
－

0
/
1
0

0
/
2
1

－
－

0
/
3
1

柏
崎
刈
羽

Ｓ
Ｗ
Ｓ

Ｄ
0
/
2

0
/
1

0
/
1

－
－

－
0
/
1

0
/
5

Ｓ
Ｄ

－
－

－
－

0
/
1
2

0
/
4
5

0
/
1
5
2

Ｏ
Ｄ

－
－

－
－

0
/
4

0
/
1
3

－

Ｎ
Ｓ
Ｄ

－
0
/
3
2

－
0
/
3
9

－
0
/
4
5

0
/
8
6

Ｓ
Ｗ
Ｓ

Ｄ
0
/
1
8
9

－
0
/
1
8
0

－
－

Ｓ
Ｄ

0
/
1
7

0
/
2
8

0
/
1
5

0
/
1
0

0
/
2
1
0

Ｎ
Ｓ
Ｄ

0
/
5
9

0
/
2
7
3

0
/
3
6
0

0
/
2
8
7

0
/
1
2

Ｓ
Ｗ
Ｓ

Ｄ
0
/
2
3
4

0
/
1
3
5

0
/
1
2
5

0
/
1
0
8

0
/
1
1
3

0
/
1
2
9

0
/
1
7
6

Ｓ
Ｄ

0
/
7
2

0
/
7
3

対
象

外
対

象
外

0
/
2
3

対
象
外

対
象
外

Ｎ
Ｓ
Ｄ

0
/
4
2
3

0
/
2
4
9

0
/
3
8
4

0
/
2
4
5

0
/
2
0
9

0
/
4
3
6

0
/
2
9
0

凡
例
：

－
：
該

当
設

備
な

し

Ｓ
Ｄ
　
　

：
ス

ト
ー

ム
ド

レ
ン

系

Ｏ
Ｄ
　
　

：
オ

イ
ル

ド
レ

ン
系

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｄ

：
ス

ト
ー

ム
ド

レ
ン

海
水

系

Ｎ
Ｓ
Ｄ
　

：
非

放
射

性
ス

ト
ー

ム
ド

レ
ン

系

（
１

）
Ｓ

Ｄ
系
の

誤
接

続
の

調
査

（
２

）
類

似
系
統
の

誤
接

続
の

調
査

（
３

）
更

な
る

水
平

展
開

調
査

0
/
4
2
8

0
/
1
6
4
0

0
/
3
4
2
4

福
島
第
一

福
島
第
二

柏
崎
刈
羽

２６
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 
低
圧
タ
ー
ビ
ン
入
口
圧
力
検
出
器
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続
 

調
査
結
果
の
概
要
 

対
 

策
 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン

ネ
ル
に
接
続
す
る
、
ま
た
は
、
当
該
ド
レ
ン
配
管
を

閉
止
す
る
。
 

○
現
在
の
設
計
に
お
い
て
は
、
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
先
を
プ
ロ
セ
ス
流
体

の
ド
レ
ン
接
続
先
と
あ
わ
せ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て

お
り
、
同
様
な
不

具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
計
器
点
検
時
に
排
出
さ
れ
た
ド
レ
ン
量
を
、
保
守
的
に

4
.
2
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ

と
仮
定
し
て
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
か
ら
放
出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
濃

度
を
評
価
し
た
結
果
、
濃
度
は
約

1
.
3
×
1
0
－

2
B
q
/
c
m
３
と
評
価
さ
れ
、

検
出
限
界
値
（
5
.
0
×
1
0
－

２
B
q
/
c
m
３
）
未
満
と
な
っ
た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法
令
で
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
の
水
中
の
濃
度
限
度
（
6
0
B
q
/
c
m
3
）

と
比

較
す

る
と

、
本

事
例

で
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
濃

度
（

約

1
.
3
×
1
0
-
２
B
q
/
c
m
3
）
は
約

4
,
0
0
0
分
の
１
と
な
る
。
 

    

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕
 

○
低

圧
タ

ー
ビ

ン
入

口
圧

力
検

出
器

の
ド

レ
ン

配
管

が
、

放
射

性
物

質
を

含
む

水
を

取
り

扱
う

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

さ
れ

る
べ

き
と

こ
ろ

、
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

 
な

お
、

低
圧

タ
ー

ビ
ン

入
口

圧
力

検
出

器
は

Ａ
～

Ｄ
の

４
つ

あ
る

が
、

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

さ
れ

て
い

た
の

は
Ｃ

と
Ｄ

の
２

つ
で

あ
っ

た
（

Ａ
と

Ｂ
に
つ
い
て
は
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
の
接
続
ラ

イ
ン
は
な
か
っ
た
）
。
 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
計
器
ド
レ
ン
の
排
出
先
は
、
計
測
対
象
の
プ
ロ
セ
ス
流
体
を
処
理
す
る
場
合
と
同
じ
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
へ
接
続
す
べ
き
で
あ
る
が
、
設
計
当

時
は
そ
の
考
え
方
が
文
書
で
明
確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
該
箇
所
は
設
計
段
階
か
ら
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

    

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
の

濃
度

は
検

出
限

界
値

未
満

で
あ

る
こ

と

か
ら
、
本
事
例
は
周
辺
環
境
へ
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
 

 

〔
系
統
概
略
図
〕
 

 

 

［
現
場
状
況
］
 

想
定
排
水
範
囲
（
純
水
充
て
ん
部
）

 

検
出
器
点
検
後
の
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ
て
は
、
計
器
側
か
ら
純
水
を

充
填
し
、
プ
ロ

セ
ス
側
の
母
管
ま
で
計
装
配
管
を
逆
流
さ
せ
る
よ
う
に
水

張
り
操
作
を
行
う
。
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

２
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 
残
留
熱
除
去
系
－
残
留
熱
除
去
海
水
系
連
絡
配
管
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続
 

調
査
結
果
の
概
要
 

対
 

策
 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

は
閉

止
板

に
よ

り
残

留
熱

除
去

海
水

系
か

ら
隔

離
さ

れ
て

お
り

，
海

水
が

排
水

さ
れ

る
こ

と
は

な
い

こ
と

か
ら

，
当

該
ド

レ

ン
配

管
を

改
造

し
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続

す
る
。
 

○
現

在
の

設
計

に
お

い
て

は
、

放
射

性
の

系
統

と
非

放
射

性
の

系
統

の
境

界
近

傍
か

ら
の

ド
レ

ン
配

管
の

接
続

先
は

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
と

す
る

こ
と

を
明

確
に

し
て

お
り

、
同

様
な

不
具

合

は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
連

絡
配

管
の

点
検

記
録

等
を

調
査

し
た

結
果

、
当

該
の

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に
排
水
し
た
実
績
は
な
か
っ
た
。
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕
 

○
 
残
留
熱
除
去
系
－
残
留
熱
除
去
海
水
系
連
絡
配
管

＊
の
ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
物
質
を
含
む
水
を
取
り
扱
う
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、

Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

＊
残
留
熱
除
去
系
－
残
留
熱
除
去
海
水
系
連
絡
配
管
：
残
留
熱
除
去
海
水
系
ポ
ン
プ
を
利
用
し
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
に
注
水
す
る
た
め
の
接
続
配
管
。

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
 
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
の
設
計
で
は
、
残
留
熱
除
去
海
水
系
と
残
留
熱
除
去
系
と
の
系
統
上
の
境
界
は
閉
止
板
下
流
の
レ
デ
ュ
ー
サ
部
と
し
て
お
り
、
ま
た
、

海
水
ド
レ
ン
は
液
体
廃
棄
物
処
理
系
に
混
入
さ
せ
な
い
こ
と
と
し
て
い
た
。
詳
細
設
計
で
は
、
当
該
連
絡
配
管
の
ド
レ
ン
配
管
は
閉
止
板
と
レ
デ
ュ
ー
サ

の
間
に
接
続
し
て
い
る
た
め
、
当
該
ド
レ
ン
配
管
を
残
留
熱
除
去
海
水
系
に
分
類
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

 

〔
系
統
概
略
図
〕
 

 

［
現
場
状
況
］
 

「
操

作
禁

止
」

札

取
付
（
２
箇
所
）
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

３
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 タ

ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
蒸
気
系
ヘ
ッ
ダ
ー
圧
力
計
装
ラ
ッ
ク
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続
 

調
査
結
果
の
概
要
 

対
 

策
 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
す

る
、

ま
た

は
、

当
該

ド
レ

ン
配

管
を
閉
止
す
る
。
 

○
現

在
の

設
計

に
お

い
て

は
、

ド
レ

ン
配

管
の

接
続

先
を

プ

ロ
セ

ス
流

体
の

ド
レ

ン
接

続
先

と
あ

わ
せ

る
こ

と
を

明
確

に
し

て
お

り
、

同
様

な
不

具
合

は
発

生
し

な
い

も
の

と
考

え
ら
れ
る
。

 
 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
計

器
点

検
時

に
排

出
さ

れ
た

ド
レ

ン
量

を
、

保
守

的
に

2
2
0
0
 
c
m
3
と

仮
定

し
て

、
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

か
ら

放
出

さ
れ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

濃
度

を
評

価
し

た
結

果
、

濃
度

は

約
7
.
9
×

1
0
-
３
 
B
q
/
c
m
3
と

評
価

さ
れ

、
検

出
限

界
値

(
5
.
0
×
1
0
-
２
B
q
/
c
m
3
)
未
満
と
な
っ
た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法

令
で

定
め

る
周

辺
監

視
区

域
外

の
水

中
の

濃
度

限
度

（
6
0
B
q
/
c
m
3
）

と
比

較
す

る
と

、
本

事
例

で
放

出
さ

れ

る
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
（
約

7
.
9
×
1
0
-
３
 
B
q
/
c
m3
）
は
約

7
,
0
0
0
分
の
１
と
な
る
。
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕
 

○
タ
ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
蒸
気
系

＊
１
ヘ
ッ
ダ
ー
圧
力
計
装
ラ
ッ
ク
ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
物
質
を
含
む
水
を
取
り
扱
う
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、

Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

＊
１
：
タ
ー

ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
蒸
気
系
：
主
タ
ー
ビ
ン
軸
封
部
（
タ
ー
ビ
ン
車
軸
と
ケ
ー
シ
ン
グ
の
隙
間
）
か
ら
復
水
器
へ
の
空
気
の
侵
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
主

タ
ー
ビ
ン
駆
動
蒸
気
が
外
部
へ
流
出
し
な
い
よ
う
軸
封
部
を
気
密
化
す
る
た
め
の
蒸
気
を
発
生
さ
せ
る
系
統
 

 ［
推
定
原
因
］
 

○
計
器
ド
レ
ン
の
排
出
先
は
、
計
測
対
象
の
プ
ロ
セ
ス
流
体
を
処
理
す
る
場
合
と
同
じ
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
へ
接
続
す
べ
き
で
あ
る
が
、
設
計
当
時
は
そ
の
考
え
方

が
文
書
で
明
確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
該
箇
所
は
設
計
段
階
か
ら
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

。
 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

 

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
の

濃
度

は
検

出
限

界
値

未
満

で

あ
る

こ
と

か
ら

、
本

事
例

は
周

辺
環

境
へ

影
響

を
与

え
る

も
の
で
は
な
い
。
 

［
現
場
状
況
］
 

加
熱
蒸
気
ラ
イ
ン
 

蒸
気
ヘ
ッ
ダ
ー
圧
力
計
装
ラ
ッ
ク
 

「
操

作
禁

止
」

札
取

付
け

 

Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
 

高
圧
タ
ー
ビ
ン
 

低
圧
タ
ー
ビ
ン
 

蒸
気
発
生
器
 

主
復
水
器
 復
水
移
送
ポ
ン
プ
よ
り
 

計
器
 

計
器

計
器
 

想
定
排
水
範
囲
（
純
水
充
て
ん
部
）

検
出
器
点
検
後
の
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ
て
は
、
計
器
側
か
ら
純
水
を

充
填
し
、
プ
ロ
セ
ス
側
の
母
管
ま
で
計
装
配
管
を
逆
流
さ
せ
る
よ
う
に
水

張
り
操
作
を
行
う
。
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

４
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 タ

ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
蒸
気
系
ヘ
ッ
ダ
ー
圧
力
計
装
ラ
ッ
ク
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続
 

調
査
結
果
の
概
要
 

対
 

策
 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
す

る
、

ま
た

は
、

当
該

ド
レ

ン
配

管
を
閉
止
す
る
。
 

○
現

在
の

設
計

に
お

い
て

は
、

ド
レ

ン
配

管
の

接
続

先
を

プ

ロ
セ

ス
流

体
の

ド
レ

ン
接

続
先

と
あ

わ
せ

る
こ

と
を

明
確

に
し

て
お

り
、

同
様

な
不

具
合

は
発

生
し

な
い

も
の

と
考

え
ら
れ
る
。

 
 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
計

器
点

検
時

に
排

出
さ

れ
た

ド
レ

ン
量

を
保

守
的

に

2
2
0
0
 
c
m
3
と

仮
定

し
、

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
か

ら
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
濃

度
を

評
価

し
た

結
果

、
排

水
量

及

び
Ｓ

Ｄ
タ

ン
ク

水
量

か
ら

濃
度

は
約

2
.
0
×

1
0

－
２

B
q
/
c
m
3
と

評
価

さ
れ

、
検

出
限

界
値

(
5
.
0
×

1
0

－
２

B
q
/
c
m
3
)
未
満
と
な
っ
た
。

 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法

令
で

定
め

る
周

辺
監

視
区

域
外

の
水

中
の

濃
度

限
度

（
6
0
B
q
/
c
m
3
）

と
比

較
す

る
と

、
本

事
例

で
放

出
さ

れ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

濃
度

（
約

2
.
0
×

1
0
－

２
B
q
/
c
m3
）

は
約

3
,
0
0
0
分
の
１
と
な
る
。
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕
 

○
タ
ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
蒸
気
系

＊
１
ヘ
ッ
ダ
ー
圧
力
計
装
ラ
ッ
ク
ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
物
質
を
含
む
水
を
取
り
扱
う
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、

Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

＊
１
：
タ
ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
蒸
気
系
：
主
タ
ー
ビ
ン
軸
封
部
（
タ
ー
ビ
ン
車
軸
と
ケ
ー
シ
ン
グ
の
隙
間
）
か
ら
復
水
器
へ
の
空
気
の
侵
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

主
タ
ー
ビ
ン
駆
動
蒸
気
が
外
部
へ
流
出
し
な
い
よ
う
軸
封
部
を
気
密
化
す
る
た
め
の
蒸
気
を
発
生
さ
せ
る
系
統
 

 

［
推
定
原
因
］
 

○
計

器
ド

レ
ン

の
排

出
先

は
、

計
測

対
象

の
プ

ロ
セ

ス
流

体
を

処
理

す
る

場
合

と
同

じ
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

へ
接

続
す

べ
き

で
あ

る
が

、
設

計
当

時
は

そ
の

考
え

方
が
文
書
で
明
確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
該
箇
所
は
設
計
段
階
か
ら
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

。
 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

 

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
の

濃
度

は
検

出
限

界
値

未
満

で

あ
る

こ
と

か
ら

、
本

事
例

は
周

辺
環

境
へ

影
響

を
与

え
る

も
の
で
は
な
い
。
 

加
熱
蒸
気
ラ

イ
ン
 

蒸
気
ヘ
ッ
ダ
ー
圧
力
計
装
ラ
ッ
ク
 

「
操

作
禁

止
」

札
取

付
け

 

Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
 

高
圧
タ
ー
ビ
ン
 

低
圧
タ
ー
ビ
ン
 

蒸
気
発
生
器
 

主
復
水
器
 復
水
移
送
ポ
ン
プ
よ
り
 

計
器
 

計
器
 

計
器
 

 
 
 
 
［
現
場
状
況
］
 

想
定
排
水
範
囲
（
純
水
充
て
ん
部
）

検
出
器
点
検
後
の
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ
て
は
、
計
器
側
か
ら
純
水
を

充
填
し
、
プ
ロ
セ
ス
側
の
母
管
ま
で
計
装
配
管
を
逆
流
さ
せ
る
よ
う
に
水

張
り
操
作
を
行
う
。
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

５
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 
復
水
補
給
水
系
－
消
火
系
連
絡
配
管
に
お
け
る
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配
管
の
接
続
 

調
査
結
果
の
概
要
 

対
 

策
 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
、
ま
た
は
、
当
該
ド
レ
ン

配
管
を
閉
止
す
る
。
 

○
現
在
の
設
計
管
理
、
工
事
監
理
の
仕
組
み
に
加
え
、
継
続

的
な

教
育

に
よ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

に
対

す
る

意
識

向
上

に

よ
り
、
同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 
  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
 
連
絡
配
管
の
工
事
記
録
、
点
検
記
録

を
調
査
し
た
結
果
，

当
該

の
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
排

水
し

た
実

績
は

な
か

っ

た
。
 

  

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕
 

○
第

1
7
回
定
検
（
平
成

1
1
年
～
1
2
年
）
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

＊
１
対
策
と
し
て
改
造
工
事
を
行
っ
た
際
に
追
加
で
設
置
し
た
復
水
補
給
水
系

＊
２
－
消
火
系
連

絡
配
管
の
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配
管
が
、
放
射
性
物
質
を
含
む
水
を
取
り
扱
う
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
 

＊
１
：
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
：
事
故
発
生
時
、
そ
れ
が
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
拡
大
す
る
の
を
防
い
だ
り
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
拡
大
し
た
場
合
で
も

、
そ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
措
置
。
 

＊
２
：
復
水
補
給
水
系
：
プ
ラ
ン
ト
内
で
使
用
し
た
水
を
廃
棄
物
処
理
系
で
処
理
し
、
発
電
所
の
運
転
に
必
要
な
復
水
と
し
て
使
用
す
る
系
統
 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
当
社
は
、
復
水
補
給
水
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
の
接
続
先
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
現
場
で
の
ア
ク
セ
ス
性
を
考
慮
し
て
、
近
傍
に
あ
っ
た
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る

こ
と
と
し
た
。
施
工
企
業
は
当
社
の
指
示
通
り
に
現
場
施
工
し
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
に
疑
問
を
持
た
な
か
っ
た
。
当
社
は
、
復
水
補
給
水
系
は
基
本
的

に
は
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
核
種
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
な
い
こ
と
や
、
当
時
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン

ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
に
疑
問
を
持
た
な
か
っ
た
。
 

                   

 

〔
系
統
概
略
図
〕
 

 

各
消
火
栓
へ
 

各
負
荷
へ
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ
 

消
火
ポ
ン
プ
 

ろ
過
水
タ
ン
ク
 

 復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
 

「
操

作
禁

止
」

札
取

付
 

 
（

４
箇

所
）

 

［
現
場
状
況
］
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

６
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所

1
号
機
原
子
炉
建
屋

 残
留
熱
除
去
冷
却
系
調
圧
タ
ン
ク
（
Ａ
）
廻
り
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
。

 
○
現
在
の
設
計
に
お
い
て
は
、
放
射
性
の
系
統
と
非
放
射
性

の
系
統
の
境
界
近
傍
か
ら
の
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
先
は
、

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
と

す
る

こ

と
を
明
確
に
し
て
お
り
、
同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
こ
れ
ま
で
の
運
用
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該

S
D

フ
ァ

ン
ネ

ル
へ

の
排

出
実

績
が

な
い

こ
と

か
ら

ト
リ

チ
ウ

ム
の
放
出
は
な
か
っ
た
。
）

 

 
○
法
令
と
の
比
較
 

 
―
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○

残
留

熱
除

去
冷

却
系

（
R

H
R

C
）

の
調

圧
タ

ン
ク

（
A
）

に
接

続
さ

れ
る

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
（

F
P

M
U

W
）

供
給

ラ
イ

ン
の

う
ち

、
両

系
の

境
界

弁
よ

り
R

H
R

C
側
に
設
置
さ
れ
る
ド
レ
ン
配
管
が
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 

 
〔
推
定
原
因
〕
 

○
福
島
第
二
１
・
２
号
機
の
建
設
当
時
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、
境
界
弁
よ
り

R
H

R
C
側
の
供
給
ラ
イ
ン
の
ド
レ
ン
配
管
は
、

R
H

R
C
の

設
計

の
考

え
方

に
従

い
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン
ネ
ル
に
導
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
設
計
が
な
さ
れ
、
施
工
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
○
そ
の
後
、
昭
和
５
５
年
以
降
に
建
設
着
工
し
た
福
島
第
二
３
・
４
号
機
の
設
計
か
ら
、
供
給
ラ
イ
ン
の

R
H

R
C

側
の
ド
レ
ン
で
あ
っ
て
も
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系

の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
導
く
よ
う
設
計
変
更
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
の
設
計
の
考
え
方
も
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
設

計

の
考
え
方
に
照
ら
し
て
誤
接
続
と
判
断
し
た
。

 

  
〔
系
統
概
略
図
〕

 

  
  

 

燃
料
プ
ー
ル
補

給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 

残
留
熱
除
去
冷

却
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
ま
ず
）
 

現
在
の
設
計
の

考
え
方
に
従
っ
た
ラ
イ
ン
 

誤
接
続
と
確
認

さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

 

ド
レ
ン
配
管
 

S
D
フ
ァ

ン
ネ
ル

か
ら

切
り

離
し

仮
設

ホ
ー

ス
に

て
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
排
出

す
る

よ
う

暫
定

措
置

を
実

施
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ 復

水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

残
留

熱
除

去
冷

却
系

(
R
H
R
C
)

調
圧
タ
ン
ク
（
A
）
 

ド
レ
ン
弁

 

境
界
弁

 

万
が

一
の

F
P
M
U
W
系

統
水

の
流

入
を
考
慮
（
設
計
変
更
）
 

R
C-
6
02
1
 

過
去

の
F

P
M

U
W

系
機

器
の

点
検

に
お

い
て

、

R
H

R
C

調
圧

タ
ン

ク
（

B
）

廻
り

の
ド

レ
ン

配
管

が
F

P
M

U
W

系
の

水
張

り
時

の
満

水
確

認
に

使
用

さ
れ

て
お

り
、

R
H

R
C

調
圧

タ
ン

ク
（

A
）

廻
り

の
ド

レ
ン

配
管

か
ら

S
D

フ
ァ

ン
ネ

ル
へ

の
排

出

は
な
か
っ
た
。

 

Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
 

(
F
P
M
U
W
)
ポ
ン
プ
 

純
水
補
給
水
系
 

（
M
U
W
P
）
よ
り
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
 

（
R
H
R
C
）
A
系
へ
 

放
射

性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

７
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
原
子
炉
建
屋

 残
留
熱
除
去
冷
却
系
調
圧
タ
ン
ク
（
Ｂ
）
廻
り
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル

に
接
続
す
る
。

 
○
現
在
の
設
計
に
お
い
て
は
、
放
射
性
の
系
統
と
非
放
射
性
の
系
統
の
境
界
近

傍
か
ら
の
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
先
は
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ

ン
ネ
ル
と
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
り
、
同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
過
去
の

F
P

M
U

W
の
機
器
点
検
に
お
け
る
水
張
り
操
作
の
際
、
当
該
境

界
弁
を
開
操
作
し
て
満
水
確
認
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

F
P

M
U

W
系
統
水

が
S

D
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
計

8
回
排
出
さ
れ
た
。

 
・
こ
の
と
き
の
排
出
量
を
配
管
の
容
積
よ
り
保
守
的
に

1.
0×

10
4 c

m
3 ／

回

と
仮

定
し

て
評

価
し

た
結

果
、

S
D

受
タ

ン
ク

か
ら

放
出

さ
れ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

濃
度

は
約

0.
03

B
q/

cm
3
と

評
価

さ
れ

、
検

出
限

界
値

（
0.

04
 

B
q/

cm
3 ）

未
満
と
な
っ
た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法
令
で
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
の
水
中
の
濃
度
限
度
（

60
B

q/
cm

3 ）
と

比
較

す
る

と
、

本
事

例
で

放
出

さ
れ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

濃
度

（
約

0.
03

B
q/

cm
3 ）

は
約

2,
00

0
分
の

1
と
な
る
。

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○

残
留

熱
除

去
冷

却
系

（
R

H
R

C
）

の
調

圧
タ

ン
ク

（
B
）

に
接

続
さ

れ
る

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
（

F
P

M
U

W
）

供
給

ラ
イ

ン
の

う
ち

、
両

系
の

境
界
弁
よ
り

R
H

R
C
側
に
設
置
さ
れ
る
ド
レ
ン
配
管
が
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
福
島
第
二
１
・
２
号
機
の
建
設
当
時
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、
境
界
弁
よ
り

R
H

R
C

側
の
供
給
ラ
イ
ン
の
ド
レ
ン
配
管
は
、

R
H

R
C

の
設

計
の

考
え
方
に
従
い
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
導
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
設
計
が
な
さ
れ
、
施
工
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
○
そ
の
後
、
昭

和
５
５
年
以
降
に
建
設
着
工
し
た
福
島
第
二
３
・
４
号
機
の
設
計
か
ら
、
供
給
ラ
イ
ン
の

R
H

R
C
側
の
ド
レ
ン
で
あ
っ
て
も
放
射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
導

く
よ

う
設

計
変

更
を

行
っ

て
お

り
、

現
在

の
設

計
の

考
え

方
も

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン

ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
設
計
の
考
え
方
に
照
ら
し
て
誤
接
続
と
判
断
し
た
。

 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

    

○
放
出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
は
検
出
限
界
値
未
満
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

事
例
は
周
辺
環
境
へ
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
(
R
H
R
C
)
 

調
圧
タ
ン
ク
（
B
）
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ

ム
含
む
）
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム

含
ま
ず
）
 

現
在
の
設
計
の
考
え
方
に
従
っ
た
ラ

イ
ン
 

誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
 

(
F
P
M
U
W
)
ポ
ン
プ
 

万
が

一
の

F
P
M
U
W
系

統
水

の
流

入
を
考
慮
（
設
計
変
更
）
 

R
C-
6
01
9
 

S
D
フ
ァ
ン
ネ
ル
か
ら
切
り
離
し
仮
設
ホ
ー
ス

に
て

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン

ネ
ル

に
排
出
す
る

よ
う

暫
定

措
置

を
実

施

残
留
熱
除
去
冷
却
系
 

（
R
H
R
C
）
B
系
へ
 

純
水
補
給
水
系
 

（
M
U
W
P
）
よ
り
 

ド
レ
ン
弁

 

境
界
弁

 

ド
レ

ン
配
管

 

Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

放
射

性
液
体

廃
棄
物
処

理
系
 

フ
ァ

ン
ネ
ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

８
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 
原
子
炉
建
屋
 
燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
ポ
ン
プ
出
口
流
量
検
出
器
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
す

る
、

ま
た

は
、

当
該

ド
レ

ン
配

管
を

閉
止

す
る
。

 
○

現
在

の
設

計
管

理
、

工
事

監
理

の
仕

組
み

に
加

え
、

継
続

的
な

教
育

に
よ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

に
対

す
る

意
識

向
上

に
よ

り
、

同
様

な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度

 
・
過
去
の
点
検
実
績
は
、
2
5
回
で
あ
っ
た
。
 

・
計

器
点

検
で

の
排

水
は

、
純

水
と

考
え

ら
れ

る
が

水
抜

き
時

に
排
出
さ
れ
る
量
を
保
守
的
に

2,
00

0 
cm

3
と
仮
定
し
て
評

価
し
た
結
果
、

S
D

受
タ
ン
ク
か
ら
放
出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム

濃
度

は
約

0.
00

7 
B

q/
cm

3
と

評
価

さ
れ

、
検

出
限

界
値

（
 
0.

04
 B

q/
cm

3 ）
未
満
と
な
っ
た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法

令
で

定
め

る
周

辺
監

視
区

域
外

の
水

中
の

濃
度

限
度

（
60

B
q/

cm
3 ）

と
比

較
す

る
と

、
本

事
例

で
放

出
さ

れ
る

ト

リ
チ
ウ
ム
濃
度
（
約

0.
00

7B
q/

cm
3 ）

は
約

8,
50

0
分
の

1
と
な
る
。

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
（

F
P

M
U

W
）

の
ポ

ン
プ

出
口

流
量

計
検

出
配

管
＊

１
の

ド
レ

ン
配

管
が

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
さ

れ

る
べ
き
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
＊
１
：

F
P

M
U

W
系
の
ポ
ン
プ
出
口
流
量
を
検
出
す
る
配
管
で
、
検
出
配
管
に
は
純
水
（

M
U

W
P
）
が
充
填
さ
れ
て
い
る
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
建

設
当

時
か

ら
現

在
ま

で
の

設
計

の
考

え
方

で
は

、
計

器
ド

レ
ン

の
排

出
先

は
計

測
対

象
の

プ
ロ

セ
ス

流
体

（
F

P
M

U
W
）

を
処

理
す

る
場

合
と

同
じ

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
す

る
こ

と
に

な
っ

て
お

り
、

建
設

時
に

も
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
す

る
よ

う

設
計

が
な

さ
れ

て
い

た
が

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

の
す

ぐ
手

前
に

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
が

あ
り

、
誤

っ
て

こ
れ

に
接

続
し

た
も

の
と

推

定
さ
れ
る
。
 

○
な

お
、

建
設

当
時

は
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
管

理
に

対
す

る
認

識
が

低
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
す

る
こ

と
自

体
に

疑
問

を
持

た
ず

、
誤

接
続
に
至
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
濃

度
は

検
出

限
界

値
未

満
で

あ
る

こ

と
か

ら
、

本
事

例
は

周
辺

環
境

へ
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

 

プ
ロ

セ
ス

流
体

（
F

P
M

U
W

：
橙

色
部

）
と

検

出
配
管
の
充
填
水
（
純
水
：
水
色
部
）
は
接
し
て
い

る
た
め
、
プ
ロ
セ
ス
流
体
が
検
出
配
管
内
に
拡
散
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
通
常
の
計
器
点
検
に
お

い
て

は
、

計
器

ラ
ッ

ク
入

口
弁

及
び

ド
レ

ン
弁

は

「
全
閉
」
し
て
お
り

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
に
排
出
す
る

こ
と
は
な
い
。

 
な
お
、
計
器
点
検
後
は
、
計
器
テ
ス

ト
弁
か
ら
純

水
を
充
填
し
、
プ
ロ
セ
ス
側
の
母
管
ま
で
計
装
配
管

を
逆
流
さ
せ
る
よ
う
に
水
張
り
操
作
を

行
う

。
 

 
 

 
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 
 

 
 

 
 

検
出
配
管
（
純
水
充
填
部
）
 

 
 
 
 
本
来
接
続
す
べ
き
ラ
イ
ン
 

 
 
 
 
誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
 

（
F
P
M
U
W
）
 

 

流
量

検
出

器
  

計
器

テ
ス

ト
弁

  
（

水
抜

き
，

水
張

り
口

）
   

計
器

弁
   

検
出

元
弁

  

検
出

座
  

 
 

 

プ
ロ

セ
ス

流
体
と

接
し
て
い

る
状
態

 

  
 

ド
レ

ン
弁

  
 

 

 

 
 

 
 

 
 

R
C
-
13
0
6
 

Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル

放
射

性
液
体

廃
棄
物
処

理
系

 

フ
ァ

ン
ネ
ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

９
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
 
再
生
水
補
給
水
系
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
。

 
○

現
在

の
設

計
管

理
、

工
事

監
理

の
仕

組
み

に
加

え
、

継
続

的
な

教

育
に

よ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
に

対
す

る
意

識
向

上
に

よ
り

、
同

様
な

不

具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
過

去
の

給
水

加
熱

器
の

取
替

工
事

の
実

施
し

た
際

、
当

該
再

生

水
補

給
水

系
配

管
が

干
渉

し
た

こ
と

か
ら

、
系

統
を

隔
離

し
系

統
水

を
ド

レ
ン

配
管

か
ら

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
へ

２
回

排
出

さ
れ

た
。

 
・
こ
の
と
き
の
排
水
量
を
配
管
の
容
積
よ
り
保
守
的
に

1.
7×

10
６

cm
3 ／

回
と
仮
定
し
て
評
価
し
た
結
果
、

S
D

受
タ
ン
ク
か
ら
放

出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
量
は
約

3.
6×

10
８

B
q、

周
辺

監
視

区
域

外
の
水
中
の
濃
度
は
約

1.
2×

10
-4

B
q/

cm
3
と
評

価
し
た
。

 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
周
辺
監
視
区
域
外
の
水
中
の
濃
度
は
約

1.
2×

10
-4

B
q/

cm
3
で
あ

り
、
法
令
で
定
め
る
濃
度
限
度
（

3
ヶ
月
平
均

60
 B

q/
cm

3 ）
未

満
で
あ
る
。
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○

再
生

水
補

給
水

系
（

M
U

W
T
）

ド
レ

ン
配

管
が

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
さ

れ
る

べ
き

と
こ

ろ
、

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 

 
〔
推
定
原
因
〕

 
○
建
設
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、

M
U

W
T

ド
レ
ン
の
排
出
先
は
放
射
性
液
体

廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
導
く
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
当
該
ド
レ
ン
箇
所
近
傍
に
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
箇
所
を
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
が
再

検
討
し
た
結
果
、

M
U

W
T

は
基
本
的
に
放
射
性
核
種
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ

フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
接
続
す
る
設
計
と
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
建
設
当
時
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
が
低
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

  
〔
系
統
概
略
図
〕
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
量

及
び

周
辺

監
視

区
域

外
の

水
中

の
濃

度
は

、
法

令
で

定
め

る
値

未
満

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

外
部

へ
の

影

響
は
な
い
。

 

 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処

理
系

 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

本
来
接
続
す
べ
き
ラ
イ
ン
 

Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｔ
系
統
水
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 

誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

再
生
水
補
給
水
系
（
M
U
W
T
）
 

【
廃

棄
物
処

理
建

屋
よ

り
】

 

タ
ー

ビ
ン

建
屋

２
階

・
３

階

タ
ー
ビ
ン
建
屋
１
階
へ
 

T
C

-
0
0
6
7
 

 
 

ド
レ
ン
弁
 

集
合

フ
ァ
ン

ネ
ル

 

Ｓ
Ｄ

フ
ァ
ン

ネ
ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
０

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 
復
水
浄
化
系
復
水
ろ
過
設
備

 補
給
水
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル

に
接
続
す
る
。

 
○
現
在
の
設
計
に
お
い
て
は
、
放
射
性
の
系
統
と
非
放
射
性
の
系
統
の
境
界
近

傍
か
ら
の
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
先
は
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ

ン
ネ
ル
と
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
り
、
同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
過

去
の

復
水

浄
化

系
の

機
器

点
検

の
た

め
、

系
統

水
を

ド
レ

ン
配

管
か

ら

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
１
回
排
出
さ
れ
た
。

 
・
こ
の
と
き
の
排
水
量
を
配
管
の
容
積
よ
り
保
守
的
に

4.
0×

10
4 c

m
3
と
仮

定
し

て
評

価
し

た
結

果
、

S
D

受
タ

ン
ク

か
ら

放
出

さ
れ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

量
は

約
1.

1
×

10
7 B

q
、

周
辺

監
視

区
域

外
の

水
中

の
濃

度
は

約

1.
8×

10
-8

B
q/

cm
3
と
評
価
し
た
。

 
 

○
法
令
と
の
比
較
 

・
周
辺
監
視
区
域
外
の
水
中
の
濃
度
は
約

1.
8×

10
-8

B
q/

cm
3
で
あ
り
、
法
令

で
定
め
る
濃
度
限
度
（

3
ヶ
月
平
均

60
 B

q/
cm

3 ）
未
満
で
あ
る
。
 

  

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
復
水
浄
化
系
復
水
ろ
過
設
備
へ
の
補
給
水
で
あ
る
復
水
補
給
水
系
（

M
U

W
C
）
ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に

接
続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

 
〔
推
定
原
因
〕

 
○
本
系
統
は
、
復
水
浄
化
系
復
水
ろ
過
設
備
へ
の
補
給
水
源
と
し
て
、

M
U

W
C
を
復
水
ろ
過
器
の
補
給
水
に
使
用
し
、
純
水
補
給
水
系
（

M
U

W
P
）

を
プ
リ
コ
ー
ト
タ
ン
ク

＊
１
の
補
給
水
に
使
用
す
る
設
計
で
あ
っ
た
。
当
該
ド
レ
ン
配
管
は
、

M
U

W
P

と
Ｍ

Ｕ
Ｗ

Ｃ
が

手
動

弁
で

つ
な

が
っ

て
い

る
配
管
に
接
続
さ
れ
て
い
た
。

 
○
建
設
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、

M
U

W
P
は
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
、

M
U

W
C
は

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

導
く

こ
と

と
し

て
お

り
、

プ
リ

コ
ー

ト
タ

ン
ク

に
は

主
に

Ｍ
Ｕ

Ｗ
Ｐ

を
使

用
す

る
た

め
、

当
該

ド
レ

ン
配

管
を

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
へ

接
続

す
る

設

計
と
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

 
○
し
か
し
な
が
ら
、
プ
リ
コ
ー
ト
タ
ン
ク
に
は

M
U

W
C

も
使
用
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
当
該
ド
レ
ン
配
管
を
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
フ
ァ
ン

ネ
ル
へ
接
続
す
る
設
計
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
設
計
の
配
慮
が
不
足
し
て
い
た
。

 
○
そ
の
後
、
平
成

19
年

11
月
に
実
施
し
た
改
造
工
事
に
伴
う
運
用
変
更
を
行
い
、

M
U

W
P
側

配
管

を
切

断
し

プ
リ

コ
ー

ト
タ

ン
ク

の
補

給
水

源

と
し
て

M
U

W
C

を
使
用
す
る
ラ
イ
ン
に
変
更
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
当
該
ド
レ
ン
配
管
が
、
建
設
当
時
か
ら
接
続
が
不
適
切
と
思
わ
な
か
っ
た

た
め
、
排
出
先
の
変
更
に
つ
い
て
は
検
討
が
十
分
に
さ
れ
ず
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
し
た
ま

ま
と
な
っ
た
。

 
＊
１
：
復
水
ろ
過
器
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
樹
脂
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
際
に
使
用
す
る
タ
ン
ク
。

 
〔
系
統
概
略
図
〕

 

  
 

○
放
出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
量
及
び
周
辺
監
視
区
域
外
の
水
中
の
濃
度
は
、
法

令
で
定
め
る
値
未
満
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
部
へ
の
影
響
は
な
い
。

 
 

【
従

来
の

ラ
イ

ン
】
 

【
現

状
の

ラ
イ

ン
】
 

復
水

ろ
過

器
（
Ｃ

Ｆ
）
へ

 

プ
リ

コ
ー

ト
タ

ン
ク

へ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

復
水

補
給

水
系

（
M

U
W

C
）
よ

り
 

復
水

ろ
過

器
（
Ｃ

Ｆ
）
へ

 
復

水
補

給
水

系
（
M

U
W

C
）
よ

り
 

純
水

補
給

水
系

（
M

U
W

P
）
よ

り
 

純
水

補
給

水
系

（
M

U
W

P
）
よ

り
 

プ
リ

コ
ー

ト
タ

ン
ク

へ
 

ド
レ

ン
弁

 
ド

レ
ン

弁
 

切
断

箇
所

 

T
C

-
00

0
1
 

T
C

-
00

0
1
 

M
U

W
C

系
統

水
（
ト

リ
チ

ウ
ム

含
む

）
 

M
U

W
P

系
統

水
（
ト

リ
チ

ウ
ム

含
ま

ず
）
 

設
計

の
考

え
方

に
従

っ
て

接
続

す
べ

き
ラ

イ
ン

 
誤

接
続

と
確

認
さ

れ
た

ラ
イ

ン
 

Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

放
射

性
液
体

廃
棄
物
処

理
系

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 
Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

手
動

弁
 

手
動

弁
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
１

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 
復
水
浄
化
系
ろ
過
器
圧
力
指
示
計
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

す
る

、
ま

た
は

、
当

該
ド

レ
ン

配
管

を

閉
止
す
る
。

 
○

現
在

の
設

計
に

お
い

て
は

、
ド

レ
ン

配
管

の
接

続
先

を
プ

ロ

セ
ス

流
体

の
ド

レ
ン

接
続

先
と

あ
わ

せ
る

こ
と

を
明

確
に

し

て
お

り
、

同
様

な
不

具
合

は
発

生
し

な
い

も
の

と
考

え
ら

れ

る
。

 

  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
過
去
の
点
検
実
績
は
、
逆
洗
用
水
入
口
圧

力
計
が

2
回
、

溶
液
Ａ
移
送
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
計
が

1
回

で
あ
っ
た
。
 

・
計

器
点

検
で

の
排

水
は

、
純

水
と

考
え

ら
れ

る
が

水
抜

き

時
に
排
出
さ
れ
る
量
を
保
守
的
に

1,
60

0 
cm

3
と
仮
定
し

て
評
価
し
た
結
果
、

S
D

受
タ
ン
ク
か
ら
放
出
さ
れ
る
ト
リ

チ
ウ
ム
濃
度
は
約

0.
00

4 
B

q/
cm

3
と
評
価
さ
れ
、
検
出
限

界
値
（

0.
04

 B
q/

cm
3 ）

未
満
と
な
っ
た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法

令
で

定
め

る
周

辺
監

視
区

域
外

の
水

中
の

濃
度

限
度

（
60

B
q/

cm
3 ）

と
比
較
す
る
と
、
本
事
例
で
放
出
さ
れ
る

ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
（
約

0.
00

4B
q/

cm
3 ）

は
約

15
,0

00
分

の
1
と
な
る
。

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕
 

○
復
水
浄
化
系
ろ
過
器
（

C
F
）
の
補
給
水
で
あ
る
復
水
補
給
水
系
（

M
U

W
C
）
の
逆
洗
用
水
入
口
圧
力
計
検
出
配
管

＊
１
及
び
溶
液
Ａ
移
送
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
計
検

出
配
管

＊
１
の

ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
べ
き
と
こ

ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

＊
１
：
逆
洗
用
水
入
口
圧
力
及
び
溶
液
Ａ

移
送
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
を
検
出
す
る
配
管
で
、
検
出
配
管
に
は
計
器
側
か
ら
純
水
（

M
U

W
P
）
が
充

填
さ

れ
て

い
る

。

 

〔
推
定
原
因
〕
 

（
１
）
逆
洗
用
水
入
口
圧
力
計
 

○
建

設
当

時
か

ら
現

在
ま

で
の

設
計

の
考

え
方

で
は

、
計

器
ド

レ
ン

の
排

出
先

は
計

測
対

象
の

プ
ロ

セ
ス

流
体

（
M

U
W

C
）

を
処

理
す

る
場

合
と

同
じ

放
射
性
液

体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
接
続
す
べ
き
配
管
で
あ
っ
た
が
、
建
設
当
時
は
、
そ
の
考
え
方
が
文
書
で
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
 

○
こ
の
た
め
、
接
続
箇
所
が
明
確
に
指
示
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
施
工
図
に
は
フ
ァ
ン
ネ
ル
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
隣
接
す
る
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル

に
誤
っ
て
接
続
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 

（
２
）
溶
液
Ａ
移
送
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
計
 

○
建
設
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
設
計
の
考
え
方
で
は

M
U

W
P
は
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
導
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
該
圧
力
計
は
主
に

M
U

W
P
が
通
水
さ
れ
る
た

め
計
器
ド
レ
ン
の
排
出
先
は
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
た
が
、

M
U

W
C
も

使
用

す
る

こ
と

を
考

慮
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
フ

ァ
ン

ネ
ル

へ
接

続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
設
計
の
配
慮
が
不
足
し
て
い
た
。
 

○
そ
の
後
、
平

成
１
９
年
１
１
月
の
改
造
工
事
に
伴
う
運
用
変
更
に
よ
り

M
U

W
P
配

管
を

切
断

し
プ

リ
コ

ー
ト

タ
ン

ク
補

給
水

源
と

し
て

M
U

W
C
を

使
用

す
る

ラ
イ
ン
に
変
更
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
当
該
ド
レ
ン
配
管
が
、
建
設
当
初
か
ら
接
続
が
不
適
切
と
思
わ
な
か
っ
た
た
め
、
排
水
先
の
変
更
に
つ
い
て
は
検
討
が
十

分
に
さ
れ
ず
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
し
た
ま
ま
と
な
っ
た
。
 

 

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
濃

度
は

検
出

限
界

値
未

満
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
本

事
例

は
周

辺
環

境
へ

影
響

を
与

え
る

も
の

で

は
な
い
。

 

   

〔
系
統
概
略
図
〕

 

プ
ロ

セ
ス

流
体

（
M

U
W

C
：

橙

色
部

）
と

検
出

配
管

の
充

填
水

（
純
水
：
水
色
部
）
は
接
し
て
い

る
た
め
、
プ
ロ
セ
ス
流
体
が
検
出

配
管

内
に

拡
散

す
る

こ
と

が
懸

念
さ
れ
る
が
、
計
器
点
検
及
び
交

換
時

に
計

器
入

口
弁

及
び

ド
レ

ン
弁
は
「
全
閉
」
し
て
お
り

S
D

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

流
入

す
る

こ
と

は
な
い
。

 
な
お
，
検
出
器
点
検
後
は
，
計
器

テ
ス
ト
弁
か
ら
純
水
を
充
填
し
、

プ
ロ

セ
ス

側
の

母
管

ま
で

計
装

配
管

を
逆

流
さ

せ
る

よ
う

に
水

張
り
操
作
を
行
う
。

 

【
現

状
】

 

復
水

補
給

水
系

（
ト

リ
チ

ウ
ム

含
む

）
 

純
水

補
給

水
系

 

検
出

配
管

（
純

水
充

填
部

）
 

本
来

接
続

す
べ

き
ラ

イ
ン

 

誤
接

続
と

確
認

さ
れ

た
ラ

イ
ン

 

T
C
-
00
0
1
 

圧
力
計

圧
力
計
 

計
器
入
口

弁
 

ド
レ
ン
弁
 

プ
ロ
セ
ス

流
体
と

接
し
て
い

る
状
態

 

復
水
補
給

水
系

（
M
U
W
C
）

 

純
水
補
給

水
系

（
M
U
W
P
）

 

ろ
過
器
へ

 

プ
リ
コ
ー

ト

タ
ン
ク
へ
 

溶
液
Ａ
移

送
ポ
ン

プ
 

吐
出
圧
力

計
 

逆
洗
用
水

入
口
 

圧
力
計
 T
C
-
00
0
1
 

計
器
テ
ス

ト
弁
 

M
U
W
P
水

張
り

 

放
射

性
液
体

廃
棄
物
処

理
系

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

Ｓ
Ｄ

フ
ァ
ン

ネ
ル

逆
洗

用
水

入
口

 

圧
力

計
 

【
当
初
の
設
計
】
 

計
器

テ
ス

ト
弁

 

M
U
W
P
水

張
り

 

計
器

入
口

弁
 

ド
レ

ン
弁

 

復
水

補
給

水
系

 
（

M
U
W
C
）

 

純
水

補
給

水
系

 

（
M
U
W
P
）

 

ろ
過

器
へ
 

プ
リ

コ
ー

ト

タ
ン

ク
へ
 

プ
ロ

セ
ス

流
体

と
接

し
て

い
る

状
態

 

溶
液

Ａ
移

送
ポ

ン
プ

 

吐
出

圧
力

計
 

圧
力

計
 

圧
力

計
 

Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
 

T
C
-
00
0
1
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
２

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
２
号
機
原
子
炉
建
屋

 残
留
熱
除
去
冷
却
系
調
圧
タ
ン
ク
（
Ａ
）
廻
り
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
。

 
○
現
在
の
設
計
に
お
い
て
は
、
放
射
性
の
系
統
と
非
放
射
性
の
系
統

の
境
界
近
傍
か
ら
の
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
先
は
、
放
射
性
液
体
廃

棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
と
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
り
、

同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
こ
れ
ま
で
の
運
用
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル

へ
の

排
出

実
績

が
な

い
こ

と
か

ら
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
は

な

か
っ
た
。

 

 
○
法
令
と
の
比
較
 

 
―
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
残
留
熱
除
去
冷
却
系
（

R
H

R
C
）
の

調
圧
タ
ン
ク
（

A
）
に

接
続

さ
れ

る
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系
（

F
P

M
U

W
）
供
給
ラ
イ
ン
の
う
ち
、
両
系
の
境
界
弁
よ
り

R
H

R
C
側

に
設

置
さ

れ
る

ド
レ

ン
配

管
が

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
福
島
第
二
１
・
２
号
機
の
建
設
当
時
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、
境
界
弁
よ
り

R
H

R
C
側
の
供
給
ラ

イ
ン
の
ド
レ
ン
配
管
は
、

R
H

R
C
の

設
計

の
考

え
方

に
従

い
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
導
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
設
計
が
な
さ
れ
、
施
工
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
○
そ
の
後
、
昭
和
５
５
年
以
降
に
建
設
着
工
し
た
福
島
第
二
３
・
４
号
機
の
設
計
か
ら
、
供
給
ラ
イ
ン
の

R
H

R
C
側
の
ド
レ
ン
で
あ
っ
て
も
放
射
性
液
体
廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
導

く
よ

う
設

計
変

更
を

行
っ

て
お

り
、

現
在

の
設

計
の

考
え

方
も

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

す
る

こ

と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
設
計
の
考
え
方
に
照
ら
し
て
誤
接
続
と
判
断
し
た
。

 

 〔
系
統
概
略
図
〕

 

           
 

 

 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
ま
ず
）
 

現
在
の
設
計
の
考
え
方
に
従
っ
た
ラ
イ
ン
 

誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
 

ベ
ン
ト
配
管
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

境
界
弁

 

ド
レ

ン
弁

 

R
S
-
70
0
2
 

・
過
去
の
点
検
に
お
い
て
、

F
P

M
U

W
か
ら

R
H

R
C
へ
の
補
給

水
ラ
イ
ン
に
設
置
さ
れ
た
弁
点
検
等
を
行
う
際
の
水
抜
き

は
、

F
P

M
U

W
の
ベ
ン
ト
弁
を
開
け
水
が
排
出
さ
れ
た
後
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
・
当
該
境
界

弁
は
上
記
ベ
ン
ト
弁
よ
り
設
置
位
置
が
高
い
た
め
、

ベ
ン
ト
弁
を
開
け
る
と
境
界
弁
よ
り
上
流
は

F
P

M
U

W
側
に

排
出
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
後
に
境
界
弁
を
開
け
て
も

R
H

R
C

側
に

F
P

M
U

W
系
統
水
が
流
入
し
な
い
。

 

純
水
補
給
水
系
 

（
M
U
W
P
）
よ
り
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
(
F
P
M
U
W
)
 

ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
（
R
H
R
C
）
 

調
圧
タ
ン
ク
（
A
）
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
 

（
R
H
R
C
）
A
系
へ
 

S
D
フ
ァ
ン
ネ
ル
か
ら
切
り
離
し
仮
設
ホ
ー
ス

に
て

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン

ネ
ル

に
排
出

す
る

よ
う

暫
定

措
置

を
実

施
 

Ｓ
Ｄ

フ
ァ
ン

ネ
ル

 
放

射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

万
が

一
の

F
P
M
U
W
系

統
水

の
流

入
を
考
慮
（
設
計
変
更
）
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
３

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
２
号
機
原
子
炉
建
屋

 残
留
熱
除
去
冷
却
系
調
圧
タ
ン
ク
（

B
）
廻
り
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
。

 
○
現
在
の
設
計
に
お
い
て
は
、
放
射
性
の
系
統
と
非
放
射
性
の
系
統

の
境
界
近
傍
か
ら
の
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
先
は
、
放
射
性
液
体
廃

棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
と
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
り
、

同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
こ
れ
ま
で
の
運
用
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル

へ
の

排
出

実
績

が
な

い
こ

と
か

ら
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
は

な

か
っ
た
。
）

 

 
○
法
令
と
の
比
較
 

 
―
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
残
留
熱
除
去
冷
却
系
（

R
H

R
C
）

の
調

圧
タ

ン
ク

（
B
）

に
接

続
さ

れ
る

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
（

F
P

M
U

W
）

供
給

ラ
イ

ン
の

う
ち

、
両

系
の

境
界

弁
よ

り

R
H

R
C
側

に
設

置
さ

れ
る

ド
レ

ン
配

管
が

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
福
島
第
二
１
・
２
号
機
の
建
設
当
時
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、
境
界
弁
よ
り

R
H

R
C
側
の
供
給
ラ
イ
ン
の
ド
レ
ン
配
管
は
、

R
H

R
C
の

設
計

の
考

え
方

に
従

い
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
導
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
設
計
が
な
さ
れ
、
施
工
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
○
そ
の
後
、
昭
和
５
５
年
以
降
に
建
設
着
工
し
た
福
島
第
二
３
・
４
号
機
の
設
計
か
ら
、
供
給
ラ
イ
ン
の

R
H

R
C

側
の
ド
レ
ン
で
あ
っ
て
も
放
射
性
液
体
廃
棄

物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
導
く
よ
う
設
計
変
更
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
の
設
計
の
考
え
方
も
放

射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
設
計
の
考
え
方
に
照
ら
し
て
誤
接
続
と
判
断
し
た
。

 

        
 

 
     

 
           

 

〔
系
統
概
略
図
〕

 

ベ
ン
ト
配
管
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
 

純
水
補
給
水
系
 

（
M
U
W
P
）
よ
り
 

R
S-
7
00
4
 

・
過
去
の

点
検
に
お
い
て
、

F
P

M
U

W
か
ら

R
H

R
C
へ

の
補

給

水
ラ
イ

ン
に
設
置
さ
れ
た
弁
点
検
等
を
行
う
際
の
水
抜
き
は
、

F
P

M
U

W
の
ベ
ン
ト
弁
を
開
け
水
が
排
出
さ
れ
た
後
に
実
施

し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
・
当
該
境

界
弁
は
上
記
ベ
ン
ト
弁
よ
り
設
置
位
置
が
高
い
た
め
、

ベ
ン
ト

弁
を
開
け
る
と
境
界
弁
よ
り
上
流
は

F
P

M
U

W
側
に

排
出

さ
れ

る
た

め
、

そ
の

後
に

境
界

弁
を

開
け

て
も

R
H

R
C

側
に

F
P

M
U

W
系
統
水
が
流
入
し
な
い
。

 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
(
F
P
M
U
W
)
 

ポ
ン
プ
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
ま
ず
）
 

現
在
の
設
計
の
考
え
方
に
従
っ
た
ラ
イ
ン
 

誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

残
留
熱
除

去
冷
却
系
（
R
H
R
C
）
 

調
圧
タ
ン

ク
（
B
）
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
 

（
R
H
R
C
）
B
系
へ
 

SD
フ

ァ
ン

ネ
ル

か
ら

切
り

離
し

仮
設

ホ
ー

ス

に
て

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン

ネ
ル

に
排
出
す
る

よ
う

暫
定

措
置

を
実

施

ド
レ

ン
弁

 

境
界

弁
 

Ｓ
Ｄ

フ
ァ
ン

ネ
ル

 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系

 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

万
が

一
の

F
P
M
U
W
系

統
水

の
流

入
を
考
慮
（
設
計
変
更
）
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
４

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
２
号
機
原
子
炉
建
屋

 高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
系
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
廻
り
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル

に
接
続
す
る
。

 
○
現
在
の
設
計
に
お
い
て
は
、
放
射
性
の
系
統
と
非
放
射
性
の
系
統
の
境
界
近

傍
か
ら
の
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
先
は
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ

ン
ネ
ル
と
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
り
、
同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
こ
れ
ま
で
の
運
用
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
の
排
出

実
績
が
な
い
こ
と
か
ら
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
は
な
か
っ
た
。
）

 

 
○
法
令
と
の
比
較
 

 
―
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
系
（

H
P

C
S

C
）

の
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
に

接
続

さ
れ

る
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

（
F

P
M

U
W
）
供
給
ラ
イ
ン
の
う
ち
、

両
系
の
境
界
弁
よ
り

H
P

C
S

C
側

に
設

置
さ

れ
る

ド
レ

ン
配

管
が

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
福
島
第
二
１
・
２
号
機
の
建
設
当
時
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、
境
界
弁
よ
り

H
P

C
S

C
側

の
供

給
ラ

イ
ン

の
ド

レ
ン

配
管

は
、

H
P

C
S

C
の
設
計

の
考
え
方
に
従
い
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
導
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
設
計
が
な
さ
れ
、
施
工
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
○
そ
の
後
、
昭
和
５
５
年
以
降
に
建
設
着
工
し
た
福
島
第
二
３
・
４
号
機
の
設
計
か
ら
、
供
給
ラ
イ
ン
の

H
P

C
S

C
側
の
ド
レ
ン
で
あ
っ
て
も
放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

導
く

よ
う

設
計

変
更

を
行

っ
て

お
り

、
現

在
の

設
計

の
考

え
方

も
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ

ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
設
計
の
考
え
方
に
照
ら
し
て
誤
接
続
と
判
断
し
た
。

 

 〔
系
統
概
略
図
〕

 

         
 

 

 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
ま
ず
）
 

現
在
の
設
計
の
考
え
方
に
従
っ
た
ラ
イ
ン
 

誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系

（
H
P
C
S
C
）
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
 

ベ
ン
ト
配
管
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

 

補
機
冷
却
系
（
H
P
C
S
C
）
へ

 

R
S

-6
01

4 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
(
F
P
M
U
W
)
 

ポ
ン
プ
 

純
水
補
給
水
系
 

（
M
U
W
P
）
よ
り
 

S
D

フ
ァ
ン

ネ
ル

か
ら

切
り

離
し

仮
設

ホ
ー

ス
に

て
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
排
出

す
る

よ
う
暫

定
措
置
を
実

施

・
過
去
の
点
検
に
お
い
て
、

F
P

M
U

W
か
ら

H
P

C
S

C
へ

の
補

給
水
ラ
イ
ン
に
設
置
さ
れ
た
弁
点
検
等
を
行
う
際
の
水
抜
き

は
、
F

P
M

U
W

の
ベ
ン
ト
弁
を
開
け
水
が
排
出
さ
れ
た
後
に
実

施
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
・
当
該
境
界
弁
は
上
記
ベ
ン
ト
弁
よ
り
設
置
位
置
が
高
い
た
め
、

ベ
ン
ト
弁
を
開
け
る
と
境
界
弁
よ
り
上
流
は

F
P

M
U

W
側
に

排
出
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
後
に
境
界
弁
を
開
け
て
も

H
P

C
S

C
側
に

F
P

M
U

W
系
統
水
が
流
入
し
な
い
。

 

ド
レ

ン
弁

 

境
界
弁

 

Ｓ
Ｄ

フ
ァ
ン

ネ
ル

 

万
が

一
の

F
P
M
U
W
系

統
水

の
流

入
を
考
慮
（
設
計
変
更
）
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系

 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

添付資料-4-14

40



  

放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
５

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 
原
子
炉
建
屋
 
復
水
補
給
水
系
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
／
Ｐ
Ｃ
Ｖ
注
水
流
量
検
出
器
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
す

る
、

ま
た

は
、

当
該

ド
レ

ン
配

管
を

閉
止

す
る
。

 
○

現
在

の
設

計
管

理
、

工
事

監
理

の
仕

組
み

に
加

え
、

継
続

的
な

教
育

に
よ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

に
対

す
る

意
識

向
上

に
よ

り
、

同
様

な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
過
去
の
点
検
実
績
は
、

4
回
で
あ
っ
た
。
 

・
計

器
点

検
で

の
排

水
は

、
純

水
と

考
え

ら
れ

る
が

水
抜

き
時

に

排
出
さ
れ
る
量
を
保
守
的
に

2,
00

0 
cm

3
と
仮
定
し
て
評
価
し

た
結
果
、

S
D

受
タ
ン
ク
か
ら
放
出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
は

約
0.

00
6 

B
q/

cm
3
と
評
価
さ
れ
、
検
出
限
界
値
（

0.
04

 B
q/

cm
3 ）

未
満
と
な
っ
た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法

令
で

定
め

る
周

辺
監

視
区

域
外

の
水

中
の

濃
度

限
度

（
60

B
q/

cm
3 ）

と
比

較
す

る
と

、
本
事

例
で

放
出

さ
れ

る
ト

リ

チ
ウ
ム
濃
度
（
約

0.
00

6B
q/

cm
3 ）

は
約

10
,0

00
分
の

1
と
な

る
。
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○

復
水

補
給

水
系

（
M

U
W

C
）

の
Ｒ

Ｐ
Ｖ

／
Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
水

流
量

計
＊
１
の

ド
レ

ン
配

管
が

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

さ
れ

る
べ

き
と

こ

ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
＊
１
：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
／
Ｐ
Ｃ
Ｖ
へ
の

M
U

W
C
の
注
水
流
量
を
検
出
す
る
配
管
で
、
検
出
配
管
に
は
流
量
検
出
器
側
か
ら
純
水
（

M
U

W
P
）
が

充
填

さ
れ

て
い

る
。

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
当
該
ド
レ
ン
配
管
は
、
平
成

1
3
年

6
月
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、
計
器
ド
レ
ン
の
排
出
先
は
計
測
対
象
の
プ
ロ
セ
ス
流

体
（

M
U

W
C
）

を
処

理
す

る
場

合
と

同
じ

放
射

性
液

体
廃

棄
物
処

理
系

へ
接

続
す

べ
き

配
管

で
あ

っ
た

が
、

当
時

は
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
管

理
に

対
す

る
認

識
が
低
く
、
配
管
施
工
図
で
は
当
該
ド
レ

ン
配
管
の
接
続
先
が
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
誤
接
続
に
至
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

 〔
系
統
概
略
図
〕

 

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
濃

度
は

検
出

限
界

値
未

満
で

あ
る

こ

と
か

ら
、

本
事

例
は

周
辺

環
境

へ
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

 

プ
ロ
セ
ス
流

体
（

M
U

W
C
：
橙

色
部

）
と

検
出

配
管

の

充
填

水
（

純
水

：
水

色
部

）
は

接
し

て
い

る
た

め
、

プ

ロ
セ

ス
流

体
が

検
出

配
管

内
に

拡
散

す
る

こ
と

が
懸

念

さ
れ
る
が
、
通
常
の
計
器
点
検
に
お
い
て
は
、
計
器
弁
、

及
び
ド
レ
ン
弁
は
「
全
閉
」
し
て
お
り

S
D

フ
ァ
ン
ネ

ル
に
排
出
す
る
こ
と
は
な
い
。

  
な

お
、

検
出

器
点

検
後

は
、

計
器

テ
ス

ト
弁

か
ら

純
水

を
充

填
し

、
プ

ロ
セ

ス
側

の
母

管
ま

で
計

装
配

管
を

逆

流
さ
せ
る
よ
う
に
水
張
り
操
作
を
行
う
。

 

 

流
量

検
出

器
 

計
器
テ

ス
ト
弁

 
（

水
抜
き

，
水
張

り
口

）
 

計
器

弁
 

検
出

元
弁

 

検
出
座

 フ
ァ

ン
ネ

ル
入

口
弁
 

プ
ロ
セ

ス
流

体
と

接
し
て

い
る

状
態

ド
レ

ン
弁

 
SD

R
C

-4
40

51

LC
W

復
水
補

給
水
系

 
(M

U
W

C
)
 

 
 

 
 

復
水
補
給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 
 

 
 

 
 

検
出
配
管
（
純
水
充
填
部
）
 

 
 
 
 
本
来
接
続
す
べ
き
ラ
イ

ン
 

 
 
 
 
誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た

ラ
イ
ン
 

放
射

性
液
体

廃
棄
物
処

理
系

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

Ｓ
Ｄ

フ
ァ
ン

ネ
ル

R
C

-4
40

51
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
６

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
 
復
水
ろ
過
装
置
流
量
及
び
圧
力
検
出
器
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
す

る
、

ま
た

は
、

当
該

ド
レ

ン
配

管
を

閉
止

す
る
。

 
○

現
在

の
設

計
管

理
、

工
事

監
理

の
仕

組
み

に
加

え
、

継
続

的
な

教
育

に
よ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

に
対

す
る

意
識

向
上

に
よ

り
、

同
様

な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度

 
・
過
去
の
点
検
実
績
は
、

10
回
で
あ
っ
た
。

 
・

計
器

点
検

後
の

エ
ア

ー
ベ

ン
ト

及
び

計
器

交
換

で
の

排
水

は

純
水
と
考
え
ら
れ
る
が
、
水
抜
き
時
に
排
出
さ
れ
る
排
出
量
を

保
守
的
に

1,
50

0 
cm

3
と

仮
定

し
て

評
価

し
た

結
果

、
S

D
系

タ
ン

ク
か

ら
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
濃

度
は

約
0.

00
6 

B
q/

cm
3
と
評
価
さ
れ
、
検
出
限
界
値
（

 0
.0

4 
B

q/
cm

3 ）
未

満
と
な
っ
た
。

 
 ○
法
令
と
の
比
較

 
・

法
令

で
定

め
る

周
辺

監
視

区
域

外
の

水
中

の
濃

度
限

度

（
60

B
q/

cm
3 ）

と
比

較
す

る
と

、
本

事
例

で
放

出
さ

れ
る

ト

リ
チ
ウ
ム
濃
度
（
約

0.
00

6B
q/

cm
3 ）

は
約

10
,0

00
分
の

1
と
な
る
。

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○

復
水

浄
化

系
ろ

過
器

（
C

F
）

の
プ

リ
コ

ー
ト

流
量

検
出

器
＊

１
及

び
復

水
補

給
水

系
（

M
U

W
C
）

二
次

側
圧

力
検

出
器

＊
１
の

ド
レ

ン
配

管
が

、
放

射
性

液
体

廃
棄
物
処
理
系
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
＊
１
：
プ
リ
コ
ー
ト
流
量
及
び
復
水
補
給
水
二
次
側
圧
力
を
検
出
す
る
配
管
で
、
検
出
配
管
に
は
、
計
器
側
か
ら
純
水

(M
U

W
P

)が
充
填
さ
れ
て
い
る
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
建

設
当

時
か

ら
現

在
ま

で
の

設
計

の
考

え
方

で
は

、
計

器
ド

レ
ン

の
排

出
先

は
計

測
対

象
の

プ
ロ

セ
ス

流
体

（
C

F
）

の
処

理
す

る
場

合
と

同
じ

、
放

射
性

液

体
廃
棄
物
処
理
系
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
当
該
ド
レ
ン
配
管
の
あ
る
計
器
ラ
ッ
ク
近
傍
に
は
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
フ
ァ
ン

ネ
ル
が
な
い
た
め
検
討
の
結
果
、

M
U

W
C
は

基
本

的
に

放
射

性
核

種
を

ほ
と

ん
ど

含
ま

な
い

こ
と

か
ら

、
近

傍
の

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

す
る

設
計

と
し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
建
設
当
時
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
が
低
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

 〔
系
統
概
略
図
〕
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
濃

度
は

検
出

限
界

値
未

満
で

あ
る

こ

と
か

ら
、

本
事

例
は

周
辺

環
境

へ
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

 

プ
ロ
セ
ス
流
体
（

C
F
：
橙
色
部
）
と
検
出
配
管
の
充
填
水
（
純
水
：
水
色
部
）
は

接
し

て
い

る
た

め
、

プ
ロ

セ
ス

流
体

が
検

出
配

管
内

に
拡

散
す

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
が
、
検
出
配
管
内
の
水
は
静
止
流
体
で
あ
り
接
触
面
積
が
極
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
、

且
つ

検
出

配
管

長
が

長
い

こ
と

か
ら

、
計

器
点

検
後

の
エ

ア
ー

ベ
ン

ト
時

及
び

計
器

交
換

で
の

水
抜

き
時

に
ド

レ
ン

と
し

て
排

出
さ

れ
る

可
能

性
の

あ
る

充
填

水
に

プ
ロ

セ
ス
流
体
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
排
出
し
た
ド
レ
ン
は
純
水
と
考
え
ら
れ
る
。

 
な

お
、

検
出

器
点

検
後

は
、

計
器

テ
ス

ト
弁

か
ら

純
水

を
充

填
し

、
プ

ロ
セ

ス
側

の
母
管
ま
で
計
装
配
管
を
逆
流
さ
せ
る
よ
う
に
水
張
り
操
作
を
行
う
。

 

  

流
量
検
出

器
  

計
器
テ
ス

ト
弁
 

 
 

（
水

抜
き

，
水
張

り
口
）

 
 
 

計
器

弁
 

 
 検

出
元
弁
  
 

検
出
座
 
 
 

 
 
 
 
 

ド
レ
ン
弁
   

 
  
 

 

 

検
出

元
弁

 

圧
力

検
出

器
 

計
器

弁
 

ド
レ

ン
弁

 

検
出

座

ベ
ン

ト
 

弁
 

T
C
-
07
1
01
 

Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

復
水
ろ
過
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 

検
出
配
管
（
純
水
充
填
部
）
 

本
来
接
続
す
べ
き
ラ
イ
ン
 

誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

復
水

補
給

水
系

 

（
M
U
W
C
）

 
プ
ロ
セ
ス

流
体

と
 

接
し
て
い

る
状

態
 

ろ
過
器
 

（
C
F
）

 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
７

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
４
号
機
原
子
炉
建
屋

 非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
冷
却
系
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
（

A
）
廻
り
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
。

 
○
現
在
の
設
計
に
お
い
て
は
、
放
射
性
の
系
統
と
非
放
射
性
の
系
統

の
境
界
近
傍
か
ら
の
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
先
は

、
放
射
性
液
体
廃

棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
と
す
る
こ
と
を
明

確
に
し
て
お
り
、

同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
こ
れ
ま
で
の
運
用
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル

へ
の

排
出

実
績

が
な

い
こ

と
か

ら
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
は

な

か
っ
た
。
）

 

 
○
法
令
と
の
比
較
 

 
―
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
冷
却
系
（

E
E

C
W
）
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
（

A
）
に
接
続
さ
れ
る
燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
（

F
P

M
U

W
）
供
給
ラ
イ
ン
の

E
E

C
W

ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
る
と
こ
ろ
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
建
設
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、

F
P

M
U

W
系
統
水
が
流
入
す
る
当
該
ド
レ
ン
の
排
出
先
は
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ

ル
に
す
べ
き
配
管
で
あ
っ
た
が
、
配
管
施
工
図
で
は
当
該
ド
レ
ン
配
管
の
接
続
先
が
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
誤
接
続
に
至
っ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
建
設
当
時
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
が
低
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

   〔
系
統
概
略
図
〕

 

 

 

 

純
水
補
給
水
系
 

（
M
U
W
P
）
よ
り
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発

電
設

備
冷

却
系

(
E
E
C
W
)

サ
ー
ジ
タ
ン
ク
(
A
)
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
冷
却
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
ま
ず
） 

本
来
接
続
す
べ
き
ラ
イ
ン
 

誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
(
F
P
M
U
W
)

ポ
ン
プ
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設

備
冷
却

系
(
E
E
C
W
)
A
系
へ
 

万
が

一
の

F
P
M
U
W
系

統
水

の
流

入
を
考
慮
（
設
計
変
更
）
 

・
F

P
M

U
W

系
の
補
給
水
ラ
イ
ン
に
設
置
さ
れ
た
境
界
弁
は
運

転
中
・
定
検
中
と
も
に
開
閉
操
作
を
し
な
い
た
め
、

S
D

フ
ァ

ン
ネ
ル
へ
の

F
P

M
U

W
系
統
水
の
流
入
は
な
い
。

 
・
境
界
弁
は
過
去
に
点
検
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の

作
業
要
領

を
確
認
し
た
結
果
、
境
界
弁
の
点
検
前
の

F
P

M
U

W
系
統
水
抜
き
で
は

F
P

M
U

W
系
側
に
排
出
し
て
い

る
こ
と
、
点
検
後
の
水
張
り
は
当
該
弁
を
閉
め
て
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
に

F
P

M
U

W
系
統
水
が
流
入
し

た
可
能
性
は
な
い
。

 

R
S-
6
00
1
 

S
D

フ
ァ

ン
ネ

ル
か

ら
切

り
離

し
仮

設
ホ

ー
ス

に
て

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン

ネ
ル

に
排
出
す
る

よ
う

暫
定

措
置

を
実

施

ド
レ

ン
弁

 

境
界
弁

 

ド
レ

ン
配
管

 

Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル

放
射

性
液
体

廃
棄
物
処

理
系

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

添付資料-4-17

43



  

放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
８

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
４
号
機
原
子
炉
建
屋

 燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
～
残
留
熱
除
去
冷
却
系
調
圧
タ
ン
ク
（

A
）
非
常
用
補
給
水
配
管
ベ
ン
ト
配
管
に
お
け
る
接
続

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル

に
接
続
す
る
。

 
○
現
在
の
設
計
管
理
、
工
事
監
理
の
仕
組
み
に
加
え
、
継
続
的
な
教
育
に
よ
る

ト
リ
チ
ウ
ム
に
対
す
る
意
識
向
上
に
よ
り
、
同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
過
去
の

F
P

M
U

W
の
機
器
点
検
に
お
け
る
水
張
り
操
作
の
際
、
ベ
ン
ト

弁
を
開
操
作
し
て
満
水
確
認
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

F
P

M
U

W
系
統
水
が

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
に
計

13
回
排
出
さ
れ
た
。

 
・
こ
の
と
き
の
排
水
量
を
配
管
の
容
積
よ
り
保
守
的
に

1,
22

0c
m

3 ／
回
と
仮

定
し

て
評

価
し

た
結

果
、

S
D

受
タ

ン
ク

か
ら

放
出

さ
れ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

濃
度
は
約

0.
00

85
B

q/
cm

3
と
評
価
さ
れ
、
検
出
限
界
値
（

0.
04

 B
q/

cm
3 ）

未
満
と
な
っ
た
。

 
 

○
法
令
と
の
比
較
 

・
法
令
で
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
の
水
中
の
濃
度
限
度
（

60
B

q/
cm

3 ）
と

比
較

す
る

と
、

本
事

例
で

放
出

さ
れ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

濃
度

（
約

0.
00

85
B

q/
cm

3 ）
は
約

7,
00

0
分
の

1
と
な
る
。
 

  

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
（

F
P

M
U

W
）

か
ら

残
留

熱
除

去
冷

却
系

（
R

H
R

C
）

の
調

圧
タ

ン
ク

（
Ａ

）
へ

の
供

給
ラ

イ
ン

上
に

設
置

さ
れ

て
い

る

ベ
ン

ト
配

管
が

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
さ

れ
る

と
こ

ろ
、

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ

れ
た
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
建
設
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、

F
P

M
U

W
の
排
水
先
は
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
導
く
こ
と
と
し
て
い

る
が

、
当

該
ベ

ン
ト

配
管

の
近

傍
に

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
ベ

ン
ト

配
管

の
接

続
箇

所
を

プ
ラ

ン

ト
メ
ー
カ
で
再
検
討
し
た
結
果
、

F
P

M
U

W
は
基
本
的
に
放
射
性
核
種
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
接
続
す
る
設
計

と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
建
設
当
時
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
が
低
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

○
放
出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
は
検
出
限
界
値
未
満
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

事
例
は
周
辺
環
境
へ
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

ベ
ン
ト
配
管
 R

S
-7

00
1 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
（
R
H
R
C
）
 

調
圧
タ
ン
ク
（
A
）
 

純
水
補
給
水
系
 

（
M
U
W
P
）
よ
り
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
 

（
R
H
R
C
）
A
系
へ
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
ま
ず
）
 

本
来
接
続
す
べ
き
で
あ
っ
た
ラ
イ
ン
 

誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
 

(
F
P
M
U
W
)
ポ
ン
プ
 

ベ
ン
ト
弁

 

境
界
弁

 

ベ
ン
ト
配
管
 

Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処

理
系

 

フ
ァ
ン

ネ
ル

 

放
射
性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
 

フ
ァ
ン

ネ
ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

１
９

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
４
号
機
原
子
炉
建
屋

 燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
～
残
留
熱
除
去
冷
却
系
調
圧
タ
ン
ク
（

B
）
非
常
用
補
給
水
配
管
ベ
ン
ト
配
管
に
お
け
る
接
続

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル

に
接
続
す
る
。

 
○
現
在
の
設
計
管
理
、
工
事
監
理
の
仕
組
み
に
加
え
、
継
続
的
な
教
育
に
よ
る

ト
リ
チ
ウ
ム
に
対
す
る
意
識
向
上
に
よ
り
、
同
様
な
不
具
合

は
発
生
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
過
去
の

F
P

M
U

W
の
機
器
点
検
に
お
け
る
水
張
り
操
作
の
際
、
ベ
ン
ト

弁
を
開
操
作
し
て
満
水
確
認
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

F
P

M
U

W
系
統
水
が

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
に
計

13
回
排
出
さ
れ
た
。

 
・

こ
の

と
き

の
排

水
量

を
配

管
の

容
積

よ
り

保
守

的
に

41
0c

m
3 ／

回
と

仮

定
し

て
評

価
し

た
結

果
、

S
D

受
タ

ン
ク

か
ら

放
出

さ
れ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

濃
度
は
約

0.
00

29
B

q/
cm

3
と
評
価
さ
れ
、
検
出
限
界
値
（

0.
04

 B
q/

cm
3 ）

未
満
と
な
っ
た
。

 
 

○
法
令
と
の
比
較
 

・
法
令
で
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
の
水
中
の
濃
度
限
度
（

60
B

q/
cm

3 ）
と

比
較

す
る

と
、

本
事

例
で

放
出

さ
れ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

濃
度

（
約

0.
00

29
B

q/
cm

3 ）
は
約

20
,0

00
分
の

1
と
な
る
。
 

  

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
（

F
P

M
U

W
）
か
ら
残
留
熱
除
去
冷
却
系
（

R
H

R
C
）
の
調
圧
タ
ン
ク
（
Ｂ
）
へ
の
供
給
ラ
イ
ン
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ベ
ン

ト
配

管
が

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
さ

れ
る

と
こ

ろ
、

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
建
設
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、

F
P

M
U

W
の
排
水
先
は
放
射
性
液
体
廃
棄
物

処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
導
く
こ
と
と
し
て
い

る
が

、
当

該
ベ

ン
ト

配
管

の
近

傍
に

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
ベ
ン
ト
配
管
の
接
続
箇
所
を
プ
ラ
ン

ト
メ
ー
カ
で
再
検
討
し
た
結
果
、

F
P

M
U

W
は
基
本
的
に
放
射
性
核
種
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
接
続
す
る
設
計

と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
建
設
当
時
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
が

低
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

    

○
放
出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
は
検
出
限
界
値
未
満
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

事
例
は
周
辺
環
境
へ
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

 

ベ
ン
ト
配
管
 

R
S-
7
00
3
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
（
R
H
R
C
）
 

調
圧
タ
ン
ク
（
B
）
 

純
水
補
給
水
系
 

（
M
U
W
P
）
よ
り
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
 

（
R
H
R
C
）
B
系
へ
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 

残
留
熱
除
去
冷
却
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
ま
ず
）
 

本
来
接
続
す
べ
き
で
あ
っ
た
ラ
イ
ン
 

誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
 

(
F
P
M
U
W
)
ポ
ン
プ
 

ベ
ン
ト
弁

 

境
界
弁

 

ベ
ン
ト
配
管
 

Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処

理
系

フ
ァ
ン
ネ
ル

 

放
射

性
液
体

廃
棄
物
処
理
系
 

フ
ァ

ン
ネ
ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

２
０

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
４
号
機
 
原
子
炉
建
屋
放
射
性
ド
レ
ン
移
送
系
 
Ｒ
／
Ｂ
付
属
棟
低
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
Ａ
出
口
流
量
検
出
器
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
す

る
、

ま
た

は
、

当
該

ド
レ

ン
配

管
を

閉
止

す
る
。

 
○

現
在

の
設

計
管

理
、

工
事

監
理

の
仕

組
み

に
加

え
、

継
続

的
な

教
育

に
よ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

に
対

す
る

意
識

向
上

に
よ

り
、

同
様

な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
過
去
の
点
検
実
績
は
、

10
回
で
あ
っ
た
。
 

・
計
器
交
換
で
の
排
水
は
、
純
水
と
考
え
ら
れ
る
が
水
抜
き
時
に

排
出
さ
れ
る
量
を
保
守
的
に

20
0c

m
3
と
仮
定
し
て
評
価
し
た

結
果
、

S
D

受
タ
ン
ク
か
ら
放
出
さ
れ
る
ト
リ

チ
ウ
ム
濃
度
は

約
0.

00
1B

q/
cm

3
と

評
価

さ
れ

、
検

出
限

界
値

（
0.

04
 

B
q/

cm
3 ）

未
満
と
な
っ
た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法

令
で

定
め

る
周

辺
監

視
区

域
外

の
水

中
の

濃
度

限
度

（
60

B
q/

cm
3 ）

と
比

較
す

る
と

、
本

事
例

で
放

出
さ

れ
る

ト

リ
チ
ウ
ム
濃
度
（
約

0.
00

1B
q/

cm
3 ）

は
約

60
,0

00
分
の

1
と
な
る
。
 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○

放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系
（

R
D
）

の
Ｒ

／
Ｂ

付
属

棟
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

Ａ
出

口
流

量
計

＊
１
の

ド
レ

ン
配

管
が

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

フ
ァ

ン
ネ

ル

に
接
続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
＊

１
：

Ｒ
／

Ｂ
内

機
器

か
ら

の
ド

レ
ン

水
な

ど
を

処
理

す
る

サ
ン

プ
ピ

ッ
ト

の
出

口
流

量
を

検
出

す
る

配
管

で
、

検
出

配
管

に
は

流
量

検
出

器
側

か
ら

純
水

（
M

U
W

P
）
が
充
填
さ
れ
て
い
る
。

 
 〔
推
定
原
因
〕
 

○
建

設
当

時
か

ら
現

在
ま

で
の

設
計

の
考

え
方

で
は

、
計

器
ド

レ
ン

の
排

出
先

は
計

測
対

象
の

プ
ロ

セ
ス

流
体

（
R

D
）

を
処

理
す

る
場

合
と

同
じ

放
射

性
液

体

廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
建
設
時
に
は
、
そ
の
考
え
方
に
し
た
が
っ
て
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル

に
接
続
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
た
。
 

○
施
工
の
際
に
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
手
前
に
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
フ
ァ
ン
ネ
ル
番
号
も
酷
似
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
誤
っ
て
こ
れ

に
接
続
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
濃

度
は

検
出

限
界

値
未

満
で

あ
る

こ

と
か

ら
、

本
事

例
は

周
辺

環
境

へ
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

 

 

プ
ロ

セ
ス

流
体

（
R

D
：

橙
色

部
）

と
検

出
配

管
の

充
填

水
（
純
水
：
水
色
部
）
は
接
し
て
い
る
た

め
、
プ
ロ
セ
ス

流
体

が
検

出
配

管
内

に
拡

散
す

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る

が
、
検
出
配
管
内
の
充
填
水
は
静
止
流
体
で
あ
り
接
触
面

積
が
極
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
、
且
つ
検
出
配
管
長
が
長
い

こ
と
か
ら
、
計
器
点
検
及
び
交
換
時
に
ド
レ
ン
と
し
て
排

出
さ

れ
る

可
能

性
の

あ
る

充
填

水
に

プ
ロ

セ
ス

流
体

は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
排
出
し
た
ド
レ
ン
は
純
水
と
考
え
ら

れ
る
。

 
な
お
、
検
出

器
点
検
後
は
、
計
器
テ
ス
ト

弁
か
ら
純
水
を

充
填
し
、
プ
ロ
セ
ス
側
の
母
管
ま
で
計
装
配
管
を
逆
流
さ

せ
る
よ
う
に
水
張
り
操
作
を
行
う
。

 

 
 

 
 

放
射
性
ド
レ
ン

移
送
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 
 

 
 

 
 

検
出
配
管
（
純

水
充
填
部
）
 

 
 
 
 
本
来
接
続
す
べ
き
ラ
イ
ン
 

 
 
 
 
誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

 

流
量
検

出
器
 

計
器

テ
ス

ト
弁

 
（

水
抜

き
，
水

張
り
口

）

計
器

弁
 

検
出

元
弁

 

検
出
座

 

プ
ロ
セ

ス
流
体

と
接

し
て

い
る
状

態

ド
レ

ン
弁

 

SD

W
S

-0
2

53

LC
W

放
射
性

ド
レ

ン
移

送
系

(
R

D
) 

W
L

-0
25

3

W
S

-0
25

3

放
射

性
液
体

廃
棄
物
処

理
系

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ

ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

２
１
～
２
４

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所

1，
2
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
 
再
生
水
補
給
水
系
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続
（
①
，
②
，
③
，
④
）

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル

に
接
続
す
る
。

 
○
現
在
の
設
計
管
理
、
工
事
監
理
の
仕
組
み
に
加
え
、
継
続
的
な
教
育
に
よ
る

ト
リ
チ
ウ
ム
に
対
す
る
意
識
向
上
に
よ
り
、
同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
こ
れ
ま
で
の
運
用
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
の
排
出

実
績
が
な
い
こ
と
か
ら
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
は
な
か
っ
た
。

 

 
○
法
令
と
の
比
較
 

 
―
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
再
生
水
補
給
水
系
（

M
U

W
T
）
ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接

続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接

続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 

 
〔
推
定
原
因
〕

 
○
建
設
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
設
計
の
考
え
方
で
は
、

M
U

W
T
ド
レ
ン
の
排
出
先
は
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
導
く
こ
と
と

し
て

い
る

が
、

当
該

ド
レ

ン
箇

所
近

傍
に

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
ド

レ
ン

配
管

の
接

続
箇

所
を

プ

ラ
ン
ト
メ
ー
カ
で
再
検
討
し
た
結
果
、

M
U

W
T
は
基
本
的
に
放
射
性
核
種
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
接
続
す
る
設

計
と
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
建
設
当
時
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
が
低
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

  
〔
系
統
概
略
図
〕

 

  

 
 

 

再
生
水
補
給
水
系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
 

本
来
接
続
す
べ
き
ラ
イ
ン
 

誤
接
続
と
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
ン
 

P
1
2
-F
5
46
 

P
1
2
-F
5
47
 

P
1
2
-F
5
48
 

洗
浄
槽
へ

 

高
電
導
度
 

(
HC
W)
 

貯
留
水
タ
ン
ク
 

(
Ａ
)
 

(
Ｂ
)
 

(
Ｃ
)
 

(
Ｄ
)
 P
1
2
-F
5
49
 

W
C
-
50
0
3
 

W
C
-
50
0
7
 

W
C
-
50
0
8
 

W
C
-
50
0
9
 

 

①
 

②
 

③
 

④
 

放
射
性

液
体

廃
棄
物
処

理
系

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

Ｓ
Ｄ

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

①
 
W
C
-
5
0
0
3
 

②
 
W
C
-
5
0
0
7
 

③
 
W
C
-
5
0
0
8
 

④
 
W
C
-
5
0
0
9
 

暫
定

措
置
と

し
て

SD
フ

ァ
ン
ネ

ル
か

ら

切
り

離
し
閉

止
キ

ャ
ッ

プ
を

取
付

 
高
電
導
度
 

(
HC
W)
 

貯
留
水
ポ
ン
プ
 

高
電
導
度
(
H
C
W
）
濃
縮
器
 

こ
れ

ま
で

の
運

用
を

確
認

し
た

結
果

、
当

該

ド
レ

ン
弁

の
操

作
実

績
が

な
い

こ
と

か
ら

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
の
排
出
は
な
か
っ
た
。
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 
２

５
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
ト
レ
ン
チ
内
 
再
生
水
補
給
水
系
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当
該
ド
レ
ン
配
管
を
切
断
・
閉
止
し

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
と
隔
離
し
た
。
今
後
、

当
該
ド
レ
ン
配
管
を
使
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

 
○
現
在
の
設
計
管
理
、
工
事
監
理
の
仕
組
み
に
加
え
、
継
続
的
な
教
育
に
よ
る

ト
リ
チ
ウ
ム
に
対
す
る
意
識
向
上
に
よ
り
、
同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
こ
れ
ま
で
の
運
用
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
の
排
出

実
績
が
な
い
こ
と
か
ら
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
は
な
か
っ
た
。

 

 
○
法
令
と
の
比
較
 

 
―
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
再
生
水
補
給
水
系
（

M
U

W
T
）
の

ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
フ
ァ
ン
ネ
ル
に

接
続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル

に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 

 
〔
推
定
原
因
〕

 
○

建
設

当
時

か
ら

現
在

ま
で

の
設

計
の

考
え

方
で

は
、

M
U

W
T

ド
レ

ン
の

排
出

先
は

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系
の

フ
ァ

ン
ネ

ル
へ

導
く

こ
と

と
し

て
い

る
が

、
当

該
ド

レ
ン

箇
所

近
傍

に
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

の
フ

ァ
ン

ネ
ル

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

ド
レ

ン
配

管
の

接
続

箇
所

を

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
が

再
検

討
し

た
結

果
、

M
U

W
T

は
基

本
的

に
放

射
性

核
種

を
ほ

と
ん

ど
含

ま
な

い
こ
と

か
ら

、
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

へ
接

続
す

る
設
計
と
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
建
設
当
時
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
が
低
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

 
 

 

 
 

 

洗
浄
槽
へ
 

廃
棄
物
処
理
建
屋
 

高
電

導
度

(
H
C
W
)
 

貯
留
水
ポ
ン
プ
 

W
C-
1
51
1
 P
12
-F
54
3
 

再
生

水
補
給

水
系

（
ト

リ
チ

ウ
ム

含
む

）
 

誤
接

続
と
確

認
さ

れ
た

ラ
イ

ン
 

こ
れ
ま
で
の
運
用
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該
ド

レ
ン

弁
の

操
作

実
績

が
な

い
こ

と
か

ら
S

D
フ
ァ

ン
ネ
ル
へ
の
排
出
は
な
か
っ
た
。

 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処

理
系

 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

本
来

接
続
す

べ
き

ラ
イ

ン
 

Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

S
D
フ

ァ
ン
ネ
ル

か
ら

切
り

離
し

閉

止
キ
ャ
ッ
プ
取
付
処
置
を
実
施
 

ド
レ
ン
弁
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

２
６

 
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
ト
レ
ン
チ
内
 
復
水
補
給
水
系
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当
該
ド
レ
ン
配
管
を
切
断
・
閉
止
し

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
と
隔
離
し
た
。
今
後
、

当
該
ド
レ
ン
配
管
を
使
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

 
○
現
在
の
設
計
管
理
、
工
事
監
理
の
仕
組
み
に
加
え
、
継
続
的
な
教
育
に
よ
る

ト
リ
チ
ウ
ム
に
対
す
る
意
識
向
上
に
よ
り
、
同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
復
水
補
給
水
系

(M
U

W
C

)の
ド
レ
ン
配
管
が
、
本
来
は
閉
止
等
処
置
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

 

 
〔
推
定
原
因
〕

 
○
当
該
配
管
は

M
U

W
C

系
統
の
建
設
時

の
耐
圧
試
験
、
配
管
洗
浄
作
業
に
使
用
し
た
清
浄
な
水
の
排
出
用
に
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
た
も

の
で

、
運

転
開

始
以

降
は

使
用

し
な

い
た

め
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

か
ら

切
り

離
す

べ
き

で
あ

っ
た

が
、

建
設

時
の

作
業

が
完

了
し

た
後

に
切

断
・

閉

止
の

処
置

が
行

わ
れ

な
い

ま
ま

現
状

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

建
設

当
時

は
、

ト
リ

チ
ウ

ム
の

放
出

管
理

に
対

す
る

認
識

が
低

か

っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

   

 

１
号
機
T
/
B
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ
 

廃
棄
物

処
理

建
屋

２
号
機
T
/
B
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ
 

W
C-
1
51
2
 P
13
-
F5
5
9
 

本
来

実
施
す

べ
き

処
置

（
切

断
・

閉
止

）
 

復
水

補
給
水

系
(
ト

リ
チ

ウ
ム
含

む
)
 

誤
接

続
と
確

認
さ

れ
た

ラ
イ

ン
 

こ
れ

ま
で

の
運

用
を

確
認

し
た

結
果

、
当

該

ド
レ

ン
弁

の
操

作
実

績
が

な
い

こ
と

か
ら

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
の
排
出
は
な
か
っ
た
。

 Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

S
D
フ

ァ
ン
ネ
ル

か
ら

切
り

離
し

閉

止
キ
ャ
ッ
プ
取
付
を
実
施
 

切
断
・
閉
止

 

ド
レ
ン
弁
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

２
７

 
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 

格
納
容
器
酸
素
分
析
計
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
。
 

○
現

在
は

、
サ

ン
プ

リ
ン

グ
メ

ー
カ

に
よ

る
施

工
図

書
の

作
成

後

に
、

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
設

計
者

が
確

認
を

行
う

よ
う

改
善

さ
れ

て
お
り
、
同
様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

  

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
Ｄ

／
Ｗ

内
雰

囲
気

に
は

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
が

蒸
発

し
た

ト
リ

チ
ウ

ム
を

含
む

湿
分

が
微

量
に

存
在

す
る

が
、

今

回
誤

接
続

が
確

認
さ

れ
た

配
管

か
ら

は
Ｄ

／
Ｗ

か
ら

サ
ン

プ

ル
し

た
ガ

ス
中

の
湿

分
の

凝
縮

水
（

ド
レ

ン
）

が
フ

ァ
ン

ネ

ル
へ
排
出
さ
れ
る
。
ド
レ
ン
の
発
生
量
を

2
1
0
c
m
3
／
月
と
仮

定
し

て
、

Ｓ
Ｄ

収
集

タ
ン

ク
か

ら
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム

濃
度

を
保

守
的

に
評

価
し

た
結

果
、

濃
度

は
約

2
.
4
×

1
0
-
3
B
q
/
c
m3
と
評
価
さ
れ
、
検
出
限
界
値
(
1
.
4
×
1
0
-
1
B
q
/
c
m3
)

未
満
と
な
っ
た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法

令
で

定
め

る
周

辺
監

視
区

域
外

の
水

中
の

濃
度

限
度

（
6
0
B
q
/
c
m
3
）

と
比

較
す

る
と

、
本

事
例

で
放

出
さ

れ
る

ト

リ
チ
ウ
ム
濃
度
（
約

2
.
4
×
1
0
-
3
B
q
/
c
m3
）
は

約
2
0
,
0
0
0
分
の

１
と
な
る
。
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
Ｄ
／
Ｗ
酸
素
分
析
計
ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ

る
べ
き
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
箇

所
が
１
箇
所
確
認
さ
れ
た
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
の
設
計
で
は
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
当
該
分
析
計
が
設
置
さ
れ
た
ラ
ッ
ク
の
詳

細
設
計
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ラ
ッ
ク
近
傍
に
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
が

設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
建
設
時
に
、
当
該
分
析
計
の
設
置
工

事
を
実
施
す
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
メ
ー
カ
が
施
工
図
書
を
作
成
し
た
が
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
メ
ー
カ
と

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
と
の
間
で
十
分
な
調
整
及
び
整
合
性
確
認

が
な
い
ま
ま
、
施
工
図
書
に
接
続
先
を
近
傍
の
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
と
記
載
し
、
そ
の
ま
ま
施
工
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
 

 

 〔
系
統
概
略
図
〕

 

 

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
の

濃
度

は
検

出
限

界
値

未
満

で
あ

る

こ
と

か
ら

、
本

事
例

は
周

辺
環

境
へ

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な
い
。

 

凝
縮

水

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
フ

ァ
ン

ネ
ル

放
水

口

廃
棄

物
処

理
建

屋

に
お

い
て

廃
液

処
理

液
体

放
射

性
廃

棄
物

処
理

系
フ

ァ
ン

ネ
ル

高
電

導
度

廃
液

収
集

タ
ン

ク

脱
湿

さ
れ

た
Ｎ

２
が

戻
る

原
子

炉
格

納
容

器

空
間

部
の

Ｎ
２

を
吸

引

酸
素

分
析

計ポ
ン

プ

空
間

部
の

Ｎ
２

を
吸

引

約
2

1
0

c
m

3
/
月

 発
生

冷 却 器

Ｏ
２

　
　

　
　

　
今

回
、

排
出

間
違

い
が

確
認

さ
れ

た
ラ

イ
ン

　
　

　
　

　
本

来
、

接
続

す
べ

き
で

あ
っ

た
ラ

イ
ン

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
サ

ン
プ

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
収

集
タ

ン
ク

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ

ポ
ン

プ
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

２
８

 
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
蒸
気
管
差
圧
検
出
配
管
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
。

 
○

現
在

の
設

計
に

お
い

て
は

、
ド

レ
ン

接
続

先
を

プ
ロ

セ
ス

流
体

の
ド

レ
ン

接
続

先
と

あ
わ

せ
る

こ
と

を
明

確
に

し
て

お
り

、
同

様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度

 
・

通
常

の
点

検
手

順
に

お
い

て
プ

ロ
セ

ス
流

体
を

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン

ネ
ル

に
流

す
こ

と
は

な
い

が
、

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

排
出

す

る
こ

と
が

可
能

な
配

管
構

造
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

計

器
か

ら
の

ド
レ

ン
の

全
量

が
プ

ロ
セ

ス
流

体
且

つ
計

器
点

検

時
に
排
出
さ
れ
る
ド
レ
ン
量
を

2
1
0
c
m
3
と
保
守
的
に
仮
定
し

て
、

Ｓ
Ｄ

収
集

タ
ン

ク
か

ら
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
濃

度

を
評
価
し
た
結
果
、
濃
度
は
約

2
.
4
×
1
0
-
3
B
q
/
c
m3
と
評
価
さ

れ
、
検
出
限
界
値
（
1
.
4
×
1
0
-
1
B
q
/
c
m3
）
未
満
と
な
っ
た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法

令
で

定
め

る
周

辺
監

視
区

域
外

の
水

中
の

濃
度

限
度

（
6
0
B
q
/
c
m
3 ）

と
比
較
す
る
と
、
本
事
例
で
放

出
さ
れ
る
ト
リ

チ
ウ
ム
濃
度
（
約

2
.
4
×
1
0
-
3
B
q
/
c
m3
）
は
約

2
0
,
0
0
0
分
の
１

と
な
る
。
 

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
蒸
気
管
差
圧
検
出
配
管

＊
１
の
ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理

系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ

ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
１
箇
所
確
認
さ
れ
た
。

 
*
１
：
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
タ
ー
ビ
ン
の
駆
動
蒸
気
の
差
圧
を
検
出
す
る
配
管
で
、
検
出
配
管
に
は
水
位
検
出
器
側
か
ら
純
水

(Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｐ

)が
充
填
さ
れ
て
い
る
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
計
器
ド
レ
ン
の
排
出
先
は
、
計
測
対
象
の
プ
ロ
セ
ス
流
体
を
処
理
す
る
場
合
と
同
じ
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
へ
接
続
す
べ
き
で
あ
る
が
、
設
計
当
時
は
そ

の
考
え
方
が
文
書
で
明
確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
該
箇
所
は
設
計
段
階
か
ら
Ｓ
Ｄ
フ
ァ

ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

○
ト

リ
チ

ウ
ム

が
仮

に
放

出
さ

れ
た

と
保

守
的

に
評

価
し

て
も

、

そ
の

濃
度

は
検

出
限

界
値

未
満

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

本
事

例
は

周
辺
環
境
へ
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

フ
ァ
ン
ネ
ン
ル
入
り
口
弁
 

Ｓ
Ｄ
フ
ァ

ン
ネ
ル

 

プ
ロ
セ
ス
流
体
と
接
し
て
い
る
状
態

 

検
出
元
弁

 

検
出
座

 

計
器
弁

 

計
装
ラ
ッ
ク

 

入
り
口
弁

 

Ｄ
Ｐ
Ｔ

 

計
器
テ
ス
ト
弁

 

（
水
抜
き
、
水
張
り
口
）
 

プ
ロ

セ
ス

流
体

（
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
駆

動
蒸

気
）

と
検

出
配

管

の
充

填
水

（
純

水
）

は
接

し
て

い
る

た
め

、
プ

ロ
セ

ス

流
体

が
検

出
配

管
内

に
拡

散
す

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る

が
、

検
出

配
管

内
の

水
は

静
止

流
体

で
あ

り
接

触
面

積

が
極

わ
ず

か
で

あ
る

こ
と

且
つ

検
出

配
管

長
が

長
い

こ

と
か

ら
、

計
器

点
検

時
に

ド
レ

ン
と

し
て

排
出

さ
れ

る

可
能

性
の

あ
る

計
器

廻
り

の
水

中
に

プ
ロ

セ
ス

流
体

は

含
ま

れ
て

お
ら

ず
、

排
出

し
た

ド
レ

ン
は

純
水

と
考

え

ら
れ
る
。

 

計
器
点
検
後
の
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ
て
は
、
計
器
テ
ス
ト
弁
か

ら
純
水
を
充
填
し
、
プ
ロ
セ
ス
側
の
母
管
ま
で
計
装
配
管
を
逆
流
さ

せ
る
よ
う
に
水
張
り
操
作
を
行
う
。

 

→
：
今
回

、
排
出

間
違
い
が

あ
っ
た

ラ
イ
ン

 

→
：
本
来

接
続
す

べ
き
で
あ

っ
た
ラ

イ
ン

 

放
射
性
液

体
廃
棄

物
処
理
系

フ
ァ
ン

ネ
ル
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

２
９

 
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 
燃
料
プ
ー
ル
浄
化
系
ス
キ
マ
ー
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
計
配
管
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
。

 
○

現
在

の
設

計
に

お
い

て
は

、
ド

レ
ン

接
続

先
を

プ
ロ

セ
ス

流
体

の
ド

レ
ン

接
続

先
と

あ
わ

せ
る

こ
と

を
明

確
に

し
て

お
り

、
同

様
な
不
具
合
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
通
常
の
点
検
手
順
に
お
い
て
プ
ロ
セ
ス
流
体
を
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン

ネ
ル
に
流
す
こ
と
は
な
い
が
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
排
出
す

る
こ
と
が
可
能
な
配
管
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計

器
か
ら
の
ド
レ
ン
の
全
量
が
プ
ロ
セ
ス
流
体
且
つ
計
器
点
検

時
に
排
出
さ
れ
る
ド
レ
ン
量
を
、
3
7
0
c
m
3
と
保
守
的
に
仮
定

し
て
、
Ｓ
Ｄ
収
集
タ
ン
ク
か
ら
放
出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
濃

度
を
評
価
し
た
結
果
、
濃
度
は
約

4
.
2
×
1
0
－

３
B
q
/
c
m
３
と
評

価
さ
れ
、
検
出
限
界
値
（
1
.
4
×
1
0
－

１
B
q
/
c
m
３
）
未
満
と
な
っ

た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法
令
で
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
の
水
中
の

濃
度
限
度

（
6
0
B
q
/
c
m
3 ）

と
比
較
す
る
と
、
本
事
例
で
放
出
さ
れ
る
ト
リ

チ
ウ
ム
濃
度
（
約

4
.
2
×
1
0
－

３
B
q
/
c
m３

）
は

約
1
0
,
0
0
0
分
の

１
と
な
る
。
 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕
 

○
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
（
Ｆ
Ｐ
Ｃ
）
ス
キ
マ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
計
配
管
の
ド
レ
ン
配
管
が
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
る

べ
き
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
１
箇
所
確
認
さ
れ
た
。
 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
計
器
ド
レ
ン
の
排
出
先
は
、
計
測
対
象
の
プ
ロ
セ
ス
流
体
を
処
理
す
る
場
合
と
同
じ
放
射
性
液
体

廃
棄
物
処
理
系
へ
接
続
す
べ
き
で
あ
る
が
、
設
計
当
時
は
そ

の
考
え
方
が
文
書
で
明
確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
該
箇
所
は
設
計
段
階
か
ら
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 

  

○
ト

リ
チ

ウ
ム

が
仮

に
放

出
さ

れ
た

と
保

守
的

に
評

価
し

て
も

、

そ
の

濃
度

は
検

出
限

界
値

未
満

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

本
事

例
は

周
辺
環
境
へ
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

 

L
T
0
2
0
 

L
T
0
2
1
 

S
D
 

ス
キ
マ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
 

計
装
ラ
ッ
ク
 

〔
系
統
概
略
図
〕

 
計
器
点
検
後
の
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ
て
は
、
計
器

テ
ス
ト
弁
か
ら
純
水
を
充
填
し
、
プ
ロ
セ
ス
側
の
母
管

ま
で

計
装

配
管

を
逆

流
さ

せ
る

よ
う

に
水

張
り

操
作

を
行
う
。

 

Ｆ
Ｐ
Ｃ
系
統
水
 

純
水
充
填
部
 

本
来
接
続
す
る
配
管
 

 

計
器
テ
ス
ト
弁

 
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｐ
水
張
り

 Ｆ
Ｐ
Ｃ
ポ
ン
プ
へ

 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル

 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系

 
フ
ァ
ン
ネ
ル

 

プ
ロ

セ
ス

流
体

（
Ｆ

Ｐ
Ｃ

系
統

水
）

と
検

出
配

管
の

充
填

水
（

純
水

）
は

接
し

て
い

る
た

め
、

プ
ロ

セ
ス

流
体

が
検

出
配

管
内

に
拡

散
す

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
が

、
検

出
配

管
内

の
水

は
静

止
流

体
で

あ
り

接
触

面
積

が
極

わ
ず

か
で

あ
る

こ
と

且
つ

検
出

配
管

長
が

長
い

こ
と

か
ら

、
計

器
点

検
時

に
ド

レ
ン

と
し

て
排

出
さ

れ
る

可
能

性
の

あ
る

計
器

廻
り

の
水

中
に

プ
ロ

セ
ス

流
体

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
排

出
し

た
ド

レ
ン

は
純

水
と
考
え
ら
れ
る
。
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放
射

性
廃

棄
物

処
理

配
管

に
お

け
る

接
続

調
査

結
果

 

３
０

 
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機

 再
生
水
補
給
水
系
ド
レ
ン
配
管
に
お
け
る
接
続

 

調
査
結
果
の
概
要

 
対

 
策

 

○
当

該
ド

レ
ン

配
管

を
改

造
し

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

フ

ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
。

 
○

現
在

の
当

社
の

設
計

管
理

に
お

い
て

は
、

設
計

に
係

る
系

外
放

出
の

有
無

を
設

計
レ

ビ
ュ

ー
に

て
確

認
す

る
運

用
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

現
在

の
設

計
で

は
同

様
の

事
象

は
発

生
し

な
い

も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

放
出
放
射
能
量
評
価

 

○
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
濃
度
 

・
平

成
１

２
年

１
１

月
１

日
に

施
工

後
の

通
水

確
認

と
し

て
当

該
ド

レ
ン

配
管

に
Ｍ

Ｕ
Ｗ

Ｔ
系

の
水

を
流

し
て

い
る

。
ド

レ

ン
の

全
量

が
Ｍ

Ｕ
Ｗ

Ｔ
系

の
水

で
あ

り
且

つ
Ｓ

Ｄ
サ

ン
プ

へ

の
流
入
量
を

7
3
0
0
c
m
3 （

元
弁
０
６
９
弁
か
ら
ホ
ー
ス
コ
ネ
ク

シ
ョ

ン
ま

で
と

ド
レ

ン
配

管
の

体
積

の
２

倍
）

と
保

守
的

に

仮
定

し
て

、
Ｓ

Ｄ
収

集
タ

ン
ク

か
ら

放
出

さ
れ

る
ト

リ
チ

ウ

ム
濃
度
を
評
価
し
た
結
果
、
濃
度
は
約

3
.
9
×
1
0
-
2
B
q
/
c
m3
と

評
価

さ
れ

、
検

出
限

界
値

(
1
.
4
×

1
0
-1
B
q
/
c
m3
)
未

満
と

な
っ

た
。
 

 ○
法
令
と
の
比
較
 

・
法

令
で

定
め

る
周

辺
監

視
区

域
外

の
水

中
の

濃
度

限
度

（
6
0
B
q
/
c
m
3 ）

と
比
較
す
る
と
、
本
事
例
で
放
出
さ
れ
る
ト
リ

チ
ウ
ム
濃
度
（
約

3
.
9
×
1
0
-
2
B
q
/
c
m3
）
は
約

1
,
0
0
0
分
の
１

と
な
る
。

 

外
部
へ
の
影
響

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○

平
成

１
２

年
の

ア
ク

シ
デ

ン
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

対
策

＊
１
工

事
に

伴
っ

て
追

設
し

た
再

生
水

補
給

水
系

＊
２
の

ド
レ

ン
配

管
が

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接
続

さ
れ

て

い
る
箇
所
が
１
箇
所
確
認
さ
れ
た
。
 

＊
１
：
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
策
と
は
、
事
故
発
生
時
、
そ
れ
が
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
拡
大
す
る
の
を
防
い
だ
り
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に

拡
大
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
措
置
。
 

＊
２
：
原
子
炉
一
次
系
の
水
を
再
生
し
た
も
の
で
ガ
ン
マ
核
種
は
検
出
限
界
以
下
で
あ
る
が
ト
リ

チ
ウ
ム
は
含
ま
れ
て
い
る
。
 

 〔
推
定
原
因
〕

 
○
誤
接
続
が
確
認
さ
れ
た
箇
所
の
基
本
と
し
て
、
配
管
計
装
線
図
（
Ｐ
＆
Ｉ
Ｄ
）
を
起
こ
し
た
プ
ラ

ン
ト
メ
ー
カ
は
、
一
般
的
な
認
識
と
し
て
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｔ
系
の
ド

レ
ン
配
管
を
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
が
、
詳
細
設
計
を
行
っ
た
企
業
が
現
場
調
査
し
た
際
に
、
当
該

箇
所
近
傍
に
予
定
し
て
い
た
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
が
な
か
っ
た
た
め
、
近
傍
に
あ
っ
た
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
と
し
た
。

現
場
施
工
を
し
た
企
業
は
詳
細
設
計
の
通
り
に
施
工
し
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
に
疑
問
を
持
た
な
か
っ
た
。

 
当
社
は
、
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｔ
系
は
基
本
的
に
は
ト

リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
核
種
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
や
、
当
時
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
が
低
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
す
る
こ
と
に
疑
問
を
持
た
な
か
っ
た
。

 

  〔
系
統
概
略
図
〕

 

    

○
放

出
さ

れ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
の

濃
度

は
検

出
限

界
値

未
満

で
あ

る

こ
と

か
ら

、
本

事
例

は
周

辺
環

境
へ

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な

い
。

 

Ｒ
Ｐ
Ｖ
ペ

デ
ス
タ

ル
 

除
染
用

 
Ｃ
Ｒ
Ｄ
補

修
室

 
除
染
用

 

Ａ
Ｍ
工
事
前

 

ペ
ネ

 

F
0
5
8
 

F
0
5
5
 

Ａ
Ｍ
工
事
後

 
再
生
水
補

給
水

系
 

（
Ｍ
Ｕ
Ｗ

Ｔ
）

 

ホ
ー

ス
 

（
ペ

デ
ス

タ
ル
へ

 
注

水
時

の
み
接
続

）
 

Ｃ
Ｒ
Ｄ
補

修
室

 
除
染
用

 

Ｒ
Ｐ

Ｖ
ペ

デ
ス

タ
ル

 
Ａ

Ｍ
対

策
工

事
 

切
断

 

ホ
ー

ス
コ

ネ
ク
タ

 

Ｓ
Ｄ
サ
ン

プ
へ

 

：
新
設
箇
所

 F
6
4
1
 

F
0
6
9

F
0
5
5
 

F
0
5
8
 

切
断

復
水

補
給

水
系

 
（

Ｍ
Ｕ

Ｗ
Ｃ

）
 

ペ
ネ

 

再
生
水
補

給
水
系

 

（
Ｍ
Ｕ
Ｗ

Ｔ
）

 

Ｒ
Ｐ

Ｖ
ペ

デ
ス

タ
ル

 
除

染
用

 

Ｒ
Ｐ

Ｖ
：

原
子

炉
圧
力
容
器

 

Ｃ
Ｒ

Ｄ
：

制
御

棒
駆
動
系
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要
因
分
析
表

事
象

時
期

調
査
結
果

評
価

評
価

昭
和

5
1
年
以
前

昭
和
5
1
年
に
「
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
周
辺
の
線
量
目
標
値
に
対
す
る
評
価
指
針
」
が
国
（
原
子
力
委
員
会
）
に
よ
り
制
定
さ
れ
る
以
前
は
、
平
常
運
転

時
の
原
子
炉
施
設
周
辺
の
線
量
評
価
に
関
す
る
統
一
的
な
手
法
が
な
か
っ
た
。

放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
に
際
し
て
は
線
量
評
価
を
行
い
、
年
間
0
.5
レ
ム
（
5
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
を
十
分
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
一
方
、
放
射
性

液
体
廃
棄
物
の
放
出
に
際
し
て
は
線
量
評
価
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
放
出
前
に
放
射
能
濃
度
を
測
定
し
、
復
水
器
冷
却
水
路
中
に
お
け
る
濃
度
が
、
「
核
原
料
物
質
、

核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
定
め
ら
れ
た
水
中
許
容
濃
度
以
下
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
復
水
器
冷
却
水
で
ま
ぜ
て
放
出
す

る
こ
と
の

み
を
定

め
て
い
た
。

な
お
、
昭

和
5
0
年

頃
ま
で
は

、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
の

放
出

に
際

し
て
、
ガ
ン
マ
線

の
放

射
能

濃
度

は
測

定
し
て
い
た
が

、
ト
リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
は

測
定

し
て

い
な
か

っ
た
。

国
（
原
子
力
委
員
会
）
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
測
定
指
針
や
評
価
指
針
が
策
定
さ
れ
る
以
前

は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

放
出

管
理

に
対

す
る
認

識
は

な
い
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の

当
時

の
設

計
時

や
施

工
時

に
お
い
て
は

、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

放
出

管
理

の
認

識
の
低
さ
に
よ
り
、
接
続
先
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
を
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

○

昭
和

5
1
年
頃
～
昭

和
6
2
年

頃

「
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
お
け
る
放

出
放

射
性

物
質

の
測

定
に
関

す
る
指

針
」
が

国
（
原

子
力

委
員

会
）
に
よ
り
策

定
さ
れ

る
見

込
み

と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
昭

和
5
0
年

頃
か

ら
放

射
性

液
体

廃
棄

物
の

放
出

に
際

し
て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
濃

度
を
自

主
的

に
測

定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
昭

和
5
1
年

に
「
発

電
用

軽
水

型
原
子
炉
施
設
周
辺
の
線
量
目
標
値
に
対
す
る
評
価
指
針
」
が
国
（
原
子
力
委
員
会
）
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
以
降
の
設
置
（
変
更
）
許

可
申
請
で
は
、
平
常
運
転

時
の
原
子
炉
施
設
周
辺
の
線
量
評
価
に
関
し
て
、
現
在
と
同
様
の
手
法
で
放
射
性
液
体
廃
棄
物
と
し
て
の
ト
リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
も
評
価
に
含
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。

指
針
が
策
定
さ
れ
て
以
降
も
、
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
管
理
に
大
き
く
関
与
す
る
指
針
で
は
な
か
っ

た
こ
と
か

ら
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

放
出

管
理

に
対

す
る
認

識
は

な
か

っ
た
と
推

定
さ
れ

る
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の

当
時

の
設

計
時

や
施

工
時

に
お
い
て
は

、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

放
出

管
理

の
認

識
の
低
さ
に
よ
り
、
接
続
先
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
を
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

○

昭
和

6
2
年
～

昭
和

6
2
年

に
資

源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁

よ
り
「
実

用
発

電
用

原
子

炉
施

設
保

安
規

定
の

策
定

指
針

及
び
解

説
」
が

発
出

さ
れ

た
こ
と
に
伴

い
、
ト
リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て

も
年
間
の
放
出
管
理
基
準
値
を
保
安
規
定
に
定
め
て
放
出
量
（
総
量
）
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ト
リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
放
出
管
理
基
準
値
を
保
安
規
定
に
定
め
て
放
出
量
（
総
量
）
管
理
す
る

よ
う
に
な
っ
た
以
降
も
、
そ
れ
ま
で
ト
リ
チ
ウ
ム
が
管
理
さ
れ
な
い
時
代
が
長
期
に
わ
た
っ
た

こ
と
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は

分
離

等
の

処
理

に
よ
り
除

去
で
き
な
い
た
め
、
処

理
を
行

わ
ず
に
毎
年

ほ
ぼ

一
定

量
を
排

出
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ

以
前

の
測

定
実

績
か

ら
放

出
量

が
放

出
管

理
基

準
値

を
超

え
る
こ
と
は

な
い
と
考

え
ら
れ

て
い
た
こ
と
か

ら
ト
リ
チ
ウ
ム
の

放
出

管
理
に
対
す
る
認
識
は
低
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
認
識
の
低
さ
に
よ

り
、
設

計
時

や
施

工
時

に
お
い
て
接

続
先

の
フ
ァ
ン
ネ
ル

を
誤

っ
た
可

能
性

が
あ
る
。

△

基
本
的
な
考
え
方

～
現
在

廃
液
を
放
射
性
と
非
放
射
性
に
区
分
し
て
収
集
し
、
処
理
す
る
と
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
1
F
の
設
計
当
時
か
ら
考
慮
さ
れ
て
い
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

－
×

2
F
3
,4
の
建
設
以

前
放

射
性

の
系

統
と
非

放
射

性
の

系
統

の
境

界
近

傍
よ
り
廃

液
を
排

出
す
る
場

合
に
は

、
境

界
弁

の
開

閉
操

作
や

不
具

合
を
考

慮
し
、
当

該
排

出
位

置
が

非
放

射
性
の
系
統
に
属
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
廃
液
を
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
導
く
と
の
考
え
方
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

放
射

性
の

系
統

と
非

放
射

性
の

系
統

の
境

界
近

傍
よ
り
廃

液
を
排

出
す
る
場

合
で
、
当

該
排
出
位
置
が
非
放
射
性
の
系
統
に
属
す
る
場
合
は
、
接
続
先
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
を
誤
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。

○

2
F
3
,4
の
建
設
以

降
放

射
性

の
系

統
と
非

放
射

性
の

系
統

の
境

界
近

傍
よ
り
廃

液
を
排

出
す
る
場

合
に
は

、
境

界
弁

の
開

閉
操

作
や

不
具

合
を
考

慮
し
、
当

該
排

出
位

置
が

非
放

射
性
の
系
統
に
属
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
廃
液
を
放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
導
く
と
の
考
え
方
が
明
確
で
あ
っ
た
。

－
×

K
K
2
,5
の

建
設

以
前

計
測
対
象
が
放
射
性
流
体
の
場
合
に
は
、
計
器
か
ら
の
排
水
を
放
射
性
液
体
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
と
の
考
え
方
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

計
測
対
象
が
放
射
性
流
体
の
場
合
、
計
器
か
ら
の
排
水
は
、
計
測
対
象
と
同
様
に
放
射
性

液
体
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
と
の
考
え
方
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
放
射
性
流
体
の

計
測
用
に
設
置
さ
れ
た
計
装
配
管
は
純
水
で
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
接
続
先
の
フ
ァ
ン

ネ
ル
を
誤

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

○

K
K
2
,5
の

建
設

以
降

計
測
対
象
が
放
射
性
流
体
の
場
合
に
は
、
計
器
か
ら
の
排
水
を
放
射
性
液
体
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
と
の
考
え
方
が
明
確
で
あ
っ
た
。

－
×

基
本
構
成

1
F
、
K
K
6
,7

放
射

性
核

種
を
含

ま
な
い
補

給
水

系
と
し
て
純

水
補

給
水

系
（
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｐ
）
と
、
低

い
レ
ベ
ル

で
あ
る
が

放
射

性
核

種
が

含
ま
れ

る
補

給
水

系
と
し
て
復

水
補

給
水

系
（
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
）
の

２
系

統
の

み
設

置
さ
れ

て
い
る
。

－
×

新
設

計
（
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
、
Ｍ

Ｕ
Ｗ
Ｔ
）
の

採
用

Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
：
2
F
、

K
K
1
～

5
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｔ
　
：
2
F
、

K
K
1
,2
,5

Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｐ
、
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
の
他
に
、
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｐ
の
使
用
量
低
減
等
の
観
点
か
ら
、
低
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
放
射
性
核
種
が
含
ま
れ
る
補
給
水
系
と
し
て
、
さ
ら
に
燃
料

プ
ー
ル

補
給

水
系

（
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
：
K
K
6
,7
号

機
以

降
廃

止
）
、
再

生
水

補
給

水
系

（
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｔ
：
K
K
3
,4
号

機
以

降
廃

止
）
が

採
用

さ
れ

た
。

Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
や

Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｔ
と
い
っ
た
新

た
に
採

用
さ
れ

た
系

統
が

あ
る
場

合
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
不
足
と
相
ま
っ
て
、
設
計
時
に
お
い
て
接
続
先
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
を

誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

○

K
K
2
,5
の

建
設

以
前

2
F
の

建
設

当
時

は
、
ド
レ
ン
、
ベ
ン
ト
配

管
等

の
詳

細
設

計
に
先

立
ち
、
建

屋
が

着
工

さ
れ

た
こ
と
か

ら
、
建

屋
設

計
に
接

続
先

の
フ
ァ
ン
ネ
ル

の
配

置
情

報
を

正
確
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
現
場
に
お
け
る
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
設
置
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
ド
レ
ン
、
ベ
ン
ト
配
管
等
の
接
続
先
の
フ
ァ
ン
ネ
ル

を
決
定
し
、
施
行
さ
れ
た
も
の
が
多
数
あ
っ
た
。

現
場
に
お
い
て
、
多
数
の
ド
レ
ン
、
ベ
ン
ト
配
管
等
の
接
続
先
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
を
決
定
す
る
際

に
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
管
理
に
対
す
る
認
識
不
足
と
相
ま
っ
て
、
接
続
先
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
を

誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

○

K
K
2
,5
の

建
設

以
降

機
器

配
置

の
標

準
化

や
機

器
配

管
の

ユ
ニ
ッ
ト
化

が
進

め
ら
れ

た
た
め
、
建

屋
の

着
工

時
に
は

、
設

計
に
基

づ
き
ド
レ
ン
、
ベ
ン
ト
配

管
等

の
設

置
位

置
が

決
定

さ
れ

、
詳

細
設

計
が

確
定

し
て
お
り
、
こ
れ

に
基

づ
き
施

工
図

書
が

作
成

さ
れ

、
施

工
が

な
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
現

場
に
お
け
る
フ
ァ
ン
ネ
ル

の
設
置
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
ド
レ
ン
、
ベ
ン
ト
配
管
等
の
接
続
先
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
を
決
定
し
、
施
行
さ
れ
た
も
の
は
減
少
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

－
×

平
成

1
5
年
以
前

設
計

に
係

る
当

社
の

品
質

管
理

と
し
て
は

、
平

成
1
5
年

に
当

社
に
お
い
て
設

計
管

理
基

本
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
制

定
さ
れ

、
設

計
に
係

る
品

質
管

理
が

強
化

さ
れ

る
以

前
の

1
F
、
2
F
お
よ
び
K
K
の

建
設

当
時

は
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
に
よ
る
基

本
設

計
を
設

備
図

書
と
し
て
当

社
が

受
領

し
承

認
す
る
よ
う
進

め
ら
れ

て
い
た
。

ま
た
、
施

工
に
係

る
当

社
の

品
質

管
理

と
し
て
は

、
平

成
1
5
年

に
当

社
に
お
い
て
工

事
監

理
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
制

定
さ
れ

、
施

工
に
係

る
品

質
管

理
が

強
化

さ
れ

る
以
前
の
1
F
、
2
F
、
K
K
1
の
建
設
当
時
は
、
溶
接
検
査
対
象
配
管
、
工
事
計
画
認
可
対
象
配
管
、
消
防
等
諸
官
庁
に
届
出
等
が
必
要
と
な
る
配
管
に
つ
い
て
施

工
会
社
の
品
質
保
証
担
当
に
よ
り
施
工
状
況
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
た
の
み
で
あ
り
、
ド
レ
ン
、
ベ
ン
ト
配
管
等
の
施
工
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ
の
据
付
状
態
に

つ
い
て
当

社
お
よ
び
施

工
会

社
に
よ
り
確

認
が

行
わ

れ
て
い
た
が

、
そ
の

接
続

先
の

フ
ァ
ン
ネ
ル

に
つ
い
て
は

、
確

認
（
現

場
確

認
や

記
録

確
認

）
が

行
わ

れ
て

い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
K
K
2
,5
号
機
の
建
設
当
時
は
、
品
質
向
上
の
観
点
か
ら
、
工
事
施
工
会
社
に
よ
り
、
工
事
計
画
、
配
管
計
装
線
図
、
施
工
図
書
の
照
合

確
認
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ド
レ
ン
、
ベ
ン
ト
配
管
等
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
の
接
続
状
況
も
含
め
て
、
基
本
設
計
（
配
管
計
装
線
図
）
と
現
場
の
施
工
状
況
と
の
整

合
性
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
社
に
よ
る
確
認
（
現
場
確
認
や
記
録
確
認
）
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

当
社

に
お
い
て
設

計
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル

お
よ
び
工

事
監

理
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
制

定
さ
れ

る
以

前
は
、
設
計
段
階
に
お
い
て
、
当
社
は
、
系
統
か
ら
の
排
水
に
あ
た
っ
て
の
要
求
事
項
を
明
確

に
し
て
お
ら
ず
、
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
る
配
管
の
排
水
先
が
設
計
上
正
し
く
、
さ
ら
に
設
計

通
り
に
施

工
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
当

社
が

確
認

し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
設

計
時

や
施

工
時

に
お
い
て
接
続
先
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
を
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

○

平
成

1
5
年
以
降

設
計
管
理
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
制
定
に
よ
り
、
取
り
扱
う
流
体
の
種
類
、
放
射
能
濃
度
等
に
応
じ
て
シ
ス
テ
ム
の
構
成
を
検
討
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
ま

で
の

建
設

経
験

の
中

で
整

備
さ
れ

た
廃

液
管

理
に
関

す
る
当

社
か

ら
の

要
求

事
項

が
明

確
に
な
り
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
に
お
け
る
設

計
基

準
と
合

わ
せ

て
、
設

計
管

理
に
係

る
品

質
管

理
が

強
化

さ
れ

た
。

ま
た
、
工

事
監

理
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
制

定
に
よ
り
、
工

事
が

当
社

か
ら
の

要
求

事
項

通
り
に
的

確
に
実

施
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ

、
当

社
に

お
い
て
も
施

工
管

理
に
係

る
品

質
管

理
が

強
化

さ
れ

た
。

－
×

教
育

の
問

題
～

現
在

当
社

に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
放

射
線

管
理

に
関

す
る
教

育
は

な
さ
れ

て
い
た
が

、
そ
の

中
で
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

性
質

や
管

理
の

状
況

に
着

目
し
た
教

育
が

な
か

っ
た
。

ト
リ
チ
ウ
ム
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
意
識
醸
成
が
、
当
社
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
な
ら
び
に

施
工

会
社

に
お
い
て
根

付
か

な
か

っ
た
た
め
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

放
出

管
理

に
対

す
る
認

識
不

足
と
な
り
、
設

計
時

や
施

工
時

に
お
い
て
接

続
先

の
フ
ァ
ン
ネ
ル

を
誤

ま
っ
た
可

能
性

が
あ

る
。

○

　
※

1
F
：
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
、
2
F
：
福

島
第

二
原

子
力

発
電

所
、
K
K
：
柏

崎
刈

羽
原

子
力

発
電

所

要
因

ト
リ
チ
ウ
ム

管
理

上
の

問
題

放
射

性
の

系
統

を
計

測
す

る
場

合
の

計
装

配
管

か
ら

の
廃

液
排

出

放
射

性
の

系
統

と
非

放
射

性
の

系
統

の
境

界
近

傍
か
ら
の
廃
液
排
出

フ
ァ
ン
ネ
ル

誤
接

続
の

発
生

廃
液

収
集

区
分

に
関
す
る
設
計

補
給

水
系

の
設

計

設
計

上
の

問
題

施
工

上
の

問
題

ド
レ
ン
、
ベ
ン
ト

配
管

の
施

工

当
社

に
お
け
る

品
質

管
理

の
問

題

設
計

管
理

工
事

監
理

５４
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福
島

第
一

1
号

機
2
号

機
3
号

機
4
号

機
5
号

機
6
号

機
福

島
第

二
1
号

機
2
号

機
3
号

機
4
号

機
柏

崎
刈

羽
1
号

機
2
号

機
3
号

機
4
号

機
5
号

機
6
号

機

7
号

機

測
定

管
理

線
量

評
価

基
本

（
1
F
、
2
F
-
1
/
2
ま
で
明
確
で
は
な
か
っ
た
）

（
1
F
、
2
F
、
K
K
-
1
ま
で
明

確
で
は

な
か

っ
た
）

（
2
F
-
1
～

4
、
K
K
-
1
～

5
ま
で
採

用
）

(2
F
-
1
～
4
、
K
K
-
1
,2
,5
で
採
用
)

（
2
F
-
1
～

4
、
K
K
-
1
ま
で
採

用
）

福
島

第
一

福
島

第
二

柏
崎

刈
羽

境
界

弁
の

開
閉

操
作

や
不

具
合

に
対

す
る
設

計
上

の
配

慮
が

明
確

で
は

な
い

計
測

対
象

の
性

質
で
判

断
す
る
こ
と
が

設
計

上
明

確
で
は

な
い

建
屋
着
工
前
に
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配
管
の
接
続
先
を
決
定

当
社

Q
M
S

ベ
ン
ト
・
ド
レ
ン
配

管
の

設
計

・
施

工
に
関

す
る
品

質
管

理
シ
ス
テ
ム
の

整
備

が
不

十
分

計
装

配
管

排
水

先
の

配
慮

境
界

弁
の

配
慮

設
計
上
、
M
U
W
C
（
復
水
補
給
水
系
・
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
系
を
採
用

設
計
上
、
F
P
M
U
W
（
燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
・
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）
系
を
採
用

基
本

保
安

規
定

に
お
い
て
放

出
管

理
基

準
値

を
規

定
ト
リ
チ
ウ
ム
を
管

理
す
る
考

え
が

な
い

ト
リ
チ
ウ
ム
濃

度
を
自

主
的

に
測

定
た
だ
し
放

出
管

理
基

準
値

は
な
し

ベ
ン
ト
・
ド
レ
ン
配

管
の

施
工

方
法

現
場

の
フ
ァ
ン
ネ
ル

設
置

状
況

を
確

認
し
な
が

ら
ベ
ン
ト
・
ド
レ
ン
配

管
の

接
続

先
を
決

定

ト
リ
チ
ウ
ム

の
管

理

廃
液

収
集

区
分

廃
液

を
放

射
性

と
非

放
射

性
に
区

分
し
て
収

集
し
、
処

理
す
る
と
の

基
本

的
な
考

え
方

あ
り

計
測

対
象

の
性

質
で
判

断
す
る
こ
と
が

設
計

上
明

確

設
置
許
可
上
で
の
線
量
評
価
な
し
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）

設
置
許
可
上
で
線
量
評
価
あ
り

S4
9

S5
0

S5
1

S4
1

S4
4

S4
2

S4
3

新
設

計

設
計

上
、
M
U
W
P
（
純

水
補

給
水

系
・
非

放
射

性
）
系

を
採

用

設
計
上
、
M
U
W
T
（
再
生
水
補
給
水
系
・
ト
リ
チ
ウ
ム
含

む
）
系
を
採
用

境
界

弁
の

開
閉

操
作

や
不

具
合

に
対

す
る
設

計
上

の
配

慮
が

明
確

H
1
4
H
1
5
H
1
6

H
1
0
H
1
1
H
1
2
H
1
3

H
6

H
7

H
8

H
9

H
2

H
3

H
4

H
5

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
2

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

時
代

的
背

景
を

踏
ま

え
た

整
理

事
象

の
発

生
時

期

補
給

水
系

の
設

計

設
置

許
可

～
運

開

2
5

2
7

3
0

6 7

9
1
6

1
5

1
4
1
3
1
2

1
1

1
9

1
8

1
7

2
3
2
2
2
1

2
6
2
5
2
4

設
計

・
施

工
に
関

す
る
品

質
管

理
シ
ス
テ
ム
を
強

化
　
（
設

計
管

理
・
工

事
監

理
に
関

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

制
定

）
　
（
H
1
5
～

）

2
3
2
2
2
2

2
6
2
5
2
5

2
3
2
2
2
3

2
6
2
5
2
6

５５
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8

1
3

4

1
0

2
8

2
9

2
0

△
：
計
装
配
管
の
ベ
ン
ト
配
管
の
接
続
先
の
考
え
方
が
明
確
に
文
書
化
さ
れ
て

　
　
い
な
か
っ
た
た
め
、
詳
細
設
計
お
よ
び
施
工
段
階
で
誤
接
続
と
な
っ
た
も
の

□
：
新
設
計
（
F
P
M
U
W
、
M
U
W
T
）
の
採
用
や
教
育
不
足
に
よ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
に

　
　
対
す
る
認
識
不
足
に
よ
り
誤
接
続
と
な
っ
た
も
の

○
：
作
業
員
の
確
認
誤
り
に
よ
り
誤
接
続
と
な
っ
た
も
の



調
査

結
果

整
理

一
覧

表

下
表

に
お

け
る

「
要

因
」
は

以
下

の
と

お
り

　
①

　
計

装
配

管
の

ベ
ン

ト
配

管
の

接
続

先
の

考
え

方
が

明
確

に
文

書
化

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
設

計
段

階
で

発
生

し
た

も
の

　
②

　
新

設
計

（
F
P

M
U

W
、

M
U

W
T
）
の

採
用

や
教

育
不

足
に

よ
る

ト
リ

チ
ウ

ム
に

対
す

る
認

識
不

足
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

　
③

　
作

業
員

の
確

認
誤

り
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

施
工

上
の

問
題

昭
和

6
2
年

以
前

昭
和

6
2
以

降

1
号

機
タ

ー
ビ

ン
建

屋
1

低
圧

タ
ー

ビ
ン

入
口

圧
力

検
出

器
ド

レ
ン

配
管

有
約

4
.2

L
／

回
検

出
限

界
値

未
満

と
評

価
○

添
付

資
料

－
４

－
１

原
子

炉
建

屋
2

残
留

熱
除

去
系

-
残

留
熱

除
去

海
水

系
連

絡
配

管
ド

レ
ン

配
管

無
-

-
○

添
付

資
料

－
４

－
２

タ
ー

ビ
ン

建
屋

3
タ

ー
ビ

ン
グ

ラ
ン

ド
シ

ー
ル

蒸
気

系
ヘ

ッ
ダ

ー
圧

力
計

装
ラ

ッ
ク

ド
レ

ン
配

管
有

約
2
.2

L
／

回
検

出
限

界
値

未
満

と
評

価
○

添
付

資
料

－
４

－
３

タ
ー

ビ
ン

建
屋

4
タ

ー
ビ

ン
グ

ラ
ン

ド
シ

ー
ル

蒸
気

系
ヘ

ッ
ダ

ー
圧

力
計

装
ラ

ッ
ク

ド
レ

ン
配

管
有

約
2
.2

L
／

回
検

出
限

界
値

未
満

と
評

価
○

添
付

資
料

－
４

－
４

タ
ー

ビ
ン

建
屋

5
復

水
補

給
水

系
-
消

火
系

連
絡

配
管

に
お

け
る

ド
レ

ン
・
ベ

ン
ト

配
管

無
-

-
○

添
付

資
料

－
４

－
５

6
残

留
熱

除
去

冷
却

系
調

圧
タ

ン
ク

(A
)廻

り
ド

レ
ン

配
管

無
－

－
○

（
F
P

M
U

W
）

添
付

資
料

－
４

－
６

7
残

留
熱

除
去

冷
却

系
調

圧
タ

ン
ク

（
B

)廻
り

ド
レ

ン
配

管
有

約
1
0
L
／

回
検

出
限

界
未

満
と

評
価

○
（
F
P

M
U

W
）

添
付

資
料

－
４

－
７

8
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
ポ

ン
プ

出
口

流
量

検
出

器
ド

レ
ン

配
管

有
各

　
約

2
.0

L
検

出
限

界
未

満
と

評
価

○
添

付
資

料
－

４
－

８

9
再

生
水

補
給

水
ド

レ
ン

配
管

有
約

1
7
0
0
L
／

回
約

3
.6

×
1
0

8
B

q

約
3
.0

×
1
0

8
B

q
○

（
M

U
W

T
）

添
付

資
料

－
４

－
９

1
0

復
水

浄
化

系
復

水
ろ

過
設

備
 補

給
水

ド
レ

ン
配

管
有

約
4
0
L

約
1
.1

×
1
0

7
B

q
○

添
付

資
料

－
４

－
１

０

1
1

復
水

浄
化

系
ろ

過
器

圧
力

指
示

計
ド

レ
ン

配
管

有
約

3
L
／

回
検

出
限

界
未

満
と

評
価

○
添

付
資

料
－

４
－

１
１

1
2

残
留

熱
除

去
冷

却
系

調
圧

タ
ン

ク
(A

)廻
り

ド
レ

ン
配

管
無

－
－

○
（
F
P

M
U

W
）

添
付

資
料

－
４

－
１

２

1
3

残
留

熱
除

去
冷

却
系

調
圧

タ
ン

ク
(B

)廻
り

ド
レ

ン
配

管
無

－
－

○
（
F
P

M
U

W
）

添
付

資
料

－
４

－
１

３

1
4

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
廻

り
ド

レ
ン

配
管

無
－

－
○

（
F
P

M
U

W
）

添
付

資
料

－
４

－
１

４

原
子

炉
建

屋
1
5

復
水

補
給

水
系

　
R

P
V

/
P

C
V

注
水

流
量

検
出

器
ド

レ
ン

配
管

有
各

　
約

2
.0

L
検

出
限

界
未

満
と

評
価

○
添

付
資

料
－

４
－

１
５

タ
ー

ビ
ン

建
屋

1
6

復
水

ろ
過

装
置

流
量

及
び

圧
力

検
出

器
ド

レ
ン

配
管

有
各

　
約

1
.5

L
検

出
限

界
未

満
と

評
価

○
添

付
資

料
－

４
－

１
６

1
7

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

冷
却

系
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
(A

)廻
り

ド
レ

ン
配

管
無

－
－

○
（
F
P

M
U

W
）

添
付

資
料

－
４

－
１

７

1
8

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
～

残
留

熱
除

去
冷

却
系

調
圧

タ
ン

ク
（
A

）
非

常
用

補
給

水
配

管
ベ

ン
ト

配
管

有
約

1
.2

2
L
／

回
検

出
限

界
未

満
と

評
価

○
（
F
P

M
U

W
）

添
付

資
料

－
４

－
１

８

1
9

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
～

残
留

熱
除

去
冷

却
系

調
圧

タ
ン

ク
（
B

）
非

常
用

補
給

水
配

管
ベ

ン
ト

配
管

有
約

0
.4

1
L
／

回
検

出
限

界
未

満
と

評
価

○
（
F
P

M
U

W
）

添
付

資
料

－
４

－
１

９

2
0

放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系
　

Ｒ
／

Ｂ
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
Ａ

出
口

流
量

検
出

器
ド

レ
ン

配
管

有
各

　
約

0
.2

L
検

出
限

界
未

満
と

評
価

○
添

付
資

料
－

４
－

２
０

2
1

１
，

２
号

機
　

廃
棄

物
処

理
建

屋
　

再
生

水
補

給
水

系
ド

レ
ン

配
管

①
無

－
－

○
（
M

U
W

T
）

添
付

資
料

－
４

－
２

１

2
2

１
，

２
号

機
　

廃
棄

物
処

理
建

屋
　

再
生

水
補

給
水

系
ド

レ
ン

配
管

②
無

－
－

○
（
M

U
W

T
）

添
付

資
料

－
４

－
２

１

2
3

１
，

２
号

機
　

廃
棄

物
処

理
建

屋
　

再
生

水
補

給
水

系
ド

レ
ン

配
管

③
無

－
－

○
（
M

U
W

T
）

添
付

資
料

－
４

－
２

１

2
4

１
，

２
号

機
　

廃
棄

物
処

理
建

屋
　

再
生

水
補

給
水

系
ド

レ
ン

配
管

④
無

－
－

○
（
M

U
W

T
）

添
付

資
料

－
４

－
２

１

2
5

１
号

機
ト

レ
ン

チ
内

　
再

生
水

補
給

水
系

ド
レ

ン
配

管
無

－
－

○
（
M

U
W

T
）

添
付

資
料

－
４

－
２

２

2
6

１
号

機
ト

レ
ン

チ
内

　
復

水
補

給
水

系
ド

レ
ン

配
管

無
－

－
○

添
付

資
料

－
４

－
２

３

原
子

炉
建

屋
2
7

格
納

容
器

酸
素

分
析

計
ド

レ
ン

配
管

有
約

0
.2

1
L

検
出

限
界

値
未

満
と

評
価

○
添

付
資

料
－

４
－

２
４

原
子

炉
建

屋
2
8

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
蒸

気
管

差
圧

検
出

配
管

ド
レ

ン
配

管
有

約
0
.2

1
L
／

回
検

出
限

界
値

未
満

と
評

価
○

添
付

資
料

－
４

－
２

５

原
子

炉
建

屋
2
9

燃
料

プ
ー

ル
浄

化
系

ス
キ

マ
ー

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

水
位

計
配

管
ド

レ
ン

配
管

有
約

0
.3

7
L
／

回
検

出
限

界
値

未
満

と
評

価
○

添
付

資
料

－
４

－
２

６

5
号

機
原

子
炉

建
屋

3
0

再
生

水
補

給
水

系
ド

レ
ン

配
管

有
約

7
.3

L
検

出
限

界
値

未
満

と
評

価
○

（
M

U
W

T
）

添
付

資
料

－
４

－
２

７

号
機

参
照

資
料

放
水

実
績

（
放

射
性

物
質

の
有

無
を

問
わ

ず
）

放
水

量
放

射
性

物
質

放
出

量

柏 崎 刈 羽

要
因

設
計

上
の

問
題

②
①

③

誤
接

続
箇

所
N

o
.

建
屋

福 島 第 一 福 島 第 二

原
子

炉
建

屋

3
号

機

3
号

機

1
号

機

1
号

機

原
子

炉
建

屋

5
号

機 廃
棄

物
処

理
建

屋

タ
ー

ビ
ン

建
屋

2
号

機
原

子
炉

建
屋

4
号

機

５６

添付資料－７



福
島

第
二

原
子

力
発

電
所

に
お
け
る
そ
の

他
調

査
結

果
（
そ
の

１
）

号
機

建
屋

N
o
.

確
認

箇
所

放
水

実
績

（
放
射
性
物
質
の

有
無

を
問

わ
ず
）

事
例

原
子

炉
建

屋
1

ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系
放
水
口
放
出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
配
管

無
①

2
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配

管
①

無
②

3
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配

管
②

無
②

4
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配

管
③

無
②

5
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配

管
④

無
②

6
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
出

口
流

量
検

出
器

ド
レ
ン
配

管
無

③

7
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
放

射
線

モ
ニ
タ
ド
レ
ン
配

管
①

無
④

8
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
放

射
線

モ
ニ
タ
ド
レ
ン
配

管
②

無
④

9
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配

管
①

無
②

1
0

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配

管
②

無
②

1
1

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配

管
③

無
②

1
2

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配

管
④

無
②

1
3

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配

管
⑤

無
②

1
4

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
出

口
流

量
検

出
器

ド
レ
ン
配

管
無

③

1
5

ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系
放
水
口
放
出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
配
管

無
①

1
6

ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系
受
ポ
ン
プ
A
吸
い
込
み
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
配
管

無
⑤

1
7

ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系
受
ポ
ン
プ
Ｂ
吸
い
込
み
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
配
管

無
⑤

1
8

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
ベ
ン
ト
配

管
無

①

1
9

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

放
水

口
放

出
ラ
イ
ン
出

口
流

量
検

出
器

ド
レ
ン
配

管
無

③

2
0

１
号
ト
レ
ン
チ
内
　
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系
放
水
口
放
出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
配
管

無
①

1
号
機

タ
ー
ビ
ン
建

屋

原
子

炉
建

屋
3
号
機

2
号
機

4
号
機

タ
ー
ビ
ン
建

屋

原
子

炉
建

屋

廃
棄
物

処
理

建
屋

添付資料－８
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福
島

第
二

原
子

力
発

電
所

に
お

け
る

そ
の

他
調

査
結

果
 

事
例 ①
 

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

放
水

口
放

出
ラ

イ
ン

ベ
ン

ト
配

管
に

お
け

る
接

続
 

事
例

②
 

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

放
水

口
放

出
ラ

イ
ン

ド
レ

ン
・

ベ
ン

ト
配

管
に

お
け

る
接

続
 

調
査
結
果
の
概
要
 

調
査
結
果
の
概
要
 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
Ｈ
Ｓ
Ｄ
放
水
口
放
出
ベ
ン
ト
・
ド
レ

ン
配
管
が
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

1
号
機
、

3
号
機
、

4
号
機
、
廃
棄
物
処
理
建
屋
（
１
号
ト
レ
ン
チ
）
で
各
々
１
箇
所
確
認
さ
れ
た
。

 

 
〔
推
定
原
因
〕

 
○

設
計

の
考

え
方

で
は

、
当

該
配

管
は

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
へ

導
く

こ
と

に
し

て
お

り
、

こ
の

考
え

方
通

り
詳

細
設
計
、
施
工
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
○

Ｈ
Ｓ

Ｄ
よ

り
放

水
口

へ
放

出
す

る
場

合
は

、
放

出
ト

リ
チ

ウ
ム

放
射

能
量

に
つ

い
て

測
定

管
理

を
実

施
し

て
い

る
た

め
、

測
定

管
理

さ
れ

た
水

が
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

よ
り

Ｓ
Ｄ

受
タ

ン
ク

を
経

由
し

放
水

口
へ

放
出

さ
れ

て
も

、
す

で
に

測
定

管
理

さ
れ

た
ト

リ
チ

ウ
ム

の
た

め
管

理
さ

れ
な

い
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
の

可
能

性
は
な
い
。

 

 
〔
系
統
概
略
図
〕

 

 
               

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○
Ｈ
Ｓ
Ｄ
放
水
口
放
出
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
・
ベ
ン
ト
配
管
が
、
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

1
号
機
で
４
箇
所
、

2
号
機
で
５
箇
所
確
認
さ
れ
た
。

 

 
〔
推
定
原
因
〕

 
○

設
計

の
考

え
方

で
は

、
当

該
配

管
は

Ｈ
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

ま
た

は
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

へ
導

く
こ

と
に

し
て

お
り
、
こ
の
考
え
方
通
り
に
詳
細
設
計
、
施
工
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
○

Ｈ
Ｓ

Ｄ
収

集
槽

か
ら

Ｈ
Ｓ

Ｄ
収

集
ポ

ン
プ

を
経

由
し

、
放

水
口

へ
放

出
す

る
場

合
は

、
放

出
ト

リ
チ

ウ
ム

放
射

能
量

に
つ

い
て

測
定

管
理

を
実

施
し

て
い

る
た

め
、

測
定

管
理

さ
れ

た
水

が
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

よ
り

Ｓ
Ｄ

受
タ

ン
ク

を
経

由
し

放
水

口
へ

放
出

さ
れ

て
も

、
す

で
に

測
定

管
理

さ
れ

た
ト

リ
チ

ウ
ム

の
た

め
管

理
さ
れ
な
い
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
の
可
能
性
は
な
い
。

 

 
〔
系
統
概
略
図
〕

 

 
 

  

放
水
口
 

Ｈ
Ｓ
Ｄ
 

収
集
槽
 

Ｓ
Ｄ
受
タ
ン
ク
 

Ｓ
Ｄ

受
ポ
ン

プ
 

 
 
 
 こ

れ
ま
で
の
運
用
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該
ド
レ

ン
・

ベ
ン

ト
弁

の
操

作
実

績
が

な
い

こ
と

か
ら

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
の
排
出
は
な
か
っ
た
。

 

こ
れ

ま
で

の
運

用
を

確
認

し
た

結
果

、
当

該
ド

レ

ン
・
ベ
ン
ト
弁
の
操
作
実
績
が
な
い
こ
と
か
ら

S
D

フ
ァ
ン
ネ
ル
へ
の
排
出
は
な
か
っ
た
。

 

５８

Ｈ
Ｓ
Ｄ
収

集
槽
 

シ
ャ

ワ
ー
ド

レ
ン

系
（
ト
リ
チ
ウ
ム
含
む
）

ス
ト

ー
ム
ド

レ
ン
系

 

S
D
受
タ
ン
ク
へ
の
ト
リ
チ
ウ
ム
持
込
の
可
能
性
の
あ
る
ラ
イ
ン
 

Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

シ
ャ

ワ
ー
ド

レ
ン

系
（
ト

リ
チ
ウ

ム
含

む
）

ス
ト

ー
ム
ド

レ
ン

系
 

S
D

受
タ

ン
ク

へ
の

ト
リ

チ
ウ

ム
持

込

の
可
能
性
の
あ
る
ラ
イ
ン
 

Ｈ
Ｓ
Ｄ
収

集
ポ
ン

プ
 

S

Ｓ
Ｄ
受
ポ

ン
プ
 

放
射

性
液
体

 

廃
棄

物
処
理

系
 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

Ｓ
Ｄ

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

Ｓ
Ｄ

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

Ｓ
Ｄ

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

放
水
口

添付資料－８－１ 



福
島

第
二

原
子

力
発

電
所

に
お

け
る

そ
の

他
調

査
結

果
 

事
例 ③
 

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

放
水

口
放

出
ラ

イ
ン

出
口

流
量

検
出

器
ド

レ
ン

配
管
 

事
例

④
 

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

放
水

口
放

出
ラ

イ
ン

プ
ロ
セ
ス
放
射
線
モ
ニ
タ
ド
レ
ン
配
管
 

調
査
結
果
の
概
要
 

調
査
結
果
の
概
要
 

〔
確
認
さ

れ
た
事
象
〕

 
○

Ｈ
Ｓ

Ｄ
放

水
口

放
出

ラ
イ

ン
出

口
流

量
計

＊
１
の

ド
レ

ン
配

管
が

，
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
さ

れ
て

い
る

箇
所
が

1
号
機
、

2
号
機
、

4
号
機
で
各
々
１
箇
所
確
認
さ
れ
た
。

 
*
１
：
放
水
口
放
出
流
量
を
検
出
す
る
配
管
で
、
検
出
配
管
に
は
流
量
検
出
器
側
か
ら
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｐ
が
充
填
さ

れ
て
い
る
。
 

 
〔
推
定
原
因
〕
 

○
設

計
の

考
え

方
で

は
、

当
該

配
管

は
Ｈ

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
ま

た
は

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
へ

導
く

こ
と

に
し

て

お
り
、
こ
の
考
え
方
通
り
に
詳
細
設
計
、
施
工
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
○

Ｈ
Ｓ

Ｄ
よ

り
放

水
口

へ
放

出
す

る
場

合
は

、
放

出
ト

リ
チ

ウ
ム

放
射

能
量

に
つ

い
て

測
定

管
理

を
実

施
し

て
い

る
た

め
、

測
定

管
理

さ
れ

た
水

が
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

よ
り

Ｓ
Ｄ

受
タ

ン
ク

を
経

由
し

放
水

口
へ

放
出

さ
れ

て
も

、
す

で
に

測
定

管
理

さ
れ

た
ト

リ
チ

ウ
ム

の
た

め
、

管
理

さ
れ

な
い

ト
リ

チ
ウ

ム
の

放
出

の
可

能
性
は
な
い
。

 

 〔
系
統
概
略
図
〕

 

 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕

 
○

液
体

廃
棄

物
処

理
系

排
水

放
射

線
モ

ニ
タ

サ
ン

プ
リ

ン
グ

ラ
ッ

ク
ド

レ
ン

配
管

ラ
イ

ン
上

に
設

置
さ

れ
て

い
る
ド
レ
ン
配
管
が
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

1
号
機
で
２
箇
所
（
下
図
①
，
②
）

確
認
さ
れ
た
。

 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
設

計
の

考
え

方
で

は
、

当
該

配
管

は
Ｈ

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
ま

た
は

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
へ

導
く

こ
と

に
し

て

お
り
、
こ
の
考
え
方
通
り
に
詳
細
設
計
、
施
工
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
○

Ｈ
Ｓ

Ｄ
よ

り
放

水
口

へ
放

出
す

る
場

合
は

、
放

出
ト

リ
チ

ウ
ム

放
射

能
量

に
つ

い
て

測
定

管
理

を
実

施
し

て
い

る
た

め
、

測
定

管
理

さ
れ

た
水

が
Ｓ

Ｄ
フ

ァ
ン

ネ
ル

よ
り

Ｓ
Ｄ

受
タ

ン
ク

を
経

由
し

放
水

口
へ

放
出

さ
れ

て
も

、
す

で
に

測
定

管
理

さ
れ

た
ト

リ
チ

ウ
ム

の
た

め
、

管
理

さ
れ

な
い

ト
リ

チ
ウ

ム
の

放
出

の
可

能
性
は
な
い
。

 

 〔
系
統
概
略
図
〕

 
  

  

流
量

検
出

器
 

 
 

計
器

テ
ス

ト
弁

 
 
 

（
水

抜
き

，
水

張
り

口
）

 
 
 

計
器

弁
 

 

検
出

元
弁

 
 

検
出

座
 

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

（
H
S
D
）

 
ン

系
 
 

 
 

Ｈ
Ｓ
Ｄ
 

収
集
槽
 

プ
ロ

セ
ス

流
体

と

接
し

て
い

る
状
態

 

放
水

口
 

Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

S
D
受
タ
ン
ク
へ
の
ト
リ
チ
ウ
ム
持
込
の
可
能
性
の
あ
る
ラ
イ
ン
 

プ
ロ

セ
ス

流
体

（
オ

レ
ン

ジ
色

部
）

と

検
出

配
管

の
充

填
水

（
純

水
：

ブ
ル

ー

色
部

）
は

接
し

て
い

る
た

め
，

プ
ロ

セ

ス
流

体
が

検
出

配
管

内
に

拡
散

す
る

こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
が

，
検

出
配

管
内

の

充
填

水
は

静
止

流
体

で
あ

り
接

触
面

積

が
極

わ
ず

か
で

あ
る

こ
と

且
つ

検
出

配

管
長

が
長

い
こ

と
か

ら
，

計
器

点
検

時

に
ド

レ
ン

と
し

て
排

出
さ

れ
る

可
能

性

の
あ

る
充

填
水

中
に

プ
ロ

セ
ス

流
体

は

含
ま

れ
て

お
ら

ず
，

排
出

し
た

ド
レ

ン

は
純
水
と
考
え
ら
れ
る
。

 
な

お
，

検
出

器
点

検
後

の
イ

ン
サ

ー
ビ

ス
に

あ
た

っ
て

は
，

計
器

テ
ス

ト
弁

か

ら
純

水
を

充
填

し
，

プ
ロ

セ
ス

側
の

母

管
ま

で
計

装
配

管
を

逆
流

さ
せ

る
よ

う

に
水
張
り
操
作
を
行
う
。

 

S
D

T

サ
ン
プ
リ
ン
グ
ラ
ッ
ク

水
サ
ン
プ
ラ

 Ｈ
C
W

①

②

誤
接
続

と
確

認
さ
れ

た
ラ

イ
ン

本
来
接

続
す

べ
き
ラ

イ
ン

T
C
-
0
0
2
0

T
B
-
0
4
3
3

シ ャ ワ ー ド レ ン 系 （ Ｈ Ｓ Ｄ ）

Ｓ
Ｄ
受
 

タ
ン
ク
 

T
C
-
0
0
2
0
 

放
射

性
液
体

 

廃
棄

物
処
理

系
 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

Ｓ
Ｄ

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 

Ｓ
Ｄ

 

フ
ァ

ン
ネ
ル

 
S
D

受
タ

ン
ク

へ
の

ト
リ

チ
ウ

ム
持

込
の

可
能
性
の
あ
る
ラ
イ
ン
 

 

Ｈ
Ｓ
Ｄ
 

収
集
槽
 

放
水

口
 

５９ 

Ｓ
Ｄ
受
 

タ
ン
ク
 

添付資料－８－２ 



添付資料－８－３ 
事
例 ⑤
 

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
系

受
ポ

ン
プ

吸
い

込
み

ド
レ

ン
配

管
に

お
け

る
接

続
 

 

調
査
結
果
の
概
要
 

 

〔
確
認
さ

れ
た
事
象
〕

 
○
Ｓ
Ｄ
受

ポ
ン
プ
（
Ａ
）（

Ｂ
）
吸

い
込

み
ド

レ
ン

配
管

が
、
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

フ
ァ

ン
ネ

ル
に

接

続
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
ン

ネ
ル
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

3
号
機
で
計
２
箇
所
確
認
さ
れ
た
。

 〔
推
定
原
因
〕

 
○

設
計

の
考

え
方

で
は

、
Ｓ

Ｄ
受

タ
ン

ク
に

放
射

性
物

質
が

混
入

し
た

場
合

に
放

射
性

液
体

廃
棄

物
処

理
系

に
も

排
出

出
来

る
よ

う
に

、
当

該
配

管
を

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
接

続
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が

、
詳

細
設

計
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

ド
レ

ン
配

管
の

接
続

先
が

Ｓ
Ｄ

フ
ァ

ン
ネ

ル
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

詳
細

設
計

時
の

配
慮

が
不

足
し

て
お

り
、

そ
の

ま
ま

施
工

さ
れ

た
も

の
と

推
定

し
た
。

 
○

Ｓ
Ｄ

系
統

水
は

基
本

的
に

海
水

や
純

水
と

い
っ

た
非

放
射

性
流

体
を

取
り

扱
う

管
理

区
域

内
の

機
器

か
ら

の
排
水
で
あ
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
受
タ
ン
ク
へ
の
放
射
性
物
質
の
混
入
の
可
能
性
は
な
い
。

 
○

万
一

Ｓ
Ｄ

受
タ

ン
ク

に
放

射
性

物
質

が
混

入
し

た
後

に
当

該
ド

レ
ン

配
管

か
ら

排
出

さ
れ

た
と

し
て

も
、

排
水

は
Ｓ

Ｄ
受

タ
ン

ク
に

戻
り

放
出

前
に

放
射

能
濃

度
を

測
定

す
る

こ
と

か
ら

、
ト

リ
チ

ウ
ム

を
含

め
放

射
性
物
質
の
放
出
の
可
能
性
は
な
い
。

 

 〔
系
統
概
略
図
〕

 

 

 

福
島

第
二

原
子

力
発

電
所

に
お

け
る

そ
の

他
調

査
結

果
 

本
来
接
続
す
べ
き
ラ

イ
ン
 

S
D
受
タ
ン
ク
へ
の
ト

リ
チ
ウ
ム
持
込
の
 

可
能
性
の
あ
る
ラ
イ
ン
 

ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
系
 

Ｓ
Ｄ
受
ポ

ン
プ
 

放
水

口
 

Ｓ
Ｄ
受
タ

ン
ク

 

 

 

放
射

性
液

体
廃
棄

物
処
理
系

へ
 

当
該
配
管
か
ら
の
排
出
は

S
D

系
統
水
で
あ
り
、

S
D

フ
ァ

ン
ネ
ル
へ
排
出
さ
れ
た
と
し
て
も

S
D
受
タ
ン

ク
へ
戻
り
、

S
D

系
で
放
出
さ
れ
る
た
め
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出
の
リ
ス

ク
は
な
い
。

 

Ｓ
Ｄ
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
処
理
系
 

フ
ァ
ン
ネ
ル
 

 

６０



福
島

第
二

原
子

力
発

電
所

に
お

け
る

そ
の

他
調

査
結

果
（

そ
の

２
）

 

３
号
機
 
廃
棄
物
処
理
補
機
冷
却
系
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
に
お
け
る
接
続
 

調
査
結
果
の
概
要
 

〔
確
認
さ
れ
た
事
象
〕
 

○
平
成

2
1
年

1
1
月

1
8
日
、
３
・
４

号
機
の
廃
棄
物
処
理
補
機
冷
却
系
（

Ｒ
Ｗ

Ｃ
Ｗ

）
の

熱
交

換
器
（

Ａ
）
点

検
に

あ
た

り
、
系

統
内

の
水
（

非
放

射
性

）
の

水
質

分
析

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、
微

量
の

ト
リ

チ
ウ

ム
（

濃
度

：

0
.
9
6
ベ
ク
レ
ル
／
c
m
３
）
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
系
統
の
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
点
検
に
あ

た
り
系
統
内
の
水
を
移
送
し
た
３
号
機
海
水
熱
交
換
器
建
屋
内
の
海
水
ス
ト
ー
ム
ド
レ
ン
サ
ン
プ
水
の
水
質
分
析
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
微
量
の
ト
リ
チ
ウ
ム
（
濃
度

：
0
.
3
1
ベ
ク
レ
ル
／
c
m
３
）
が
検
出
さ
れ
た
。
 

 〔
推
定
原
因
〕
 

○
廃
棄
物
処
理
補
機
冷
却
系
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
が
、
放
射
性
液
体
廃
棄

物
処
理
系
の
サ
ン
プ
（
高
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
）
に
接
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
ま
た
、
当
該
タ
ン
ク
の
ベ
ン
ト
配
管
が
廃
棄
物

処
理
建
屋
の
換
気
空
調
系
排
気
ダ
ク
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
同
サ
ン
プ
内
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
空
気
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
を
逆
流
し
、
ベ
ン
ト
配
管
の
接
続
先
で
あ
る
換
気
空
調
系
排
気
ダ
ク
ト
に

吸
引
さ
れ
、
当
該
タ
ン
ク
内
で
結
露
し
凝
縮
水
と
な
り
、
Ｒ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
の
系
統
水
に
混
入
し
た
。
 

○
設
計
段
階
で
は
当
該
タ
ン
ク
の
ベ
ン
ト
配
管
は
、
大
気
開
放
も
し
く
は
換
気
空
調
系
排
気
ダ
ク
ト
の
ど
ち
ら
に
接
続
し
て
も
問
題
な
い
と
考
え
た
が
、
当
該
タ
ン
ク
は
Ｒ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
系
統
水
の
温
度
変
動
に
よ
る
当
該
タ
ン
ク

水
位
の
変
動
に
よ
り
、
管
理
区
域
内
の
空
気
が
当
該
タ
ン
ク
内
へ
流
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ

と
が
必
要
と
考
え
、
当
該
タ
ン
ク
の
ベ
ン
ト
配
管
を
換
気
空
調
系
排
気
ダ
ク
ト
へ
接
続
す
る
こ
と
で
、
当
該
タ
ン
ク
内
の
水
と

管
理
区
域
内
の
空
気
と
の
接
触
を
避
け
る
と
い
う
安
全
側
の
設
計
を
選
択
し
て
い
た
。
ま
た
、
当
該
タ
ン
ク
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
先
と
し
て
は
非
放
射
性
・
放
射
性
ど
ち
ら
に
接
続
し
て
も
問
題
な
い
こ
と
、
お
よ
び
３
・

４
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
に
は
、
Ｓ
Ｄ
系
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
タ
ン
ク
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
は
、
高
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
に
接
続
す
る
設
計
と
し
て
お
り
、
こ
の
設
計
に
基
づ
き
施
工
さ
れ
て
い
た
。
 

 

〔
系
統
概
略
図
〕
 

                   
 

換
気

空
調

系
排

気
ダ
ク
ト

オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
配

管

高
電

導
度

廃
液

サ
ン
プ

廃
棄

物
処

理
補

機
冷

却
系

サ
ー
ジ
タ
ン
ク

Ｆ
フ
ィ
ル
タ

排
気
フ
ァ
ン

３
．
４
号

機
　
廃

棄
物

処
理

建
屋

（
管

理
区

域
）

循
環
ポ
ン
プ

３
号

機
　
海

水
熱

交
換

器
建

屋
（
非

管
理

区
域

）

海
　
洋

海
水

ス
ト
ー
ム

ド
レ
ン
サ

ン
プ

フ
ァ
ン
ネ
ル

よ
り

結
露

水
（
ト
リ
チ
ウ
ム

検
出

）

ベ
ン
ト
配

管

主
排
気

筒

６１

 

ト
リ
チ
ウ

ム
検

出

Ｐ
放

水
ポ
ン
プ

ト
リ
チ
ウ
ム

含
有

Ｐ

熱
交

換
器

点
検

時
の

排
水

経
路

ト
リ
チ
ウ
ム

を
含

む
空

気
の

流
れ

(
逆

流
)

Ｆ
排
気

フ
ァ
ン

ト
リ
チ
ウ
ム

検
出

フ
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